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　入る高校を間違えた。

　その思いが生まれたのは、入学式の会場に一歩足を踏ふみ入いれた瞬間だった。

　会場として飾かざりつけられた体育館のステージ脇わき、そこに垂たらされた重そうな布でできた赤っぽいカーテンにでかでかと書かれていたのだ。




『フリーダム』と。




　入る高校を間違えた。

　その思いが深まったのは、入学式開始直後、学園長森もりノの宮みや鎮ちん守じゆの挨あい拶さつが始まった瞬間だった。

　司会の「学園長祝辞」という声に促うながされ立ち上がったのは、ボロボロの白はく衣いといい右目にモノクルはめた悪人面づらといい、どう見ても悪の科学者だった。

　そして、そいつは壇だん上じように上がるなり一声叫さけんだのだ。




『フリーダム！』と。




　その名は、私立青あお葉ば学がく園えん花はな山やま高等学校。

　地元での通称は「あほばっか学園」。

　……奇人変人が多い学校と聞いてはいたが、そういう次元の問題じゃなかった。
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　　　　　一




　俺は普通に普通を塗ぬり重ねて生きてきた男。

　信しん条じようは「普通」、容よう姿しも「普通」、成績は「普通よりちょっと上」。

　人生目標は「死ぬまで無事に生きる」。

　どうだ、これほどの普通の人間が俺以外にいるというのだろうか？　いやいない。

　その俺が、どうしてこんな校風『フリーダム』を掲かかげるような高校に入学してしまったのだろう？　この学校にふさわしい人材なら他ほかにいくらでもいるというのに……。

「なあなあ、あのストレートの娘こ、いい尻しりしてると思わねぇ？」

　そう、例えばこいつとか。

「うん、おまえは本当にこの学校向きだよな」

「あん？　なんだそりゃ？」

　俺の隣を歩いているこいつの名は熊くま切きり洋よう平へい。数少ない俺と同じ中学出身者で、ごらんの通りのアホである。小学校からの同級生ではあるが、俺はこんな女子の尻にしか興味を示さない変態野郎と一緒にされたくない。

　……いや、どうあれ俺と熊切が同一視されるなどありえないことではあるが、同じ学校に通い、同じ制服を着ているという事実すらも、俺の「普通」な人生にとっては大いなるマイナス要素だ。

　そうとも、本来ならば俺は別の制服を着ているはずだったのだ。俺がここにいるのはちょっとした手違いというか、神様のおちゃめというか……なんか、そういうアレであって……。

「そう言えば井い園その、お前第一志望東ひがし高こうじゃなかったっけ？」

「…………黙だまれ、アホウ」

「あ、落ちたのか。悪わりぃ」

　そうですよ。落ちましたよ。第一志望落ちて、すべり止めに受けていた青あお葉ばに来ましたよ、ええそうですよ何か問題でも？

　待ってくれ、言い訳をさせてくれ。仕方なかったんだ。

　俺の家から無理なく通える範はん囲いで、私立高校がここくらいしかなかったんだ。

　さらに言えば、どういうわけかわからないが青葉の進学率は悪くない。むしろ周辺では良い部類に入る。

　で、それらを勘かん案あんした結果、わざわざ遠くの私立を併へい願がんで受けるよりは、家から自転車通学可能で、そこそこ進学率高いからいいじゃないか、ってことで青葉を受けてしまったのだ。ま、東高受かればどこを併願しようが問題ない、って。そんな安あん易いな気持ちで受けました。でも、問題大ありでした。

　だってさ、それなりの進学校である青葉学園花山が、まさか校風『フリーダム』で、入学式に現れた学園長が悪の科学者風で、「フリーダムッ！」と一声叫さけぶだけという日本一短い学園長あいさつを敢かん行こうし、あまつさえそれを平然と受け流す教職員のいる学校だなんて思わないじゃない。つーか、想像できるかそんなもん！

『あほばっか学園』、『あほば生』なんて呼ばれているのは伊だ達てじゃねぇ！

　……ともかく、安易な気持ちで受験する学校を選んだことは悪かったと思ってます。深く深く反はん省せいしています。それ以上に深く後こう悔かいしています。

　だから神様、こんな悪夢から早く俺を救い出してくださいな……！




　　　　　二




「じゃあ出席番号順に自己紹介していこうか。……最初は、井園からだな」

「――はっ？」

　あれ？　気がつけば担任らしき人物が俺を見ていらっしゃる。いつの間にかＨＲホームルームが始まっているじゃないか。俺は、いったいどれだけトリップしていたんだ……？

「……井園、自己紹介」

「え、あ、あぁ……はい」

　慌あわてて立ち上がりはしたものの……正直全くやりたくない。

　俺は自己紹介ってヤツが大嫌いなのだ。具体的にどのくらい嫌いやかというと、野菜嫌いの子供にとっての青汁と同等、と言えるだろうか？

　……わかりにくい？

　しかし、いくら嫌いだからと言ってこのまま黙っているわけにもいかない。名も知らぬ担任とクラスメート達がこっちを見ているのだ。

「えぇ～、と……名乗る前に、ひとつ言わせてください」

　級友達がいぶかしげな表情をする。ふ、頭の上に「？」と点ついているのが見えるようだぜ。そりゃ、名乗る前に前置きを入れる奴なんて見たことあるまい。

「今から名乗る名前は本名です。笑いを取ろうとかそういうネタでもないし、悪ふざけでもありません。親からもらった、戸こ籍せきにもきっちりと載のっている名前です」

　クラスメート達の疑問の表情が深まる。そんな中、担任が微び妙みような顔をしながらも俺を止めないのは、彼がすでに俺の名を知っているからに他ならんだろう。

　俺だって、こんな悪目立ちするようなことはしたくない。俺の信条「普通」に甚はなはだしく反するからな。

　だが、初対面の人間に俺が名乗ったとき、基本的に笑うか受け狙ねらいの噓うそかと疑うのだ。

　自己紹介という苦く役えきが長引くことを避さけるために、予測されるツッコミ要素は潰つぶしておかねばならない。

「もったいぶるなよ。俺が言うぞ」

　熊切が四つ後ろの席から茶々を入れてくる。……うっせ、すぐに言うわい。

「こほん。……えぇ、大おお城しろ中ちゆう出身…………イソノカツオです」

　予想に違たがわず、爆笑が起こった。

　……ちくしょう、だから自己紹介は嫌いなんだよ！




　自己紹介が一回りすると、いくつかの連絡事項を伝えられただけでＨＲは終わり、俺達新入生は高校生活最初の放課後を迎えた。

　さっさと帰る者、中学時代の友人と談笑する者、もう新たなグループを作っている者、同じ教室にいながらも放課後の過すごし方ってのは色々だ。

　そして、爆笑自己紹介を終えて傷心の俺の隣には、腐くされ縁えんと言うのもイヤになるアホな男がひとりいるだけである。

「いや、さすがだよな～。名前言っただけで爆笑取れるなんて、きっとお前くらいなもんだぜ。うらやましいよなー」

　へらへらと人の傷口を抉えぐるか、この友人失格野郎……！

「なんなら今すぐお前と名前を交換してやってもいいぞ」

「おいおい、そんなににらむなよ。軽いジョークじゃねーか」

「そしてお前の名前は即捨てる」

「捨てるなよ！　せめて使えよ！」

　ふん、誰だれがお前のような友達甲が斐いゼロ男の名前なんて使うか！





[image: ]




　　　　　一




　それは、入学式から数日経たったある日のこと。

　入学式から続いていた式典と高校生活への準備期間も終わり、俺たち新入生も高校生になったんだという自覚が少なからず芽め生ばえ、「部活なんにする？」などと仲良くなったクラスメート同士で話す声が教室のあちこちからポツポツ聞こえ始めていた、そんな放課後。

　本当に脈みやく絡らくなく、奴が現れた。




「カツオ――――ッ！」

　ズバーン！　と派は手でな音を立てて、教室前方の引き戸が開いた。それも何な故ぜか俺の名前のおまけつきで。

　俺と、ほとんど残っていたクラスメート達の視線が音のした方に集まる。

　何事だ？

　変な緊張感がクラスを包む中、騒音の発生源は三十余名からの驚きと疑いの視線などものともせず、無ぶ遠えん慮りよそのものといった態度でズカズカと教室に入ってきた。

「ちょいと邪じや魔まするぜ」

　ノンストップで教卓前まで歩き、そいつは今さらな言葉を発した。

　その騒音発生源にして横おう柄へいな侵入者は、小柄なポニーテールの女子生徒だった。

　誰だれだ、この子？　別のクラスの新入生だろうか？

　それにしても小さい。小学生と言われりゃそれで納得してしまいそうだ。

　それで、何故いきなり俺は呼ばれたの？　いや、今のは怒ど鳴なったと言うべきか。

　あいにくと俺にはこの子に怒鳴られるような覚えはない。と言うか、そもそもこの子を見た覚えがない。

　その子は自分に向けられたクラス全員からの視線を、逆に押し返すんじゃないかというような強い眼力で教室を見渡した。体格に似に合あわず、強烈なガンだ。

「イソノカツオってぇのは、どいつだい？」

　やっぱり俺を御指名ですか。全く出て行きたくないのは、何故だろうね？

　俺の普通な第六感が騒さわいでいる。「奴は普通じゃない」と。

　できれば関わり合いになりたくないのだが、どうしたものだろう？

　どうやら俺の顔は知らないようだし、さらっと逃げるべきだろうか。

「おーい、呼んでるぞ井い園その」

　間の悪いことに教卓付近にいたＫＹ野郎・熊くま切きりが、逃げようと廊ろう下かに向かっていた俺を大声で呼びやがった。あの野郎、俺の考えをわかった上で邪魔しているんじゃないだろうな？

　…………ちっ、ポニテの子がこっちを見たじゃないか。仕方ない。

「そうみたいだな、呼ばれてるぞ井園」

　そう言って、俺はすぐそばに立っていた梶かじ山やまの肩に手を置いた。

「「いや、井園はお前だろうが！」」

　熊切と梶山から同時にツッコミを受けた。……ふ、この短期間にこれほどのコンビネーションを築きずいていたのか……やるな、熊切＆梶山！

「結局、どっちがカツオなんだよ」

　腕組みをしたポニテのちびっ子は、ちょっとイラついた様子で熊切を睨にらんだ。

「あいつです」

　今の流れでわかれよと思ったに違いないが、熊切は律りち儀ぎに俺を指ゆび差さした。

「へえ、あいつかい」

　視線がばっちり合ったところを見ると、あの子は俺を『イソノカツオ』だと認識してしまったようだ。これ以上はボケても面おも白しろくなりそうもない。

　観念した俺はその子に歩み寄った。

「俺が井園カツオですけど」

「おう、おめえさんが噂うわさのイソノカツオかい？」

「え、えぇまあ」

　値ね踏ぶみするような目、っていうのはこういう目を言うんだろう。その子は俺をジロジロと見ながら、何やら頷うなずいている。

「あの、それであなたはどちら様で？」

「へぇ……なるほどなぁ……。ふんふん……」

　俺の呼びかけに気づいた様子もなく、ちびっ子は俺の品しな定さだめを継けい続ぞくしているようだった。……ホントになんなんだ、この子？













「あの～、聞いてます？　ねえ、君は誰なのさ？」

「ふぅん、なかなか活いきが良さそうな面つら構がまえじゃねえか……」

　完全無視か、この野郎。

「よっしゃ！　気に入ったぜ、カツオ！」

　ちびっ子はニカッと、白い歯の見えるお手本のような笑顔を作った。

「そりゃ、どーも」

　いや、勝手に気に入られてもね。つーか、いい加減俺の問いかけに答えやがれ。

「……で、あんた誰？」

「ん？　おう、そう言やぁまだ名乗っちゃいなかったな。こいつぁ失礼したぜ」

　ようやく俺の声が届いたらしい。

　そのちっこいのはさして悪びれもせず、詫わびの言葉を口にした。

　……どうやら言葉は通じるらしいな。とりあえずコミュニケーションが取れるようなので一安心――なんて思ったのは、大きな間違いだった。

　何を思ったのか、そいつは突然教卓の上に飛び乗ったのだ。

　事態についていけない俺とクラスメート達を、次の衝撃が襲おそった。その子の履はいてる上うわ履ばきは二年生用のカラーリングだったのだ！　バカな、こんなにちんまいのが俺より年上だと言うのか？　……なんて、二重の意味で小さなことに驚おどろいていられたのも一瞬の事で、真の衝撃は直後に訪おとずれた。

「胸に刻むは寿す司し屋やの魂たましい、学び磨みがくは江え戸どの粋いき。包丁一本サラシに巻まいて、行くは大江戸寿司街道。彼方かなたにかすむ江戸っ子の、富ふ士じより高き頂いただき目指す！　姓は江え戸ど前まえ、名は素もと子こ！　いずれ世界一の寿司職人、すなわち世界一の江戸っ子になる女、江戸前素子さまたぁ……あっ！　おれっちのことでいっ！」

　……この子は何を言っているのだろう？

　こんな時、俺は素直にツッコミを入れるべきなのだろうか？　それとも、この教卓の上で偉えらそうに腕組みしている小型先輩の言ってることの矛む盾じゆん点てんについて、冷静かつ論理的に教え諭さとしてやるべきなのだろうか？　わからねぇ……。

「はぁ」

　結局、俺が返せたのは同意とも反問ともつかないような、気の抜けた返事だけ。

　しかし、自分の台詞せりふに酔よっている江戸前女史には俺の反応なんぞどうでもいいらしい。

　名乗るだけ名乗って満足したのか、ちっこいのは教卓からひょいと飛び降り、それでも絶賛ドヤ顔中のまま、今度は下方からの強力パンチを俺に放ってきやがった。

「おれっちのことは、気安く『姉さん』と呼んでくれてかまわねぇ」

　…………どうしよう、ますますこの子が何を言っているのかわからない。

　もはや普通な俺では対処不可能なレベルの異常事態だ。

　世せ間けんは、俺以外の世間はこの子についていけてるのだろうか？　そう思ってクラスメート達の方を見てみると、全員がポカンと口を開け放ったままこちらを見ていた。

　うん、どうやら彼女の言動についていけないのは、俺だけではなかったらしい。

「あん？　どしたいカツオ、さっきから鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽう食らったような顔して」

　どうしたのか聞きたいのはこっちの方だ、などとは思っても言わない。俺は空気の読める男、井園カツオだ。

「あ、いえ、その……別に。と、ところで、江戸前先せん輩ぱい？」

「江戸前、先輩ィ？」

　あ、不満そうな顔。……いや、わかっちゃいますよ？　あなたが何を求めているのか。

「いえその、俺に何か御用ですか？」

　しかしですね、わかっていても応えられるとは限らんのですよ。呼べと言われたからって、正体不明のちんちくりんをいきなり『姉さん』などと呼べるものか。

「ん？　おぅ、そうそう。わざわざここまで来たのは他ほかでもねぇ。今年の一年にイソノカツオって名前の奴がいるって聞いてな、こいつはなんとしてもうちの部に欲しいと思って、他の部の連中に取られる前に出で張ばってきたってわけさ！」

「え？　つまりその、部活の勧誘……ですか？」

「おう！」

「それは、俺の名前がイソノカツオだったから、ですか？」

「おう、あたぼうよ！」

　ずいぶんと力いっぱい肯こう定ていされてしまったが、この人おかしなこと言ってますよ。

　この人は、俺の部活経験とか能力ではなく、『名前』で勧誘に来たと言っているのだ。

　…………うん、イヤな予感全開です。経験上、部活勧誘に俺の名前が絡からむとロクでもない展開しか想像できません。今からでも離り脱だつすべきだろうか？

　俺の内にうずまく疑念と逃走願望など思いつきもしないのだろう。このべらんめぇ口調（江戸弁？）のちんまい先輩は突然現れた時のまま、何故か自信満々の様子で俺を見ている。身長的には先輩が俺を見上げているはずなのだが、気分的にはその逆だ。

　何故、俺が気け圧おされねばならんのだろう？

「ときに、先輩」

「だから『姉さん』でいいってぇのに」

　……無視無視。

「先輩の部活って、その、何部なんでしょうか？」

　俺がその質問をすると、「待ってました」と言わんばかりに、先輩の表情がパッと輝いて見えた。地じ雷らいを踏んだかもしれない。

「よくぞ聞いてくれました！　聞いて驚け、その名もズバリ『江え戸ど前まえ寿す司し部ぶ』でい！」

　その先輩の良く通る声が、本日一番の頭痛を俺に与えてくれた。




　入る高校を間違えた。

　その思いは今、確信へと変わった。……変わって欲しくもないのに。




　　　　　二




「ってぇわけで、ここがおれっち達の仮の城でい！」

「……城？　ここが、ですか？」

「おうよ！」

　うん、あなたお返事だけは満点ですよね、先輩。きっと通つう信しん簿ぼにも書かれたことがあるでしょう。「もとこちゃんはお返事だけは良いですね」って。

　しかし、そういう返事が良い奴に限って、言葉に中身がともなわないのが世の常というヤツだろう。この先輩はまさにその典てん型けいじゃなかろうか。

　城と言われて改あらためて見回してみても、やっぱりそこは狭せまっ苦くるしい小部屋。

　縦たてに細長い室内の両側は飾かざり気けのないスチールの棚たなで占しめられ、部屋の中央には、棚に挟はさまれた狭い空間をふたつに分けるように長いテーブルが置かれ、ひどく狭い。

　その上、棚の中も上もテーブルの上も、空あいたスペースにはとにかく物を詰め込め！　みたいな勢いで雑ざつ多たな物が溢あふれているもんだから、室内に入る者に圧あつ迫ぱく感かんを与えること甚はなはだしい。さらにさらに、その積まれている物が物だけに、ビジュアル的にも臭におい的にも最悪この上ない。

　……説明が回りくどい上に冗じよう長ちよう？　申し訳ない、では単刀直入にハッキリ言おう。

「ここ、生物準備室ですよね？」

「まぁそう言えなくもねぇな」

　そうとしか言えねーよ。

　薄暗く狭い室内には、ホルマリン漬づけやら植物標ひよう本ほんやら不ぶ気き味みさ一番人体模も型けいやらが所狭しと並べられ、とにかく薄うす気き味み悪い。そして臭くさい。

「まぁ多少手狭じゃああるが、なに、カツオを入れてもまだ三人だ。当面活動する場所としちゃあ問題ねぇやな」

　大ありだ、バカモノ。

　問題は広さじゃない。問題は生物準備室という場所の性質、すなわち、夜中一人でここに行けと言われたら泣いて嫌いやがるレベルの不気味さと、ここで昼食をとろうなどと言われたら裸足はだしで逃げ出すレベルの不ふ快かいさにあるのだ。まったくもって広さの問題ではない！　……などとは思っても言わない。

「よろこべカツオ！　おまえさんが栄はえある我が部の部員第一号でい！　……あ、つっても部長のおれっちと副部長がいるからな。あくまで平部員の第一号ってこった」

「はぁ……いや、あのですね」

「さて、そぃじゃあまずは、こいつにサインをだな……っと」

　人の話など聞こうともせず、がさごそとカバンをあさり出した先輩の背中に、俺はどうしても言わなければならない言葉を投げかけた。

「あの、俺はこの部に入るなんて一言も言ってませんが」

　ここにだってこの人に無理やり、それも耳を引ひっ張ぱって連れてこられたのだ。

　取れたりしなくて本当に良かった、耳。

「あん？　そりゃいったいどういう意味だ？」

　入りたくないって意味に決まってんじゃねーか。……なんて、思っても言わない。

「いや、そもそもですね、なんで俺を……その、江戸前寿司部に入れたいんですか？　ちゃんと理由を教えてくださいよ。いきなり入れって言われても、困ります」

「何を困ることがあんのかは知らねぇが、理由ならさっき言っただろ。おめえさんがイソノカツオだからだ」

「……いえ、ですからね。その、なんでイソノカツオだと江戸前寿司部に入らなきゃいけないんですか？　別に関係ないじゃないですか」

　俺の論理的であるはずの質問に、先輩は何故かひどく呆あきれたような顔をした。

「なんでえ、勘かんの悪い野郎だな。わざわざ一から説明してやらなきゃあ、そんな簡単なこともわかんねーのかよ？」

　その時の先輩は、まるで物分かりの悪い弟子を見る大だい工くの頭とう領りよう、いや、寿司屋の大将のような目をしていた。すげームカつく。……でも、そんなことは思っても言わない。

「……えぇ、できたらおねがいします」

「ちっ！　っとに、しちめんどくせー野郎だなぁ、おい。……しゃーない、かわいい弟の頼みだ。姉としちゃ聞いてやらんわけにゃあいかねーやな。説明してやっから、耳の穴かっぽじって、よ～く聞きやがれ！」

　……我が慢まん、我慢だ。とりあえず、今は我慢の子になるのだ、俺。

「さっきも言ったけどよ、おれっちの目標は世界一の寿司職人になることだ。そいつはつまり、世界一の江戸っ子になるってこった。なにせ寿司っつったら江え戸ど前まえ寿ず司しだろ。その江戸前寿司を握にぎる職人ってのは、誰よりも江戸の粋をわかった江戸っ子でなけりゃつとまらねえってもんだ」

　まだだ、落ち着け。俺は我慢のできる子だ。

「それでよ、おれっちにとって目指すべき理想の江戸っ子はあの『磯いそ野の家け』なんだよ。おれっちはずっと思ってたのさ。いつかサ○エさんのような粋な江戸っ子になりてぇ、ってな。……そしてよ、おれっちの作る江戸前寿司部を、磯野家のようなあったけえ家族にしてえ、ってな」

　………………えぇと……？

「んで、そう思ってたところにホントにイソノカツオが入学してきやがったからよ。こいつぁ神さんの粋な計はからいに違ちげぇねぇってんで、一も二もなく連れてきたってわけさ」

　説明終了。

　むふん、と鼻息が聞こえてきそうなくらいに、先輩は得とく意い気げな顔だった。

　誇ほこらしげに胸の前で腕を組み、俺をまっすぐに見み据すえる彼女の大きな両目は「どうだ、これでわかっただろ」、そう言っているようだった。

　……うん、なるほどね。つまり――。

「わかった。あんたアホなんだ」

「なんだとこの野郎！　姉に向かってアホたぁどういう了りよう見けんだ！」

「誰が姉だ！　アホをアホと言って何が悪い！　一応先輩だから我慢してやろうかと思ってたけど、もう我慢できねえ！　あんたの発言はツッコミどころ満まん載さいどころか、ツッコめないところの方が少ないんだよ！　もうどこからツッコんでいいかすらわかんねえよ！　けど俺の名前絡みのところだし、まずはひとつツッコませてもらう！」

　文句ありげに、睨みつけてくるちびっ子。だが、俺は奴やつこさんに口を開く間を与えないためにできる限りすばやく息を吸い込み、ハッキリと言ってやった。

「『磯野家』は福ふく岡おか出身だ！　江戸っ子じゃねえっ！」

　その瞬間、江戸前素子の顔が大きく引きつった。

「ふざけたこと言ってんじゃねえぞ、このとんちきが！　そんなわけねえだろ！」

「ふざけてねーよ！　つか、マジで知らなかったのかよ？　理想だとかなんだとか言っといて、基本設定も知らないんじゃねーか！　それで磯野家好きを自称するなんて呆れたね！　あんたマ○オさんが婿むこ養よう子しだと思ってる口だろ！」

「なめんじゃねえぞカツオ！　それくらいおれっちだって知ってらぁな！」

「あー、そうですか！　じゃあ次……つか、本日のメインに行きますけどね、なんなんだよ江戸前寿司部って。意味がわかんねーよ！　江戸前寿司と部活は何をどうやっても結びつかねーよ！　誰がそんなワケわかんねー部に入るかってんだ！　あんたホンっトにバカだな！　バーカバーカ！」

「……バ……っ？　カツオてめぇっ！　言うに事欠かいてバカだと～？　てやんでぇ、アホならまだしもバカは勘かん弁べんならねえ！　表ぇ出やがれこの野郎！」

「え？　バカ∨アホなの？　なんでアホバカ基準が関かん西さい仕様なんだよ！　江戸っ子なら関東人だろ、真逆の感性じゃねーか！　つか、そもそも県内にいる時点で江戸っ子失格だろうが！　自分で言ってて少しはおかしいと思わないのかよ！　このバカ！」

「こんにゃろ～～～～……っ！」

　ふん、返す言葉もないらしいな。エセ江戸っ子は顔を真まっ赤かにして肩を震ふるわせるばかりで、次の言葉が出てこなかった。……勝った！

「じゃあそういうわけで、俺は帰ります」

「な！　ちょ、ちょっと待ちやがれ！　まだ話は」

　引き止めようとしているようだが、もう付き合ってはいられん。奴より俺の方が扉に近いのだ、ここは強きよう行こう突とつ破ぱしてしまうに限る。

　そのまま部屋を出ようと伸ばした手が扉へつくより早く、引き戸が開き――、

「やあ、なんだかずいぶん賑にぎやかだね」

　女神が現れた。

「…………っ!?」

　彼女と正対した俺は、息を呑のむことしかできなかった。

　俺が開こうとした扉は天あまの岩いわ戸とだったのだろうか？　……あぁ、それなら納得だ。彼女が太陽の化け身しんであるというのなら、この神こう々ごうしいまでの美しさに全て説明がつく。

　すらりと伸びた背、長くしなやかな手足から構成される、均きん整せいの取れた美しいプロポーションはまさに神の御み技わざ。その優美なる肢し体たいを飾るように流れるのは、煌きらびやかなまでに艶つややかな、長い黒くろ髪かみ。そして、整い過ぎるほどに整った顔立ちの中でも、慈じ愛あいに満ちた両の瞳ひとみに、俺の視線は吸い込まれる……全てが完かん璧ぺきだ。

　……彼女から視線を逸そらすなんて、もう考えられない。

　彼女の魅力を、どうしたら十全に伝えられるだろう？　『美しい』以上の言葉が浮かんでこない、自分の語ご彙いの無さがもどかしい。いや、たとえいかな美び辞じ麗れい句くを並べたてようとも、彼女の美しさを伝えるにはまるで足りないだろうが……。

「おう、紫むらさき！　いいところに！　そいつを逃がすんじゃねえ！」

「……？　よくわからないけど、彼を止めればいいのかい？」

　……っ！　一瞬、何が起こったのかわからなかった。突然降こう臨りんした女神の姿に呼吸さえ忘れていた俺の手に、心地好よい温ぬくもりが伝わってきて……一拍遅れて、それが女神に触ふれられた故ゆえだとわかって……は、はわ、はわわわわわわ…………！

「はい、捕まえた」

　……女神が、にっこりと微笑ほほえまれた。













　はい、捕まりました。捕まりましたとも！　美しい女神様、あなたを一目見たその時から、俺の心はあなたの瞳に捕らえられたままでした。

「おう、でかした紫！　そのまま放すんじゃねぇぞ！」

　あぁ女神様、どうか放さないでください！　俺の身も心も、永遠にあなたのものです！

「それで素子、この子は？」

「おう、昨日言っただろ？　一年の……」

　あぁ、天上の女神様の瞳が俺からはずれてしまった……！　なんて喪そう失しつ感かん！

　ええいっ、邪魔な地上のちんちくりんめ！　彼女の注意を渡すものか！

「じ、自分は一年三組の井園カツオであります！」

「ああ、君が噂のカツオくんか」

　やった、女神の視線を取り戻せたぞ！　しかも俺の名前に心当たりがあるとおっしゃる！　望外の幸せだ、ひゃっほ――っ！

「はじめまして。僕は三年の越こし戸ど紫」

「は、はじめまして！　……え、えぇとその、美しい人っていうのは、お声も、お名前も美しくていらっしゃるんですね！」

「そうかい？　ありがとう」

　……いかん、緊張して何を言っていいのか、つーか今現在俺が何を言っているのかすらわからん！　何か失礼なこととか言ってないよね？　どうしよう、どうしたらいい？

「ちょっと待て、カツオ！　なんでおれっちの時と対応がそんなに違うんだよ！」

　地上の俗ぞく物ぶつが何事か言っているが、高たか天まが原はらにまします女神と、武む蔵さしの国くにの住人を自称する駿する河が国のくにの寿司屋とを同列に扱あつかう男がどこにいる？

　さぁ、こんな俗ぞく世せからの雑音は捨て置いて、己おのが心のままに女神に向き合おう！

「こ、越戸先輩！　あ、あああああああの、その……」

「紫でいいよ、カツオ君」

　名前キタ――！　も、もうだめだ！　もう辛しん抱ぼうたまらん！　行こう、行くんだ俺！　何も考えず、ただ己おのれの心が言葉へと変わるに任まかせるのだ！

「紫先輩！　お、俺と…………俺と結婚してください！」

「いきなり何言ってんだカツオ!?」

「うん、断る」

「こっちも瞬しゆん時じに拒否しやがった!?」

　その瞬間、膝ひざから、いや、全身から力が抜けた。

　女神の手は俺から離れ、俺の体は床ゆかへと吸い寄せられガックリと崩くずれ落ち……る、前に、俺は踏みとどまった。

　まだだ！　まだ終わらんよ！

「カツオ、おまえまだやる気か!?　やめとけ、いくらなんでも無茶ってもんだ！」

　止めてくれるな、おちびさん！　これは俺の人生最大の恋だ！　人生全てを懸かけてもいい、そんな燃え盛さかるような恋なのだ！　この恋の炎、点火数十秒で消してたまるか！

「な、何故ですか紫先輩!?　俺のどこが気に入らないんですか、教えてください！　俺がんばりますから！　たとえ今はダメでもがんばって、絶対先輩好みの男になってみせますから！　……だから、教えてください！」

「まだ出会って数十秒で、君のことよく知らないっていうのもあるんだけど……」

　だったら、これから知っていってください！　俺の全てを！

「一番大きな理由は、君が『男』だからかな」

「投とう了りようだ――――っ！」

　…………終わった。

　ダメだ、まさか性別が理由だとは……な。ふ、ふふははは！　いや、参まいったな。いくらなんでも、こいつはどうにもならねーや……。

　だってさ、それって俺個人にたどり着く前の段階でダメってことだろ？

　他者を分類する上で、人類という種別の次に来る選せん択たく肢しだよ。能力とか社会的地位とか容よう姿しとか、そういう努力や金や医学でなんとかできるレベルを超越してるね！

　俺の人生で最も燃え上がったであろう恋の炎は燃え尽つきた。人生の全てを懸けてもいいと思えたこの恋は、もう、終わったのだ。……開始一分足らずで。

　はは、まるで打ち上げ花火のようじゃないか。ある意味打ち上がる前にはじけたわけだが、な……。

　俺の膝は、今度こそガックリと床の上へと崩れ落ちた。

　もう、俺の体には重力に抗こうするだけの力なんて、どこにもありはしない。

　くそぅ、何故俺は男になんて生まれてしまったのだ！　男になんてっ！

　……ん？　男？　ちょっと待て、何かおかしくない？

　…………えぇと、つまり、その、あれ？

　紫先輩は、俺が『男』だからダメだと言った。この世には男と女しかいない。

　つまり紫先輩が好きなのは……。

「えぇと、あの～、ひょっとして紫先輩は……いわゆる『百ゆ合り』、なんですか？」

「……どうかな？　別に僕は男の子が嫌いってわけじゃないんだけど」

　なに、ではまだ希望があるのか……

「女の子の方がずっと好きなんだ」

　……ありませんでした。俺に希望は、ありませんでした。

「あぁ、でも……」

　っ！　まだ俺には、夢が残って……！

「小さくてかわいいショタ系男子とか、いわゆる男の娘ことか、あとＢＬカップルには興きよう味み津しん々しんだよ！」

　うっとり笑うあなたは最高に素す敵てきですが、俺に興味がないことだけはハッキリとわかりました。

「……つまり、俺の人生も終わり――って事ことか」

「おいおい、いきなり人生を終わりにすんなよ。ただいっぺん女にフラれただけじゃねーかよ！　とりあえず立てよ……な？」

　そう言って、江戸前先輩は手を差し伸べてくれた。

　なぐさめてくれるのか、ちびっ子先輩。あんなにも口汚くあなたを罵ののしった俺を……？

　俺はあなたを誤解していたようです。

　差し出された手をつかもうと、俺は手を伸ばし……空から振ぶった。

「あぁんもう、優しいんだね！　やっぱり素子はかわいいなぁ！」

「うがっ！　や、やめろ紫！　暑あつっ苦くるしい！」

「えぇ～？　そう言われても、こんなに抱き心地のよい素子を簡単には手放せないなぁ」

　…………あれ？　なんの見間違いだろう？

　不可思議なことに、俺には江戸前先輩を後ろから抱きすくめ、幸せそうに髪かみにほお擦ずりする紫先輩の幻まぼろしが見えるんだよね。おっかしぃな～？

「やめろ……っつってんだろうが、このとんちきが！」

　江戸前先輩のじたばたに耐たえられなくなったのか、紫先輩が離れた。

「つれないなぁ、もう。でも、そんなところもかわいいよ」

　そして、とても愛いとしげな顔で笑った。

　その笑顔はたまんないですが、ちょっと待ってください。紫先輩は「女の子好き」っていう情報を踏まえて、この光景を鑑かんがみると……。

「まさかとは思うんですが、紫先輩は、江戸前先輩が……」

「うん。大好きだよ」

　即答だった。俺をフったレベルで即答だった。

「ば……っ！　てめえ紫！　何言ってやがんだ！」

「だって、これは僕の本心だ。前から言っているじゃないか」

「そういう問題じゃあねぇ！」

　顔を真っ赤にする江戸前先輩と、それを優しげに見つめる紫先輩の姿は、たしかに、その、何やらそういう関係性を感じられる光景で……つまり、その……。

「ほ、本気にすんなよカツオ！　おれっち達は別にそういうんじゃねえよ。ほら、いいからおめえも早く立てよ！　大の男がいつまで床に這はいつくばってやがんだ、みっともねぇ！」

　再び差し出された手を、俺は先ほどと違う感情で見上げた。

　だってこの手は、紫先輩に触れることを許された手だ。いや、むしろ紫先輩から指を絡められることすらありかねん手なのだ……！

　…………狂くるおしいほどに、妬ねたましい……！　ぎりり……っ！

「なんで歯がみしてやがる！」

「……べ、別にうらやましくなんて、ないんだからねっ！」

「うお、おめえなんで泣いてんだよ！」

「泣いてなんかないもん！　しょっぱい水分が目から出ただけなんだからっ！」

「それは泣くって言うんじゃねぇのか？」

「違うもん！　ただの心の汗あせだもん！」

「いやいや、だいたいなんで女口調になってんだおめえは！　男がぴーぴー泣くんじゃねえよ！　まったく情けねぇ！」

「なによ！　男が泣いちゃいけないって言うのっ？　だったら男なんて今すぐやめてやるわよ！　紫先輩に好すかれない男なんていう性別に、もう未み練れんなんてないんだからっ！」

「て、手に負おえねえ……！」

　くそ……しかし、いつまでもここで泣いていても……いや、泣いてなんかない！　泣いてなんかいないが、ここにいると自分が情けなくなるばかりだ。

　具体的に言うと、紫先輩とこのちんちくりんがイチャついているのは見るに耐えん。

「おい、どこ行くんだよカツオ？」

「帰ります。敗者は、ただ去るのみです」

「何に負けたってんだよ」

「恋に破れたに決まってるでしょ！　ほっといてっ！」

「おいおい、ちょっと待ちやがれってんだ！　まだ入部の話が終わってねえ！」

「そんなどうでもいい話で、これ以上アタシをみじめにさせないでよっ！」

「だからなんで女口調なんだよ？　……あ、待ちやがれっ！」

　待つもんか！　俺はいさぎよく身を引くんだ！

　紫先輩……一瞬でも、あなたを愛せて良かった。……さようならっ！

　走り出した俺はもう立ち止まらない！　絶対に振り返ったりしないんだ！

「カツオ君、ちょっと待った」

「いくらでも待ちます！　紫先輩！」

　ずべしゃあ！

「……あれ？　どうしました、江戸前先輩？　そんな新しん喜き劇げきみたいに派手にコケて」

　この人、言葉遣づかい以外は関西寄りだよな。

「……頭ぁ痛くなってきたぜ。おれっちのことは気にしねぇでかまわねえから、そっちで話を進めてくれ」

「わかりました、気にしません。むしろ最初から気にしてません」

「ぶっとばすぞてめえ！」

　イジけたり怒ったり、情じよう緒ちよの不安定なお子様だ。さっきコケたときに頭でも打ったのだろうか？

「……ふ、くくく……あははははははは！」

「え？　む、紫先輩？」

　紫先輩が、突然大きな声をあげて笑い出した。何がツボに入ったかわからないが、そんなふうに笑うあなたも甚だ魅力的です。

「ごめんごめん、気を悪くしないでくれ。君らのやり取りが面白くて、ついね。……うん、気に入ったよカツオくん」

　な、なんですって？　気に入った、そうおっしゃいましたか、紫先輩！

「ほ、ホントですか？」

「あぁ、本当さ。君はなかなか面白い子だね」

　そう言って、先輩は花のように微笑んだ。

「じゃあ、俺のお嫁さんになってくれますか？」

「うん、それは断る」

　ぐふっ！　今の雰ふん囲い気きならあるいは、と思ったのに！

「……あぁ、うん。思ったとおり、君はイジメ甲斐があるなぁ」

　今、あなたの花のように可か憐れんな唇くちびるから、何か物ぶつ騒そうな言葉が聞こえたような気もしますが、気のせいだと思いたい。……いや、諦あきらめるのはまだ早い！

「で、ではお友達から始めましょう！　そしてできるだけ速すみやかに恋人、そしてそれ以上への昇格を……」

「カツオくんにとっては残念な情報かもしれないけど、僕はこれまで一度たりとも男性に恋愛感情を抱いたことがないんだ」

　がはっ！　さらにダメージが……っ！　……やはり、無理だ。もう無理だ。

　ははは……そうさ、もう帰ろう。これ以上ありもしない希望にすがっても、むなしい上にかっこ悪いだけだ。

「そうそう、話は変わるけど、僕はこの江戸前寿司部の副部長なんだ。大事な素子がいるから、僕は毎日ここに来る。まだ他に部員もいないし、もし今だれか入部してくれたなら、僕らは毎日それなりの時間を一緒に過ごすことになると思うんだ」

　な、なんですって？　じゃあ、つまり……。

「俺が江戸前寿司部に入れば、毎日紫先輩に会える……話ができる……」

「そうだね。そうなったら、きっと今より親しくなれるんじゃないかな」

　なんということだ。確かに、その通りだ。

　この美しい紫先輩に毎日会える……仮に、それが恋愛感情抜きの対面であったとしても、会えないよりもはるかに幸せな毎日に違いない。

「し、親しく……！　今よりも、親しく……そうなったら、付き合ってもらえたり……」

「もしかしたら、そういうこともあるかもね。さっきも言ったけど、僕は男の子に恋したことはない。……でも、過去になかったというだけで、これからもずっとないなんて言い切れないからね」

　人の心は移うつろうもの……紫先輩の心が、今後も永遠に俺の方を向かないと、どうして言い切れる？　そうさ！　可能性はいつだって無限大だ！

「でも、それも可能性の話かな。カツオくん、君はもう入らないって決めたんだろう？　つまり今の話はもしもの話で終わるってことだよね。……残念だよ」

「何をおっしゃいますやら。いつ俺が入らないなんて言ったんですか？」

「おい、おめえさっき『誰が入るか』って言ってたよな？」

　ちんちくり……もとい、部長が俺をジト目で睨んでいるようだが、黙殺しよう。

「はっはっは、何をおっしゃいます部長様。どうかこの井園カツオめを、栄えある江戸前寿司部の末席にお加えくださいませんか」

「本当かい？　それはうれしいな！　……聞いたかい、素子。喜びたまえ、カツオ君が入部してくれるそうだよ！」

　あぁ、紫先輩が喜んでくださるのなら、俺はそれだけで満足です。

「……あれ、素子？　反応が薄いけど、うれしくはないのかい？」

　美しくも不思議そうな紫先輩の視線を追いかけると、先ほどまでのかしましい姿はどこへやら、何かを必死で堪こらえるように歯を食いしばり、わなわなと震えている部長の姿があった。

「……あぁ、おトイレですか？」

「くたばれこの野郎――――っ！」

「なぶらっ！」

　ま……まな板は、投とう擲てき武器では……ないです……よ……ぐふっ。
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　　　　　一




　俺と紫むらさき先せん輩ぱいとの運命の出会いから、一夜が明けた。

「しっつれーしまーすっ！」

　待ちに待った放課後、俺は高たか鳴なる胸とときめく心に導かれるまま生物準備室……もとい、我らが江え戸ど前まえ寿す司し部ぶの仮の居きよ城じようへとやってきた。全行程スキップで。

　だって、愛いとしい紫先輩に一いつ瞬しゆんでも早く会いたかったんだもん。

「おう、カツオか。早いな。それに、ずいぶんとご機き嫌げんみたいじゃねーか」

　……が、るんるん気分で開け放った扉の向こうにいたのは、江戸前部長ただひとり。

「…………なぁんだ。部長だけですか」

　がっかり。

「露ろ骨こつにがっかりするんじゃねぇや！　人の顔見るなり肩を落とす奴があるか！」

「えぇ？　だって、超高価な宝石が入ってるはずの宝箱を開けて、その中にメザシが一匹落ちてるだけだったら、がっかりするでしょ？」

「……おめえ、ホントにいっぺんシめる必要がありそうだな……」

　現代っ子らしくカルシウムが足りないのか、部長の持つ柳やなぎ葉ば包ぼう丁ちようの切きっ先さきがぷるぷると震ふるえていた。…………え？　柳葉包丁？

　通常、学校にあるはずもない物が見えた気がしたが、まさか……？

　昨日と変わらずとっ散ちらかった狭せまい室内、その窓まど際ぎわに部長は座っている。昨日は気づかなかったが、そこには担当教師が使っているのであろうデスクが置いてあり、部長はそのデスクとセットらしいキャスター付きのイスに座ってこちらを見ている。

　こちらからは逆光になった部長の右手には、鈍にぶく光る細身の刃やいばが……！

　俺はずざっと後ろに下がった。

「あん？　どうかしたか？　……いや、おめえは端はたからどうかしてたっけな」

　あんたにだけは言われたくない。……などとは思っても言わない。

　だって、相手は凶器を所持しているのだ。軽々しく刺激してはならない。

「ときに部長、その、今は何をされているのでしょうか？」

「決まってんだろ？　相あい棒ぼうの手入れだよ」

　あ、相棒？　その物ぶつ騒そうな代しろ物ものが、相棒？

「こうして日々きちんと手入れをしておかねぇと、いざってー時にちゃんと仕事しちゃくれねぇからな。……どうでぇ？　なかなかのもんだろ？」

　そう言って、部長は右手の包丁を軽く振る。窓からの逆光で、柳葉包丁の刃先がぎらりと光った。……仕事？　それって必殺、的な？

「え、えぇえ、そそそうですねぇ……」

　声が震える、冷や汗が止まらない。

「ともかく、カツオが来たんなら準備すっかな」

　部長はイスを半回転して立ち上がり、雑ざつ多たに物が積み上げられた机の一角をごそごそと探り始めた。

　……見た。見てしまった。部長の体に隠れて最初は見えなかったが、デスクの上には砥と石いしが置いてあった。薄暗い部屋、刃物、砥石……あんた山姥やまんばですか？

「と、ところで部長？　準備って、なんの……？」

「ん？　あぁ、おめえに江戸前寿司部のことをより知ってもらおうと思ってな……」

　ふ、ふふふ。本当はわかっちゃいるんだぜ？　別にあの包丁は武器的な物じゃなくて、あくまで寿司屋かぶれの部長がカッコつけて持ってるだけなのさ。で、準備ってのはリンゴかなんかの皮をむくことで、「そんなことかよ！」って俺がツッコんで終わるんだ、そういう流れだ。俺のこの心配は杞き憂ゆうってヤツなのだ。

「今からカツオを捌さばくのさ」

「命だけは助けて下さい！」

「……なんでいきなり土ど下げ座ざしてんだよ、おめえは？　助けるも何も、もう死んじまってるよ」

「え？　俺、もう殺されてるんですか？　いつの間に!?」

「わけのわからねぇこと言ってんじゃねぇよ。死んでんのはおめえじゃなくて、鰹かつおだってんだ。魚うお偏へんに、堅かたいって書く鰹だよ」

「やっぱり俺じゃないですか！　この人殺し！」

「……え？　おまえの名前、ホントに『鰹』なの？　勝かつ男おとか克かつ夫おじゃなくて？」

　くっ、この女……今さらカマトトぶりやがって！

「ええそうですよ！　そうですとも！　魚類の鰹と字が同じ、魚偏に堅いの鰹が親からもらった俺の本名ですが何か？」

「……おめぇも苦労してきたんだろうなぁ」

　俺を見る部長の目は、何な故ぜだかとっても優しげだった。とても俺を殺そうとしている人間の目には見えない。……いや、既すでに殺されてるんだっけ、俺？

「安心しな。おれっちが捌くのは、こっちの鰹だ」

　部長はおもむろに棚たなを開け、ごちゃごちゃと詰め込まれた生物標ひよう本ほんの中から一本の見事な鰹（魚類）を取り出した。

「どうだい、見事なもんだろ？　おれっちが港みなとで直じかに仕入れてきた初鰹さ！　新鮮でうまいぜ！」

「……なぁんだ、そっちですか――って、どっから出してんだあんた？」

「あん？　どっからも何も、こっからに決まってんだろうが」

　標本の山を指差しながら、部長の目は「何言ってんだ？」とでも言いたげだ。

　……えぇ、見てましたから知ってますよ。その各種生物標本の山と化した棚から出してきましたよね？　わかってますとも。……でもね？

「食材をそんなとこに入れとかないでくださいよ！」

「なぁに、心配しなくてもちゃんと氷で冷やしておいたって！」

「そういう意味で言ってんじゃねーよ！　……いや、それもあるけど、それより何より気持ち悪いでしょうが！　食欲なくなるどころの話じゃありませんよ！　どこの世界に、生物標本の中から原形そのままの食材取り出す料理人がいますか！」

「てやんでぇ、ここにいらあな！　おれっちが買ってきた魚を部室のどこにしまおうとおれっちの勝手だろうが！　肝きもっ玉たまの小せぇ野郎だな！」

「そういう問題でもねえ！　つか、そもそもここは部室じゃねえっ！」

「へん！　毎度毎度うるせえ野郎だ」

　これ以上の議論は無む駄だだと言わんばかりに、部長は中央の長机の空あいたスペースにまな板を置き、その上に鰹をどんとのせた。

「あ、ちょっと部長！」

「つべこべ言わずに、おれっちの華か麗れいな包丁捌きを見てろってんだ！」

　そして、井い園その鰹の眼前で鰹解体ショーが始まった。

　その光景は生物準備室というロケーションとあいまって、俺に小学校時代のフナの解かい剖ぼう実験を思い出させた。




「どうでえ？　これが江戸前の包丁の技よ！　おそれいったか！」

　部長は見事な手付きと包丁捌きで、あっという間に鰹を捌ききって見せた。

　得意満面の笑み、それは彼女の自信の表れなのだろう。

「はい。おどろきました……いろんな意味で」

　主に俺の前で鰹を捌く精神とかにな。

「へへ、そうかいそうかい。じゃあ、次は味をみて驚きやがれ！」

　部長はそう言いながら醬しよう油ゆさしとショウガを取り出した。……どこから出てきたの？

　まあ、確かに刺さし身みはうまそうだ。切り身は見事なもんだし、ショウガ醬油を用意するあたり気が利きいている。……だけどね？

「……部長、一言いいですか？」

「あん？　なんでえ？」

　この人、ホントはわかってやってるんじゃないですよね？

「こんな場所で刺身なんて食えるかっ！」

　生物準備室……ホルマリン漬づけ標本達の視線が無数に集まる不ぶ気き味みで臭くさいこんな場所で、生臭い生魚なんて食えるわけが……って、

「つべこべ言わずに食いやがれ！」

「～～～～～～～～～～っ！」

　やめて！　口の中に押し込まないで！　いま、俺ホルマリンの瓶びん詰づめフナと目が合ってるから！　加えて言うならあなたの手にべっちょりついた鰹（魚類）の血をなんとかして！

「どうでえ、うめえだろ？　うめえって言いやがれ！」

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!」




　……悲しいことに、ちょっとおいしかった。
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　共食いを演じさせられてから十分程だったろうか。軽い足音が近づいてきたなと思ったら、準備室の引き戸が軽かろやかに開かれた。

「やあ、ふたりとも。遅くなってすまない」

　その声だけで、ホルマリンとその他薬品と鮮魚の生臭さに沈んでいた生物準備室の澱よどみが吹き飛んでいくように感じられた。

　この天上の音楽のごとき美しい声の持ち主はもちろん……！

「おう、遅かったな紫」

　そう、我らが女神・越こし戸ど紫先輩だ。

「こんにちは、紫先輩！　今日も変わらずお美しいですね！　俺と付き合ってください！」

「や、カツオくん。君も相変わらずだね。もちろんお断りさ」

　げふっ！　……曇くもりなき笑顔で断られる、このダメージよ！

「おめえもこりねぇ男だな。昨日さんざっぱらフられたばっかりじゃねぇか」

「部長……男は日々成長しているものなんですよ。つまり、今日の俺は昨日の俺よりも成長しているんです！　昨日だめだったとしても、紫先輩も今日の俺となら付き合う気になってくれるかもしれないじゃないですか！」

「あははは、カツオくんはポジティブでいいなぁ。君のそういうところ、僕は嫌いじゃないよ」

「ホントですか!?　じゃあ付き合ってください！」

「ダメ」

　ぐふっ！　胸が、胸が痛い！　言葉って、本当に胸を抉えぐるんですね？

「うんうん、カツオくんのリアクションには実にソソられるものがあるなぁ。……クセになってしまいそうだよ」

　どうやら先輩は俺に悪感情は抱いていないようだな。ひゃっほう！

「……ダメだ、こいつ」

　はぁ、と大きなため息が聞こえた。ま、どうでもいい。

「あれ？　でも、紫先輩が俺のフられるリアクションを楽しんでいるってことは……それがクセになるってことは…………俺は、まさか……」

　紫先輩に、ずっとフられ続けるというのか？　ずっと……？　ずっと!?

「ずっと一緒にいられるなら、それはそれで……！」

「……わかった。カツオ、おめえバカなんだな」

「バカのあんたに言われたくない！」

「そりゃおれっちの台詞せりふだろうが！」

　この人は何を言っているのだ？　どう考えても俺の台詞でいいはずだ。だってこの人ホントのバカだもん。そして俺は普通の恋する男なだけだもん。……待てよ？

「……不本意ですが、部分的に部長の言葉を認めます。俺は紫先輩への恋心に対して愚ぐ直ちよくでありたいと思ってますから……」

　恋する者は愛しい人に対しては愚おろか者ものになってもいい。いや、なるべきだ。だから、俺はそういう意味においてはバカなのだ！

「かぁ～っ！　べらんめぇ！　カツオ、そういうのを岡おか惚ぼれっつんだよ、この唐とう変へん木ぼく！」

「あはははははは！　君たちはホントに仲良しだね」

　くっ！　紫先輩のお言葉とはいえ、それは否定すべき誤あやまった見けん解かいです！　でもそのはじける笑顔に俺はもうメロメロですので反抗なんていたしません！　愛してますっ！

「……そりゃそうと紫、さっきからおめえの後ろにいるのは誰だれだ？」

　急に話題を変えやがったな。しかし紫先輩の背後に誰かいるというのは気にかかる。

　……先輩の後ろに立てるなんて、なんという幸福な奴だろう。うらやましいっ！

　俺は仕方なく、紫先輩から少しだけ視線を動かした。甚はなはだ不本意だ。

「あぁ、うん。そうだね。……君、自己紹介を」

「え、あ、あの、はい……」

　紫先輩は背後にいる何者かに声を掛けた。

　先輩に促うながされて俺達の前に出てきたのは、小こ柄がらな男子生徒だった。

　小柄と簡単に言ったが……うん、ホントに小さい。童顔、華きや奢しやな体つきも相あいまって、ややもすれば小学生と間違えかねない。

「またずいぶんちびっこい奴だな」

　おまえが言うな。

「あぅ……」

　どうやら本人も気にしていたらしい。失礼千せん万ばんな部長の言葉に傷ついたようだ。

「一年の……伊い倉くら圭けいです」

　そのうらやましい小ちっこい一年生は、どこかおどおどと名乗った。

「イクラ？」

「え、あ、はい」

　あ、部長の目がキラキラと輝いてる。またロクでもないことを言い出しそうだ。

「おう、こいつぁいいや！　ちょうどタラちゃんポジションが空いてるところに、イクラちゃんが来たってわけだ！」

「…………ぅ」

　すげえうれしそうな部長の視線に、ほぼ同じ高さにある伊倉の目はたじろいだように見えた。実際、俺の見立てでは伊倉は部長とさほど変わらない身長だ。部長の言うように、男子高校生としてはちびと呼ばれても仕方ない水すい準じゆんだろう。

　しかし、初対面のちび二年生にいきなりイクラちゃん呼ばわりされて……少々あわれではある。

「うん、小さくてかわいいだろう？」

　紫先輩はそう言って、伊倉の後ろから両肩に手を置いた。

　その満面の笑みからは、本当に伊倉をかわいいと思っていることが伝わってくる。

「妬ねたましい……っ！」

　野郎へのあわれみなど一瞬で雲う散さん霧む消しようし、俺の心の奥底からどす黒いモノがあふれてきた。憎しみで、人が殺せたら……！

「ひ……っ」

　俺の視線におびえたように身を引いた伊倉の背中が、紫先輩に当たった。

　つまり、野郎の背中には紫先輩の胸の感触が伝わった可能性が否定できずに存在し……何が言いたいかというと、彼取って代わるべきなり。

「カツオくん、脅おどかしちゃダメだろう。かわいそうじゃないか」

　んなっ!?　せ、先輩に叱しかられた！

「すみませんっ！」

　かばわれた伊倉が死ぬほど妬ましいが、先輩に叱られるのはなんかちょっとうれしいから許す！

「どうしてうれしそうなのかわからないが……わかってくれたんならいいよ。君も、大丈夫かい？」

「あ、はい……その、すいません」

　何故かそいつも謝った。どうやら体だけでじゃなくて気も小さい奴らしい。

　……ところで、こいつは結局何しに来たんだろう？

　俺の疑問が伝わったのか、伊倉は背後に立つ紫先輩（うらやましい！）に視線を向け、

「……それで、どうしてボクはここに連れてこられたのでしょうか？」

　不安げにそう言ったのだった。

「え？」

「は？」

　俺と部長は、ほぼ同時に間の抜けた声を上げてしまった。

「紫、どういうこった？　入部希望者ってんじゃねぇのか？」

　部長は俺達の疑問を、おそらく事情を知っているであろう唯一の人物に向けた。

　この部に入部希望者など存在するはずがないと思うが、その疑問はもっともだ。

「そうじゃないんだけどね。かわいいから、つい連れてきちゃったんだ」

　そう言って、紫先輩は「てへっ」と笑った。……かわいかった。




「――江戸前寿司部、ですか？」

「おう！」

　ここ二日ですっかりお馴な染じみになってしまった部長の盛せい大だいな肯こう定ていの返事に、伊倉は困ったような表情で小首を傾かしげた。小動物チックでかわいいかも……って、俺は何を考えているっ!?　俺は正常だっ！　男に興味なんてねぇ！

「つまり、ボクはその江戸前寿司部に勧誘された、ということなんでしょうか？」

「まぁそういうこったな。だろ、紫？」

「うん、二人が並ぶといっそうかわいいよ」

　返事になっていない、などとはツッコまない。だって紫先輩だから。

　あぁ、それにしても部長と伊倉が妬ましい……っ！

「……あぅ」

　伊倉はさらに困ったような表情で固かたまった。紫先輩にかわいいと言われることの何が不満なのだろう？　俺なら狂喜して求きゆう婚こんするだろうに。……妬ましい。

「あの、でも江戸前寿司部って、いったいどんな活動をする部活なんですか？」

　お、これはまた至し極ごくもっともな質問だ。

　実のところ、それは俺もちょっと聞いてみたい。なにしろ、俺は部活の説明など一切受けないままに入部したからな。……ま、俺の目的はあくまで紫先輩とお近づきになることだから、そんなもん割とどうでもいいのだが。

「どんなもなにも……イクラちゃん、野球部ってなあ何をするところだい？」

「え？　や、野球です」

「じゃ、サッカー部は？　吹すい奏そう楽がく部は？」

「えと、サッカー部はサッカーをして、吹奏楽部は……音楽を演奏します」

「それと同じことよ。江戸前寿司部は江え戸ど前まえ寿ず司しを作るに決まってるじゃねえか！」

　決まってねぇよ。同列に並べた部活のみなさまに謝れよ。

「……はぁ、なるほど」

　ホントに納得したのかしないのか、伊倉は困ったように頷うなずいた。

「どうでえ、イクラちゃん。おれっち達と一緒に、江戸前寿司に青春をかけてみねぇかい？」

　そう言って、部長は男前な笑顔を伊倉に向けた。……寿司にかけるのは醬油だけにしてくれ。ついでに、バカのあんたにはタレをかけてやるよ、バカタレ。

「……えぇと」

「なんでえ？　どっか他に入りてぇ部活でもあんのかい？」

　なんと、部長が意思の確認をなさっている。そんなこと俺には一切しなかったのに！

「あ、いえ、別にそういうわけでもないんですが。……ボク、お寿司とか作ったことありませんし……」

　そりゃそうだ。おそらく日本の大部分の学生は、寿司を作ることと無む縁えんの世界で過ごしてきたはずだし、基本的にその後も関わることがないはずだ。

　少なくとも、普通は学生が部活動でやるようなことじゃない。

「大丈夫、そういうことは僕や素もと子こが基本から教えてあげるよ。ね、素子？」

「おう、あたぼうよっ！　かわいいイクラちゃんのためだ、一から教えていってやろうじゃねえか！」

　なにぃっ！　む、紫先輩からの個人レッスンなんてステキオプションがあったのか、この部は！　……すごいぜ、江戸前寿司部！　なんてうれしいサプライズ！

「はいはいはい！　俺も寿司の作り方とか全然わかりません！　是ぜ非ひ手取り足取り教えてください！」

「お？　やる気じゃねえか、カツオ。言われるまでもねぇ、おめえにゃおれっちが厳きびしくビシバシと江戸前の仕事を叩たたき込んでやらあ！」

　しまった誤爆だ！　部長の変なスイッチを入れてしまった！

「いやいやいや、部長さまから直じき々じきのご指導なんてもったいないです！　お、俺は紫先輩からの基き礎そ的な教えが必要なレベルでございましてですね……」

「へっ！　何をしおらしく遠えん慮りよなんてしてやがんでぇ！　大船に乗ったつもりで、ど～んとおれっちに任せやがれってんだ！」

「いえその、ホントに……む、紫先輩もそう思いませんか？」

　助けを求めて紫先輩を見ると、

「残念、素子はカツオくんに取られちゃったし……伊倉くん、君は僕と一緒に勉強しようか？　……ふたりきりで、ね」

「え？　あ、あの……」

　どうして伊倉の手を取ってうっとりしておられるんですか紫先輩！　ふたりきりになりたいのはむしろ俺です！　ええい、その手を離せちんちくりん二号、それは俺のだーっ！

「そうだ、かわいい伊倉くんにぴったりのエプロンドレスがあるんだ。是ぜ非ひ、それを着用して欲しいな。……ちょっと露出が多いかもしれないけど、大丈夫。こんなにかわいらしい伊倉くんになら、きっとすごく似に合あうよ」

　とか言いながら、通常の三割増しで艶つやっぽい瞳ひとみをした紫先輩のしなやかな指先が、伊倉の首筋を伝つたい、シャツのボタンへと伸びていく！　……うおお、こんなところで強制生着替えですか！　限りなくエロいです紫先輩！

　お願い、神様っ！　是非とも今すぐ絡からみ合うふたりの立場を逆にした上で、俺と伊倉の立ち位置を入れ替えてください！　後ご生しようですからっ！

「あのっ！」

　不意に、エロに満ちていた準備室に大きな声が響いた。

「……ど、どうしたんだい、伊倉くん？」

　そう、その声の主はなんと伊倉圭だった。

　さっきまでオロオロしてばかりだったというのに、どうしたんだろう？

　思いもかけない相手からの、突然の大声だ。さすがの紫先輩もエロモードを解除されたらしく、少々驚いた様子だった。

　……あぁ、そんな表情も可か憐れんです、先輩。抱きしめていいですか？

「あ、す、すみません。大声出しちゃって。……でも、ボクいやなんです。その、小さいとか、かわいいとか、イクラちゃんって呼ばれたりするの……いやなんです」

　伊倉は真まっ赤かにした顔を床に向けたまま、必死に言葉をしぼり出していた。













「ボク、昔からずっとからかわれてきたんです。……その、背も小さいし、名前が伊倉だから、ずっとイクラちゃんってあだ名で……」

　なんと。俺と似たような名前の悩みを抱かかえて生きている者が、ここにもいたのか。

「それに、自分で言うのも嫌いやなんですけど……顔も女の子みたいだから、他にも色々……かわいいって言われるのも、もう辛つらくて……」

　うつむき、肩を震わせながら、伊倉は言葉を紡つむいでいる。すまん、俺もちょっと思っちまった。……ええと紫先輩？　さっきから「すごくかわいい」って表情で伊倉を見てますけど、本人嫌がってるみたいですよ。ちゃんとわかってますよね？

「……でも、ボクだって男です！　それに、もう高校生なんです！　だから……これからはそういうのとは決別したい！　……ううん、しようって、そう決めたんです！」

　その言葉は決然とした強さに満ちていて、こちらの心にも響いてくるものがあった。

「………………」

　返す言葉も、かける言葉も浮かばない。

「……あ、すみません。いきなりこんなことを……でも」

　別に謝る必要もないのに、申し訳なさそうに発した伊倉の言葉を、

「わかるっ！」

　部長の無駄にデカイ声がさえぎった。

「名前や見てくれでからかわれる……辛つれぇよな。わかるぜ。おれっちにも、覚えがあるからよ……」

　うんうん、と何度も頷く部長の顔を、伊倉が驚いた様子で見つめた。

「そ、そうなんですか……？」

「おうさ。自分で言うのもなんだがよ、おれっちの名前も変わってっからな」

　部長、あなたまさか伊倉にフォロー入れてるんですか……？

　驚きました。あなたにもそんな繊せん細さいな機能が付いていたんですね。

「江戸前素子……苗みよう字じだけでも珍めずらしいんだが、下の名前まで音読みでつなげるとよ、エドマエスシって読めるんだわ」

　なるほど、たしかに読める。こんなイジりやすい名前、小学校時代はさぞかし心ない男子諸君にからかわれたことだろう。つか、もし同じクラスだったら俺も一回はからかったはずだ。

「誰が言い出したか忘れたけどよ、一度広まるとあだ名ってなぁ早はえぇからな。それにガキってなぁ、こういうことにゃバカみてぇにしつっけえだろ？　来る日も来る日も、飽あきもせずに『やーいエドマエズシ、エドマエズシ』ってよぉ」

　意外だ。この人にも、そういう悔くやしさをかみ殺したことがあるのか。

「……わかります」

　伊倉も、部長の言葉に自分の過去を重ねているのだろう。痛々しい表情だった。

　俺にだって覚えはある。そうなんだよ、ガキは一度見つけたネタをなかなか手放さないからな。

　まだ幼い部長が、いじめっ子たちの言葉に涙を堪こらえている姿が見えるようだ。

　……悔しかったことだろう。悲しかったことだろう。部長、俺にもわかります！

　その当時を思い出しているのだろうか。部長はどこか遠くを見るような、今まで見たことのないしんみりとした表情だった。そんな顔、できたんですね。

　そして、部長は自分の過去をかみ締しめるように、ゆっくりとした口調で語りだした。

「……最初は平ひら手てで返したり、そこらに落ちてる棒ぼうっきれでぶっ叩いたりして黙だまらせてたんだけどよ。そしたら連中、簡単にゃあ手の届かねえ辺りから『手の早い江戸っ子女のエドマエズシ！　悔しかったら寿司握にぎってみろ！　エドマエズシならできるだろ！』なんて言うようになりやがってな……」

　……初しよ手てから暴力に訴うつたえてたんですね。

　俺の想像は少し修正が必要らしい。加えて、出所不明・材質不明の棒的な何かで殴なぐられた少年が心配だ。金属だったら命に関わる。

「それもしばらくは追っかけ回したり、棒っきれ投げつけたりしてたんだが、連中もしつっこくてな。無視してても、毎日毎日、同じようなこと言ってきやがって……」

　あぁ、うん。やっぱり涙を堪える日々が続いたんですね。なのに、先輩はその悪口に真っ向から向かい合ったんですね。そのトラウマを克こく服ふくするために、多くの時間と、語りつくせぬエピソードがあったんですよね！

　そして、それらを乗り越えて、敢あえて自分を苦しめた江戸前寿司に向き合い、乗り越え、それを極きわめようとまで思い立ち、今があるというわけですか。

　……ふ、自分の名前に打ち勝ったわけですか。俺や伊倉とは、ワケが違うってことですね。部長、あんたすげぇよ……！　見直したよ！

「それでよ、ずっと言われ続けているうちに……」

　おぉ、俺が勝手に先回りしているうちに、トラウマを乗り越えるエピソードが始まりそうだ。いかん、きちんと聞いて差し上げねば。

「すっかりその気になっちまってな！　『なるほど、確かに寿司くらい握れんじゃねーか』『いや、この名前に生まれたのはきっと寿司を握れって運命に違いない』『よっしゃ、やるんだったら目指すは寿司屋のてっぺんだ！』ってな！」

「俺の感動を返せこんちくしょ――――っ！」

　肩かた透すかしか！　なんていう肩透かしだ、こんちくしょう！

　俺が想像していた悔し涙を浮かべる幼い部長なんて、きれいさっぱり幻想だったってことかよ！

「何をいきなり怒ど鳴なってんだ、おめえは？」

「おかしいでしょうが！　普通今の流れなら、まずはどん底に落ちて悔しさにむせぶところでしょ？　それで悔しさをばねに底辺から這はい上がるっていう青春サクセスストーリーになるところでしょうが！　なにはやし言葉でその気になってんですか？　起承転結を守れよ！　理りに適かなわねえよ！　あんたはやっぱりバカなんですか!?」

「あぁん？　なんでおれっちが、いじめっ子ごときの言葉に落ち込まなきゃなんねぇんだよ？　んなもん気にして落ち込むなんざぁ、意い気く地じのねえ野郎と相そう場ばが決まってんじゃねぇか！　このおれっちを、そんな情けねえ連中と一緒にすんじゃあねえや！」

「……あぅ！」

　伊倉が胸を押さえて小さくうめいた。……ひでぇ、ひでぇぜ部長！

「ほら、今の発言もおかしいですよ！　さっきの『わかる！』発言にも矛む盾じゆんしてるし！」

「……あん？　そうだったか？」

　こんのちび助……っ！

「そうですよ！　それに、そもそもさっきの話って伊倉をなぐさめる流れで始めたもんでしょ？　なのに今の話だとその流れにつながらない上に、むしろぐっさり伊倉の心を抉ってるでしょうが！　少しは伊倉の気持ちを考えて発言してくださいよ！」

「……ぇ？」

　部長に抗議する俺の事が意外だったのか、伊倉は少し驚いたようだった。

「おー、じゃあおめえならその理に適ったうえに、イクラちゃんの気持ちを汲くんだお話ってやつができるってぇのかい？　はっ！　やれるもんならやってみやがれ！」

　何を開き直ってんだ、このちんちくりん……！

　部長は腕組みをし、ふて腐くされたようにそっぽを向いてしまった。

「えぇえぇ、やってやりますよ。俺を誰だと思ってるんですか？　名前の音読みでエドマエスシ？　苗字がイクラ？　はっ！　俺はイソノカツオですよ？　こっちだって、名前に関するエピソードなら負けてないどころか、はっきり勝ってる自信がありますよ！　どこから聞かせてやりましょうか！」

「へん、何をもったいぶってやがる！　聞いてやっから、最初っから全部言ってみろってんだ！」

「……ほぉ、言いましたね？　じゃあお望みどおり最初から話してやりますよ！　覚悟してください！」

　後悔しても遅いぜ部長、あんたは……俺を怒らせた！

「俺は本名がイソノカツオ、ちなみに名前の漢字は魚偏に堅いの鰹です。響きも字じ面づらもおかしいですよね？　これが病院の待合室とかで呼ばれたりすると悲ひ惨さんですよ。

　あぁ、呼び出し関連で一番ひどかったのは、小一くらいの時に行った遊園地ですかね？　俺、その時迷子になっちゃいましてね。泣きながらさまよってるところを優しいお姉さんに助けてもらって手を引かれてたんですが、そこに迷子呼び出しが入りましてね。遊園地中に響き渡ったんですよ、『大おお城しろよりお越しの、イソノカツオく……ぷっ！』って。園内放送の人を笑わせたのなんて、俺だけじゃないですかね？　……で、凹へこんでるところに追おい討うちで、俺を助けてくれた優しいお姉さんまで笑いを堪えてるんです。その横顔を見上げたあの時の気持ちは、一生忘れないでしょうね、えぇ。『あぁ、ボクの名前はそんなに変なんだな……』って。……子供心に、深い傷を負った瞬間でしたよ。

　……で、なんでこんな名前になったかって言いますと、うちの両親はとことん変な奴でしてね。遊園地事件の後、泣きながら詰め寄る俺に『せっかくイソノだったし。二重においしい名前だろ？』とかワケのわからんことを答えてくれましたよ。俺が親という存在に幻げん滅めつしたのは、あの時でしょうね。

　あぁ、補ほ足そくなんですけど、俺の親父は鰹の良港を抱える焼やい津づ出身でしてね、大好物が鰹の刺身なんですよ。で、春と秋、旬の時期になるとこれが我が家の食卓によく上がるんですよね。まあ、俺も刺身は嫌いじゃないですし、出れば食べますよ。でもね、食べると親父が『お、カツオが鰹を食ってやがる。共食いだな（笑）』って言うんです、毎回。いっぺんマジで殺そうかと思いましたよ、あっはっは！　……返かえり討うちでしたけど。

　あ、話は変わるんですけど、俺小学校時代は野球やってました。イソノカツオだから、ってスカウトされたんです。ほら、あの磯野家長男も野球しに出かけるシーン多いじゃないですか？　それで……って、部長も同じような理由で俺をスカウトしに来ましたよね（笑）。いやでも俺球技全般まったくダメでしてね、だから呼ぶだけ呼ばれてずっと補ほ欠けつでしたよ。なら呼ぶなって話ですよね。でも毎度毎度呼びに来るんですよ、『イソノ、野球しようぜー』って。あ、ちなみにその呼びに来る奴が眼鏡めがねしてましてね、あだ名はずっと『ナカジマ』でした。名前全然違うのに。笑うでしょ？　……笑えよ！

　そうそう、笑うって言えば小五の頃に面白いことがありましてね。漫画とかで、宿題忘れると廊ろう下かに立たされるってあるじゃないですか？　でも、今時あんなことさせられませんよね？　それが学校中で俺だけ経験あるんですよ。これがノリの良い先生でしてね……たまたま宿題忘れたら、もう鬼の首でも取ったように、うれしそうに言うんですよ。『イソノ、廊下に立ってろーっ！』って。……クラス爆笑だったなぁ……。あの先生、絶対あのネタいつかやろうと狙ねらってたと思うんですよね。間とか完璧でしたから……あれ、なんか、泣けてきた。

　……あ、泣けるで思い出したんですけど、中一の時、同じクラスに花はな沢ざわって子がいましてね。何故か俺、その子に告白してもいないのにフ……」

「……いや、わかった。もういい、おれっちが悪かった」

　部長はこめかみを押さえていた。頭痛がするのは俺の方なんだけどな。

「……どうやら、俺の勝ちのようですね」

「あぁ……おれっちの負けだ。……辛ぇ人生を、歩んできたんだな」

「わかってくれたんならいいんですよ」

　ついでに言えば、あんたに目をつけられたのも名前のせいなんで、これも災難に数えてやりたいところなんだが……。

「井園くん……」

　あれ、伊倉が何故か半泣きになってるけど、それは何？　同情？

　あっれ～？　おかしいな、たしか俺の話って、伊倉へのフォローのつもりだったんだけど……ひょっとしてあいつの経験をぶっちぎって、むしろ同情される側に回っちゃった？　……そっかー、やっぱそうなんだねー。うん、俺の人生って、とんでもなくひどかったんだって再認識しちゃった。地味に凹んだぞっ☆

　ついついうつむきかけた俺の前に、なんと紫先輩が歩み寄って来てくださった。

「うん、カツオくんは思った以上に起き伏ふくに富んだ人生を歩んできたんだね」

「いいえ、全てはあなたに会うためにあった試し練れんと思えば、軽いものです！」

　そうとも！　この名前のせいでちんちくりんに目を付けられて、そのおかげで紫先輩に出会えたのだ。これを運命の出会いと言わずに、なんと言う？

　今までの不幸人生が、この幸福を得るための対価だったというのなら、明らかに不ふ釣つり合あいだ。だって紫先輩に出会えたのだ！　それ以前の人生に何があろうが、幸せ分が勝るどころか大いに釣りが来るね！

「……カツオくん」

「……紫先輩」

　見つめ合う目と目……紫先輩の頰ほおが、心なしか色付いているようにも見える。

　待て待て、これはチャンス……か？　ひょっとしてチャンスなんじゃないか？

　俺の不幸なエピソード群が、同情と言う名の風穴を、先輩の心の砦とりでにうがつことができたんじゃないか？　……Ｓっ気を刺激されたとか、笑いを堪えているとかじゃありませんよね？　うん、違うと信じよう。これはチャンスなんだ！

「そういうわけで紫先輩！　俺のお嫁さんに……」

「井園くん！」

　のぉっ？

　突然、見つめ合う俺と紫先輩の間に何か飛び込んできたようだが視界に入らない。

　ええい、またも空気を読まぬちんちくりんめ！　いきなり俺の手をつかむとは……って、あれ？　部長じゃないぞ。

「……どうした、伊倉？」

　何故、俺をそんな子犬のように純じゆん粋すいな瞳で見上げているの？　がっしりと俺の両手を包み込む、柔らかなその手の温ぬくもりは、何？

「ボク、感動しました！　井園くんはすごいです！」

「……え？　感動？」

　こ、こいつは何を言ってるの？

「ボクの受けてきた辛さなんて、井園くんに比べたら全然大したことじゃなかったんですね。……井園くんはすごいです！　ボクの何倍もひどい目にあってきてるのに、それを軽いって言えるなんて……本当にすごい！」

「え、あ、そう？　そりゃなんつーか、そんなに大したことでもねーけど……」

「ううん、大したことありますよ！　ボク、井園くんのこと尊そん敬けいします！」

「あ、あぁ……それは、どーも」

　本当になんなんだ、この純真少年は？

　なんか知らないが、こいつの底抜けにきれいな瞳で見つめられると、自分の心の醜みにくさを映うつし出されるようで、何故だかとても心が苦しい。

　やめろ…………そんな目で俺を見ないでっ！

　伊倉の発する純粋オーラに耐たえ切れず目をそらすと、紫先輩が両手を祈るように胸の前で合わせて、尊とうといものを見るような瞳でうっとりとこちらを見つめていた。

　キラキラと、これまで見た中で一番輝く笑顔を見せている紫先輩から、俺は不ふ埒らちにも寒さむ気けを感じてしまった。

「ボーイ・ミーツ・ボーイ……だね。なんて美しいんだろう……」

「紫先輩、その想像はやめてください！　俺にそのケは一切ありませんっ！」

　俺の言葉など届いていないと即座にわかる、紫先輩の輝く瞳の奥は、おそらく熟うれ過すぎた果実のごとき臭しゆう気きを放った妄もう想そうに満ちていることだろう。

「……井園くん？　どうしたの？」

　心配げな声に視線を戻せば、紫先輩とはまるで違う清せい浄じような輝きの瞳が上うわ目め遣づかいに俺を……って、

「ちくしょーっ！　そんな目で俺を見るなーっ！　って言うか、いつまで手ぇ握ってやがる！　離してくれっ！　俺には男に手を握られて喜ぶ趣味はねぇ！」

「あ、ご、ごめん！　興奮しちゃって、つい……」

　伊倉が慌てて手を離した時、紫先輩の方から小さく「あぁ……」と嘆たん息そくが聞こえたが、この際聞かなかったことにしてしまいたい。でも、そんなあなたも好きです先輩！

「だけど、本当にすごいですよ。ボク、井園くんほどの経験じゃないのに、それに耐えることも、軽いって笑い飛ばすこともできなくて……」

「伊倉……」

　あれ、伊倉の反応が、またしても予想外な方向に。

「ボクは、なんて情けないんだろう。……やっぱり、ボクにはイクラちゃんがお似合いなのかな……」

　ひょっとして、俺のフォローが逆に追い詰めてるのか？　なんで？　どうしよう？

　しかし何か言ってやろうにも、俺にはもう手て札ふだがないぞ。

「んなこたぁねえよ」

「……え？」

　俺があたふたしていると、しばらく黙っていた部長が口を開いた。

「おまえさんは、情けなくなんかねえさ」

「あの、江戸前先輩、無理になぐさめてくれなくてもいいんですよ。ボクなんて……」

「てやんでえ！　男がそうやって、自分を卑ひ下げするもんじゃねえや！」

　部長の一いつ喝かつ。その中の『男』という部分に、伊倉が反応したように見えた。

「思い出してみろい！　さっきおまえさんは、おれっち達に立派に自己主張してみせたじゃねえか！　『かわいいなんて言われたくない』ってな。あん時のおまえさんの声は、腹が据すわったいい声だったぜ。ほれぼれするような男の声だったさ！」

「……ほ、本当ですか？」

「おう、あたぼうよ！　江戸っ子に二に言ごんはねぇや！」

　そう、部長はきっぱりと言い切って、笑って見せた。すげえ男らしい笑顔だった。

　……でも部長、俺そんな言葉初耳です。

「それから、おれっちも詫わびを入れねえとな。イクラちゃんなんて呼んで悪かったな。あんなにはっきり物を言える男に、『バブー』『ハーイ』のイクラちゃんは失礼ってもんだよな」

　い、意外だ。部長が、さらっと頭を下げたじゃありませんか！

「あ……そんな、謝らないでください！　ボクは……」

　謝られた伊倉の方が恐縮して、あわあわとしているじゃないか。

「ま、それでってぇのもおかしな話だけどよ、改めて頼まぁ。江戸前寿司部に入っちゃくれねえかい？」

　部長が伊倉の目を真正面から見み据すえる。伊倉も視線を外はずすことなく、部長の強い視線を受け止めた。……そのまま数秒の時間が経過し、

「……はい、ボク、この部に入部します！」

　伊倉は満面の笑みで頷いた。

「おお、そいつぁありがてぇや！」

　喜ぶ部長、

「うん、本当に『ありがたい』よ」

　何やら含みのある笑みを浮かべる紫先輩、

「いや、ありえないだろ」

　ツッコむ俺。

　三者三様の反応だったが、伊倉は俺達全員に深々と頭を下げた。

「これからよろしくお願いします！　……あ、でも」

「ん？　どしたい？　まだ、なんかあんのかい？」

「はい、その、入部はしますけど、できれば『イクラちゃん』って呼び方はやめてもらえますか？　これからは、そういうの気にしないようにとは思いますけど、でも……」

　ふむ、そうだな。『イクラちゃん』からの脱だつ却きやくがこいつの目標のようだし、その辺はきちんとしておいた方がいいだろうな。はっきりそう呼んでた人もいるし。

「おぅ、みなまで言うない。おれっちは江戸っ子だぜ、そんな野や暮ぼなこたぁしねぇよ」

　……ばっちり呼んでたくせに。つか、そもそもあんた江戸っ子じゃねぇだろ。

「あ、ありがとうございます！」

　でもまぁ、ちゃんと謝って、遅まきながらも伊倉の意思を汲み取ってやろうと言ってるんだから、一応は伊倉の気持ちを理解してるんだろう。ほめてやるべきだろうか？

「いいってことよ！　これからおまえさんのこたぁ……」

　部長は例のニカッと笑いを浮かべながら、

「タラちゃんって呼ぶからよ！」

　やはり何もわかっていなかったのだと宣言した。
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　そして、伊い倉くらが入部した翌日のこと。

　昼休み、すごく唐突に部長が俺の教室にやってきた。手にはでっかい風ふ呂ろ敷しき包づつみ。

「いいかカツオ、部活は家で、部員は家族も同じだ。つまり、おれっちとおめえは家族も同然ってこった」

「はぁ」

「そいでよ、昔っから家族はそろって飯めしを食うもんだ、って決まってんだろ？　だからよ、これからおれっち達がそろって昼飯を食うなぁ、当たり前だと思わねえか？」

「思わねえよ。だから帰れ」

「あんだと、こんにゃろう！　それが弁当持って来てやった姉に対する言葉か！」

「そんなこと頼んでねえし、あんたは姉じゃねえ！　いいから帰れ！」

　こいつを追い出さないと、一緒に昼飯を広げている熊くま切きりと梶かじ山やまだけでなく、我ら一年三組の平和な昼休みが永遠に失われそうだ。これは負けられない、正義の戦いなのだ！

「てやんでぇ！　帰れと言われて『はい、そうですか』、なんて帰れるかってんだ！　もう紫むらさきもタラちゃんも呼んであるんだからよ！」

「そういう訳だから、お邪じや魔まするよカツオくん」

「ようこそいらっしゃいました、紫先せん輩ぱい！　――というわけでそこをどけ、熊切＆梶山！　たった今から、この一帯は我々江え戸ど前まえ寿す司し部ぶが占せん拠きよする！」

「「「えぇ――――――――――――――――――――――――――――――っ!?」」」

　ん？　何な故ぜ熊切と梶山だけでなく、他のクラスメートまで驚きの声を上げたの？




　部長と家族なんてのは願い下げだが、紫先輩との昼食を楽しめるならそんなこと気にしないぜ！　部長の口ぶりじゃ無期限っぽいし、最高じゃないか！

　……部長のちらし寿司弁当も、まぁ、うまかったよ。




「創部申しん請せい？」

　食後、人ひと心地ごこちついた俺達に、紫先輩がそう切り出した。

「うん、そう」

　紫先輩は花のような笑顔で頷うなずいた。抱きつきそうになる自分を抑おさえるのが困こん難なんだった。

「この書類なんだけどね」

　そう言って、先輩が取り出したのはＢ５サイズの書類。ざっと目を通すと、部活の名称や活動内容の記入欄らんがある。名前そのままに、部活設立を学校側に求めるための申請書のようだ。

「……それで、これがどうしたんですか？」

　伊倉が無記入のままの申請用紙に向けていた視線を先輩に移した。……なじんだ様子なのはいいんだが、何故こいつは俺のすぐ横に座っているのだろう？

「今日はカツオくんと伊倉くんのふたりに、我々の状況を説明しようかと思ってね」

　紫先輩はそこで一度言葉を切り、部長に目め配くばせをした。部長が軽くうなずくと、紫先輩はもう一度口を開いた。……部長、あんた何様だ！

「こんな用紙がここにある時点でわかると思うけど、僕たちの江戸前寿司部はまだ正式な部活にはなっていない。いや、部活として存在してはいるけど、まだ学校側から専用の部室と部費をもらえるだけの要件を満たしてはいない、と言うべきかな」

　先輩の説明によれば、別にこの学校では部活を作るだけなら簡単らしい。極きよく端たんな話、「今日から俺達は○○部だ！」と名乗っちまえばそれでＯＫなのだという。

　さすがは校風「フリーダム」と言ったところか。

　ただ、部室と部費が絡からむとそう簡単ではないそうだ。

「そんな状況だからね。毎年たくさんの部活が現れては消えていく……だから学校側は部の設立を止めはしないけど、きちんとした活動実態を持たない部活をサポートしてはくれないんだ。存在は黙認するけど、公認されていないから部費も部室も支給されていない未公認の部活群のひとつ……僕らの江戸前寿司部は、現在そういう状態なんだよ」

「学校に認めてもらうためには、具体的に何が足りないんですか？」

　俺の質問に、先輩はよく聞いてくれた、というように笑顔で頷いた。……素す敵てきです。正解者に対する最高のご褒ほう美びですね！

「端的に言えば人数だね。確たる規定があるわけではないけれど、慣かん例れい的に部員五名以上の部活には部室と部費の割り当てが行われている」

　もっと少ない人数でも部費が与えられる例もあるけどね、と紫先輩は苦笑を浮かべた。

「へん！　うちの生徒会は見る目がねえからな！」

「まぁまぁ、彼らも悪気があるわけじゃないからね」

　部長が不満げなのは、おそらく過去に部費の申請をして断られたことでもあるのだろう。普通に考えて、こんなわけわからん部活の存在を学校側が黙もく認にんしているだけでも奇跡としか思えないのだが……

「そういうわけで、僕らがまずやるべきなのは……」
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　その日の放課後、俺は校門へと続く桜並木の前で立たされていた。

『来たれ若人わこうど！　江戸前寿司部』

　俺の隣となりには、赤地の板に墨ぼく汁じゆうで「えいやっ」と前述の文面が書き込まれた立て看かん板ばんがあるばかり。江戸前寿司部の勧誘活動だと言うのに、俺の他ほかには誰だれもいない。

「カツオ、おめえは場所取りして待ってやがれ！」

　部長の指示はシンプルだった。俺に拒否権はなかった。……紫先輩もいないのに、どうして俺がこんな寂さびしい思いをさせられにゃならんのだろう？　理り不ふ尽じんだ。

　……しかし。

「聞いてた以上にすげえ人数だな」

　隣に誰もいないのにポツリとこぼれた言葉は、率そつ直ちよくな俺の感想だった。

　周りを見回してみれば、校門へと続く桜並木は同じ目的の部活軍団がひしめき合い、既すでに縁えん日にちの神社状態。単純に人数が多いだけでなく、部活の数自体が多い。話には聞いていたが、本当に非公認の部活が多いのだろう。

　そして、雑ざつ多たな非公認部の集団に公認部らしき連中も加わり、運動部ならユニフォーム着用、文化部ならそれぞれ制作物やら展示品やらを所しよ持じしてのアピール合戦だ。ほんとに見み世せ物もののようで、ある種カオスな世界が展開されていた。

　……部員集めに必死なのはどこも同じようだ。

「君、いい体してるね！　俺達と国立競技場を目指さないか！」

「ねえ、バスケしない？　これからグングン背ぇ伸びるぜ？」

「ねーねー！　あなたバンドに興味ない？　みんなの憧あこがれ、軽音部ですよー！」

「紳しん士し淑しゆく女じよのみなさん！　あなた達もこのデジタル情報過多の時代にこそ、実地で集める生きた情報の有用性に目を向けてみないか？　ヒューミントからフォトミント、オシントにシギントまで、幅広い情報収集スキルが身につく諜ちよう報ほう部ぶをどうぞよろしくっ！」

「俺達と一緒に、あの青空から大地を目指してみないかっ！　さあ、君もスカイダイ部にレッツダイビング！」

　…………カオスだ。ホントにカオスだ。これが『あほばっか学園』の実力か！

「校風フリーダム、恐るべし……！」

　俺はこの学校をまだ甘く見ていたのかもしれん。こうしていると、なんだか江戸前寿司部程度なら当たり前なのではないかとさえ思えてくるじゃないか。……無論、そんなわけはないのだが。

　しかし、部員確保のため、この中で目立たなければならんというのに、無む駄だに声がデカイくせに小さい部長や同じくらい小さい伊倉、そして、なにより美しさで右に出るもののいない愛いとしの紫先輩もまだ来ない。

　どこにいるのですか紫先輩？　早く会わないと、禁断症状が出てしまいそうです。

「やあ、カツオくん。お待たせ」

「お待ちしていました、紫先輩！　遅かったじゃありませんか」

　先輩のはずむ声に振り向けば、そこには喜き色しよく満まん面めんの先輩が立っていて、

「…………あぅぅ」

　その隣に、顔を真まっ赤かにしてうつむいている小こ柄がらなメイドさんが立っていた。

「どうだい、カツオくん？　とってもかわいいだろ？」

「え？　えぇ、まあ……そう、ですね？」

　そのちっこいメイドさんはスカートの短いエプロンドレスに身を包み、短めの髪を頭の両りよう脇わきでまとめて赤いリボンをあしらい、頭にはお約束のフリフリのヘッドドレスを装着している、ガチガチのメイドルックだ。

　突然のことで何をどう考えていいのかわからないが、かわいいか、かわいくないかと尋たずねられたら、かわいい。もちろん先輩の美しさには到とう底ていかなわんわけですが。

「よかったね、カツオくんも褒ほめてくれているよ」

「～～～～～～～～っ」

　先輩がメイドの耳元にそっとささやきかけると、メイドはますます顔を伏ふせた。

　その照れ方が小動物チックでまたかわいい。

　小動物チックなメイドさんと女主人って感じの絵え面づらだろうか？　……あ、うん。なんかこの光景は百ゆ合り百ゆ合りしていて、とても来るねっ！　ドキドキだ！

「……で、その子は？」

「もちろん僕の用意した部活ＰＲ用のメイドさんだよ。そう、『看板娘』といったところかな。……ほら、注目度抜ばつ群ぐんだろう？」

　なるほど。たしかに何人もの生徒が立ち止まってこっちを見ている。先ほどまでは見向きもされなかったというのに、江戸前寿司部ブースの注目度はうなぎ登りのようだ。

　まぁ、いきなりかわいいメイドさんとそのご主人様っぽい美女が現れれば注目するだろうさ。俺なら迷わず写メする。……というか、今撮とってもいいのかな。

「……しかし、江戸前寿司とメイドの間にいかなる連関性が？」

「わからないかな？　このメイド服のカラーイメージは鉄てつ火か巻まきなんだ。白いエプロンはシャリ、黒いスカートは海の苔りをイメージして、赤いリボンがマグロの赤身！　……どうだい、江戸前寿司っぽいだろう？」

「こじつけ臭くさいことこの上なしですが、紫先輩が美しいので全く問題ありません！　　俺の恋人になってください！」

「本音が混入した賞しよう賛さんをありがとう。でも恋人になることは無理だ」

　あぁ、その流れるように俺をフる姿も美しいです！

「ところで先輩、伊倉のやつはどこですか？　たしか一緒でしたよね？」

　そうだ、俺をひとり待たせておいて、野郎はちゃっかり紫先輩についていったのだ。なんて妬ねたましい男だろう。

「君もたいがい切り替えが早い子だね。でも、勘かんの良さはいまひとつってところかな」

　すごくうれしそうな微び笑しようを浮かべた先輩は、まるでイタズラが成功した子供のように見えた。……そんな顔も、イイです先輩。

「伊倉くんなら、さっきから君の目の前にいるじゃないか」

「え？　いや、目の前と言われましても…………え？」

　俺は空気の読める普通の男、井園カツオだ。

　先輩のイタズラっぽい顔だとか前後の脈みやく絡らくから考えると、つまりそれは、この目の前でうつむきっぱなしの、部長に引けを取らん小柄なかわいらしいメイドさんが……。

「おまえ伊倉かっ？」

「～～～っ！　井園くん、大声で呼ばないでよ～」

　やっと上げた真っ赤な顔は、なるほどたしかに伊倉圭けいだ。

　……俺は、こいつを何度もかわいいとか思ってたのか？　なんなのだ、この敗北感は。お、俺にそんな趣味はないんだっ！

「どうしたの井い園そのくん？」

　ぐむう、不用意に俺との距離を詰めてくるなっ！　う、上うわ目め遣づかいで顔をのぞき込むなっ！　なんかいろいろとアレだから止やめてっ！　おねがい！

「やっぱり、ちょっと顔が赤いみたいだけど……」

「う、うるさいうるさい！　ずっと日なたにいたから、ちょっと暑かっただけだもん！　勘違いしないでよね、あ、アタシは……あんたのことなんて、なんとも思ってないんだからねっ！」

「えぇっ？」

「ふふふ……ほら伊倉くん。カツオくんが君を意識しているみたいだよ」

「あの、先輩。やっぱり恥ずかしいです。もう着替えていいですか？」

「ダメだよ、伊倉くん。まだ何も勧誘活動をしていないじゃないか」

「でも～……」

「大丈夫。本当に、よく似合っているよ」

「いえ、そういうことではなくてですね……」

　あぁ、似合っているとも伊倉圭。太たい鼓こ判ばんをくれてやる。お前は今年のベストメイディスト（男性部門）当確だ。もうその姿で生活したらいいよ。

「ほら、これから部活アピール用のチラシを配くばるんだから、やっぱり目立つその姿がいいんじゃないかな。きっとみんなもらってくれるよ。……ね？　カツオくんもそう思うだろう？」

「はい、もちろんです紫先輩！」

　ここであなたに反抗する理由などひとつもありませんっ！

「ほら、これでこの場の多数決は二対一だ」

「ちょっと待ってください！　井園くんは条件反射で返事してるだけですよ！　せめて部長が来てから多数決取ってください」

「おや、素子がここにいたら三対一になるだけだと思うけどな」

「そんなぁ……。い、井園くん助けてよ！　普通、男子は女装なんてしたくないって、わかるでしょ？」

「わかるとも。だが俺は紫先輩に逆らわない。諦あきらめろ」

「ほら、カツオくんもこう言っているよ。さ、チラシを配りに行ってくれるかな？」

「……あぅぅ、もう許してくださいよ、越こし戸ど先輩～」

　おお、見事な泣き落としだな、伊倉。大抵の人間ならそれで落ちるぞ、いろんな意味で。頼むから俺には向けてくれるなよ。……だが、今回は向ける相手が悪い。

「伊倉、同じ部のよしみで忠告してやる。その姿とその表情で、紫先輩に詰め寄るのは止めておけ。……正直、危険だ」

「……へ？　どういう意味？」

　わかっていないようだな。ならばよく見ろ、おまえの正面に立つ麗うるわしき先輩の姿を。

「うぁ……っ！　君はなんていい顔をするんだ、伊倉くん。そんな顔をされてしまったら、僕は……僕は、もう…………っ！」

「……え？」

　言わんこっちゃない。ゾクゾクという効果音が聞こえてきそうなほど、紫先輩は恍こう惚こつとした表情で身をよじらせていらっしゃる。……非常にエロいです。眼がん福ぷくです。

　ありがとう伊倉！　お前の犠ぎ牲せいは決して無駄じゃなかった！




　ことほど左様に、伊倉は紫先輩のＳっ気をものの見事に刺激してしまい、俺達から離れてビラ配りをさせられている。

　コスプレ＋女装状態の羞しゆう恥ち、さらにその格かつ好こうでクラスメートや知り合いに見られるかもという恐怖感、さらにはひとりぼっち。

　……あれほど伊倉を追い詰める状況もそうないだろう。

　実際、遠目に見ても伊倉がいっぱいいっぱいなのがよくわかる。それでも逃げ出さないあたり立派なもんだと思う一方で、あの格好で逃げたらもっとひどい事になる気もする。

　うん、そうなれば明日の校内新聞の見出しは、『メイドさん、涙の逃とう避ひ行こう』に決定だろうな。写真でも添そえられた日には切せつ腹ぷくものの恥ち辱じよくだ。

「……あぁ、本当にかわいいなぁ」

　ひとりオロオロしながらも、健けな気げにビラを配る伊倉の姿を見つめる紫先輩の表情は、ぞっとするほど綺き麗れいだった。そんな先輩の視線が受けられるなんて……伊倉、かわいそうだが妬ましい奴！

「おや、これは奇き遇ぐうですね？　そこにいるのは越戸さんじゃないですか」

　伊倉の奮ふん闘とうをうっとり眺ながめる紫先輩をうっとり見つめていると、不意に横から声がかかった。

　声をかけてきたのは、いかにも優等生そうなやせ型の男だった。芝居がかったしゃべり方やら変に角度がついた立ちポーズやら、なんか微び妙みようにキザっちい。

「あぁ、甘あま栗ぐり原はらくんか。ここにいるということは、今日はもうお帰りかな？」

　おや、紫先輩の知り合いなのか。紫先輩を『さん』付けで呼んだところをみると、こいつも三年生ってことだろうか。

「まさか。もちろん仕事中ですよ。ご存ぞん知じの通り、毎年この時期は部活勧誘でよくトラブルが起きますからね、おかしなことをする生徒がいないか見回っているわけです」

　部活の勧誘を見回り？　言ってる事とどこか尊そん大だいな態度から察さつするに、こいつは生徒会役員か風紀委員ってところか。

「そうなんだ。お仕事大変だね、ごくろうさま」

「いいえ、これも好きでやっていることですから」

　……なんか不ふ愉ゆ快かいな態度だな。紫先輩を見るこいつの目には不ふ遜そんなものを感じる。

「『江戸前寿司部』、ですか」

　その上、そいつは俺の横にある立て看板に視線を向け、鼻で笑いやがった。

「意外ですね、あなたがまだこんな部活に関わっているなんて。てっきり、またいつもの気まぐれだと思っていたのですが」

　こいつ、ホントになんなんだ？　紫先輩に嫌いや味みなんて何様だ！　上級生だろうがなんらかの委員会だろうが、そんな無法は俺が許さんぞ！

「そうかな？　僕は自分のことを、けっこう凝こり性しような人間だと思ってるんだけどな」

　不ふ敬けい極きわまる野郎の態度を、慈じ愛あいの女神たる紫先輩は軽く受け流した。……さすがです、紫先輩。俺の愛が止まりません。

「……そう言えば江戸前さん、でしたか？　あの騒さわがしい彼女の姿が見えませんね。今日はご一緒ではないのですか？　たしかこの部は、彼女の始めたお遊びだったはずですよね？」

　む、この野郎、紫先輩の反応が薄いもんだから矛ほこ先さきを変えやがったな。部長の名前を出された時、先輩の美しい瞳が少しだけ反応した。

「『お遊び』、というのはご挨あい拶さつだな。素子はこの部に本気で取り組んでいるんだ。生徒の真剣な活動に対して、そういう言い方はいかがなものかな、生徒会長殿？」

　なに？　こいつ生徒会長なの？　……何やら挑発めいた発言ばかりしているから、もっと小物かと思ってたぜ。――ガラガラ！

「おっと、お気に障さわりましたか。これは失礼……ですが、」

　紫先輩が反応したのがうれしかったのか、ガラガラ――そいつはキザっちく前髪をかき上げ、不愉快な言ガラガラガラガラガラ――って、うるせえっ！　なんだ、この音？

「わわっ！」「なんだあれ？」「危ないぞ、みんな逃げろ！」「きゃーっ！」

　ガラガラという音と、ざわつき始めた周囲の生徒たちの視線を追ってみれば……、

「どいたどいたどいたっ！　どいてくんなーっ！」

　砂さ塵じんを上げ、何かが猛スピードでこちら、というか生徒会長方面に向かってきていた。

「あ、そこの細っこいの！　何をぼさっと突っ立ってやがんだ！　そこどいてくれ、危ねえぞーっ！」

「なんだ、いったい何ごほおおっ!?」

　その瞬間、生徒会長が俺の視界から消え去った。何やら嫌な音と一いち陣じんの風の後、ついさっきまで彼の立っていた場所には別の人物の姿があった。

「ふぃ～、やれやれ。ようやく止まりやがったぜ」

　そう、奴だ。消えてしまった生徒会長殿が話題にしていた、我らが小さな困ったちゃん、江戸前素子だ。

　しかし、またずいぶんと大おお掛がかりなものを。……そうかいそうかい、そう来たかい。

　額ひたいの汗あせを拭ぬぐっているちっこい部長の背後には、彼女の身体からだとは不ふ釣つり合あいにデカイアピールアイテム――夜よ鳴なきラーメン屋が使うような、移動式の屋や台たいがあった。その側面に掲かかげられた暖の簾れんには、『江戸前寿司部』の文字が躍おどっている。

　……なるほど。あんた、文字通りの暴走機関車だったわけだな。

「や、素子。遅かったね」

「いや、すまねえ。思ったより屋台の幅はばが邪魔になってなぁ。ちょいと来る途中に二、三人引っ掛けちまって、そいつらとナシつけるのに手間取っちまったぜ」

　がっはっは！　豪ごう快かいに笑う部長の発言にはツッコミどころ満載だ。そして、眼前の事故をさらっと流す紫先輩は美しいですよね。

「いや～、しかし参まいった参った。この道、けっこう下り坂になってやがったんだな。ちょいと小走りで来たら、止まらなくなっちまった。さすがに焦あせったぜ」

「素子、もう少し気をつけて欲しいな。止まったからいいようなものの、万一転んだりして、君のかわいい顔や身体に傷でもついたら大変じゃないか」

「そうですよ、部長。あんた屋台をだんじりか何かと勘違いしてませんか？」

「ああん？　そいつぁ上かみ方がたの祭りじゃねえか。静しず岡おか一の江戸っ子であるおれっちが、そんな勘違いするわきゃあねえだろうが！」

　静岡一の江戸っ子って。あんた、少しは自分の言葉の矛む盾じゆんに気づけよ。

「……まあ、それはいったん脇に置いておくとして。とりあえず、今は部長にはね飛ばされた被害者について考えましょう」

「被害者？」

　あっちと俺が指差す先、暴走屋台の進行方向のはるか先に、人間非常ブレーキにされた生徒会長が転がっていた。……ぴくりとも動かないけど、生きてるかな？

「……あん？　なんでぇ、誰かと思やぁ生徒会の青びょうたんじゃねえか。そんなところで寝てっと風か邪ぜひくぜ」

「誰のせいでこんなことになったと思ってるんだ！　これは立派な交通事故だぞ！」

　おお、会長が立った！　なんだ、ボロボロだけど意外に元気そうじゃないか。

「おう、じゃあさっき屋台を止めてくれたのはおまえさんだったのかい？　そいつぁどうもありがとよ。おかげで助かったぜ」

「あ……りが……？　…………～～～～っ」

　あ～ぁ、生徒会長が絶ぜつ句くしちゃったよ。

「……き、君という人は……非常識にも、程ほどがある！」

　あ、復活した。

「いきなりなんでえ、大声出しやがって。ビックリさせんじゃねえや」

「いきなりなのはそっちで、驚いたのはこっちだ！　君は私をはねたんだぞ！　まずは一言私に謝罪するのが筋すじじゃないか！」

「ごめん」

「んなっ!?　……～～っ！」

　あら部長、あんた意外にもあっさりと謝るのね。……でも、はね飛ばした詫わびがそれだけって、あっさり過ぎない？

「しかし、生徒会長さんよぉ。おまえさん、ここで何してたんだい？　天下の往おう来らいのど真ん中で、ぼ～っと突っ立ってたら危ねえってことくらいわかんねえのかよ？」

「ぼ～っと、だと……！　き、君は……」

「素子、彼は僕たちと、江戸前寿司部についてお話をしていたところだったんだよ」

「話？　なんでぇ、おまえさんひょっとして江戸前寿司部に入りたくなったってぇのかい？　それならそうと早く言えってんだ！　入部希望者ってんなら歓迎するぜ！」

　部長、あんたすげえよ。生ものメインの寿司屋のくせに、他人の心に着火するのも油を注そそぐのも上う手まいじゃないか。天然って、怖こえぇえー。

「ふ、ふざけてるのかっ！　誰がこんな部に入るって言うんだ！」

「だからいちいち大声出すんじゃねぇよ。普通にしゃべってくれりゃ聞こえるぜ」

　おまえが言うな。

「それによ、おめえの目は節ふし穴あなかい？　よく見ねえ、そこに立派な新入部員がいるじゃねえか！」

「なんだと？」

　部長が俺の方をあごでしゃくったので、生徒会長と俺は同時に後ろを振り返った。

「……誰もいませんけど？」

「どこ見てやがんでえ、カツオ！　おめえのことに決まってんだろうが！」

「いやー、とりあえずお約束かなって」

　正直、あんたと一緒にされて生徒会に目を付けられたくもないし。

「……越戸さん、どうやらあなたの周りには、おかしな人間が集まるようになっているようだね」

「そうだね。面おも白しろい人物という意味でなら同意するよ、生徒会長」

　ん？　ひょっとして今、部長と俺一緒くたにされた？　それは甚はなはだ不本意だ。俺はこんなにも普通なのに！　……でも、紫先輩の周りにいるという認識は大いにありがたいので、功こう罪ざい相あい半なかば、差し引きゼロだぜ、生徒会長！

「とは言え、江戸前さん」

「あん？　まだ何か用があんのかい？　おれっちにゃあこれから部員の勧誘っていう大仕事があんだ。入部希望者じゃねえってんなら帰けえってくんな。おめえさんの相手をしてられるほどこっちは暇じゃあねえんでな」

「……それはこちらの台詞せりふだよ。でも、これも仕事なのでね。……屋台を校内に持ち込んだこと、それを引いての暴走行為。これらの校則違反を取り締まっておかないとね」

「校則違反だぁ？　はっ！　おいおい、冗談は顔だけにしてくれよ。生徒手帳のどこ見たって、学校に屋台を持ち込むな、屋台を引いて走るな、なんて文言は書いちゃいなかったぜ？」

　ひどいな部長、生徒会長の顔を冗談呼ばわりか。何様のつもりなんだろ、この人。

「当たり前だっ！　こんな意味不明な行動をピンポイントで禁止する項目なんて作るわけないだろう！」

　そりゃごもっとも。もし『屋台の持ち込み禁止』『屋台での走行禁止』をうたう校則があったら、それを書いた人間はよほどのバカか予知能力者のどちらかだ。

「へん、じゃあ問題ねえってことじゃねえか！　おうおうおう、禁止もされてねえってのに、この屋台がおめえさんにケチつけられるいわれはねえだろ？」

「『学校生活に不必要な物の持ち込みは禁止』、その屋台はこれに十分該がい当とうする！」

　へぇー、校風フリーダムの我が校にそんな校則があんのか。

「へん！　部活は立派な学校生活だろうが！　おれっちが部活の勧誘に使うってんだから、そいつぁ学校生活に必要なもんってこったろうが！」

　屁へ理り屈くつここに極まれり、だな。

「……き、君という奴は……」

　小物チックな皮肉屋の顔はどこへやら、生徒会長は感情むき出しになっている。

　部長は人を怒らせるのが上手いなぁ。なんかこういうのって、自分以外の誰かがやられてると冷静に見られるよね。

「もう文句はねえだろ？　さぁさぁ帰った帰った！　さ、紫にカツオ、おれっち達の仕事にかかることにしようぜって、いててててて！」

「んなっ!?」

　今度は、俺が絶句する番だった。だって、部長の顔が突然巨大な手に摑つかまれたから。

　部長を捕らえたその手の持ち主は、身の丈六尺はあろうかという巨大な女教師だった。

「米よ内ない先生……」

「甘栗原、おまえがこいつのペースに乗せられてどうする？　こいつの発言は基本聞き流せばいいんだよ」

　……すごく的確な部長への対処法だ。勉強になるぜ。

　ジャージ姿に鋭い目つき、そして部長とは真逆の身体特性を有した米内先生は生徒会長にアドバイスしつつも、じたばた抵抗する部長にアイアンクローをかましていた。

「ぎゃーっ！　潰つぶれる！　割れるっ！　てめえ、大おお雪ゆき！　そのでっかい手ぇ離せこんちくしょいでででっ！」

「だれが大雪だ。私の名前は米内小こ雪ゆきだ。加えて言うなら私は教師だ。米内先生と呼べ！」

　呆あきれたように、先生は部長の頭部を手放した。……大雪か。実に的てき確かくなあだ名だ。

「はっ！　教師か行ぎよう司じか知らねぇが、こちとら江戸っ子でい！　お上が怖くて寿司が握にぎれるかってんだ！」

「そうか。だがな江戸前、こちらは握るなと言いに来たんだよ。こんなところで生徒に生ものなんて扱あつかわせられるか！」

「おととい来やがれ、このすっとこどっこい！　生もの扱わねえでなんの寿司屋だ！　きっちりできるってところを見せてやろうじゃねえか！　大雪、なんでも好きなもの握ってやるから言ってみやがれってんだだだだだだっだだ！」

「そうだな、ならてめぇの顔面でも握らせてもらおうか……」

「違っ、握るのはおれっちであってててててっ！　痛えよこの馬鹿力！」

「先生に向かってその態度はないだろ？」

　おおぅ、部長の小さな頭が、米内大雪先生の巨大なアイアンクローで潰されかけている。……そのまま潰してしまえばいいのに。

　俺の内なるエールが届いたのか、部長の頭がさらに締め上げられていく。

「いででででででででっ！　放しやがれ、この時じ代だい錯さく誤ごな体たい罰ばつ教師ぃででっ！」

「……時代錯誤か。おまえにだけは言われたくない台詞だな」

「まあまあ、米内先生。そのくらいにしておいてください。そんなに締め上げたら、素子が今より小顔になってしまいますよ。あとは僕から言って聞かせますので」

　しかし、その頭が潰れる前に紫先輩がやんわりと仲ちゆう裁さいに入った。

「ん？　……なんだよ、越戸がいるんじゃないか」

　紫先輩の顔を見ると、先生は「やれやれ」と苦笑しながら、広い肩をすくめた。

「わかったよ。おまえがそう言うんなら、ここまでにしておいてやる。だが、この屋台は容認できないぞ。このバカ、ここに来るまでに数人の生徒をはね飛ばしているからな」

　あぁ、さっき自分で言ってたね。存在するだけではた迷惑な……。

「はい、ありがとうございます」

「おい、紫！　そんな簡単に……って、いでででででっ！　放せ、このデカ女！」

「黙れちびっ子。越戸の顔は立ててやるが、お前は連行、こっちの屋台はひとまず没ぼつ収しゆうだ。だいたい、どこの世界に部活勧誘に寿司の屋台引っ張ってくるバカがいるんだよ」

　今そこにいる。うんうん、先生方のご苦労がしのばれますな。

「誰がバカだったたたいててててててててててっ！　くそ、カツオ！　姉さんのピンチだ！　バカ面づら下げて見てねえで助けやがれっ！」

「誰がバカ面だ、バカタレ」

　ふん、俺が貴様を助けなきゃならんいわれがどこにある？

「先生、その悪質交通違反者をさっさと連行してください」

「てんめえ、カツオ！　裏切りやがってててててっ！」

「ふぅん？　おまえが噂のイソノカツオか。入学早々、妙みようなのに捕まったもんだな、同情するぞ」

「……痛いたみ入ります」

「てめえカツオ！　姉を見捨てるたぁ何事でぇ！　おめえがそんなケツ曲がりな野郎だったとは思わなかったって、いてててっ！」

「姉って、おまえはいつまでサ○エさんかぶれなんだよ。こいつはカツオでも、おまえはサ○エじゃないだろ。妄想と現実をごっちゃにするな」

「ぎゃーっ！　いいかげん放しやがれーっ！」

　そして、ひとりと一台は騒ぎの余よ韻いんを残したまま、大型教師に牽けん引いんされていきましたとさ。ドナドナドーナー・ドーナー♪

　しばらく屋台が遠ざかって行くのを眺めていると、隣で紫先輩が肩をすくめた。

「――さて、カツオくん。僕も行ってくるよ。素子を少しでも早く解放してあげないと、いろんな意味でこってり絞しぼられちゃうだろうからね」

「たしかに、あの分だったら頭の中身が全部出るくらい絞られることでしょう」

　もっとも、いくら絞ったって練ねりわさびくらいしか出てきそうにないけどな。

　俺の言葉に、紫先輩は苦笑を返して歩き出した。

「やれやれ、昨年から色々やらかしてくれましたが、彼女には困ったものですね。……越戸さんがついていながら、少々監かん督とく不ふ行ゆき届とどきではないですか？」

　その美しい背中に、すっかり存在を忘れていた野郎が皮肉っぽい声を掛けた。

「彼女は僕の大切な友人だ。友人を監督なんてしないよ」

　立ち止まった紫先輩は、肩かた越ごしにそう答えた。

「では指導と言い換えましょうか？　忠告でもかまいません。とにかく、あまり悪戯いたずらが過ぎるようでしたら、こちらとしてはいつまでも放置してはおけません」

「そう。忠告には感謝するよ、生徒会長殿」

　先輩が挑発にさほど反応しないのが悔しいのか、生徒会長は露ろ骨こつに不快そうな表情を浮かべた。そんなところも小物くさい。

「よく彼女には言って聞かせておいてください。いつまでも一人の変わり者を特別扱いしていられるほど、我々生徒会は寛かん容ようでもないし暇でもありません」

　生徒会長は精一杯の小悪党くさい冷笑を浮かべ、

「――今のあなたと違って、ね」

　そう言って、立ち止まったままの紫先輩を追い越し、校舎の方へと去って行った。

　……不愉快だ。

　たとえ紫先輩が奴の発言にいささかも動じていないとしても、奴の態度は万ばん死しに値あたいする。

「紫先輩いいんですか？　あんなこと言わせておいて」

「ん？　……まぁ、気にするようなことでもないさ。――それじゃ、今度こそ僕は行くよ。伊倉くんを愛めでる時間が短くなってしまったのは残念だけど、仕方がない。今日の勧誘活動はここまでにしよう」

「えぇ～？　それはホントに残念です」

　あなたといられる時間、プライスレス。

「まぁまぁ。明日も会えるじゃないか。それじゃ」

　俺との別れを惜おしむ様子もなく、紫先輩は小走りに校舎の方へ行ってしまった。

　あの様子を見ると、本当に部長のことが心配のようだ。

　……愛されてますね、部長。認めたくないが事実は事実……。伊倉を愛でる時間を切り上げたことを考えても、やはり部長が一番なんですね。

　部長、俺はあなたが心の底から妬ましいです。

「井園くん……」

「おう、伊倉。今日はもう終わり……って、どうしたんだ、お前？」

　振り向くと、疲れ果てた様子の伊倉が俺の制服の裾すそをがっちり摑んでいた。両目には涙まで浮かべている。だから、上目遣いはやめろと言うのに。

「…………って、……われた」

「……悪い、よく聞こえなかった。なんだって？」

　ぐすっと大きく鼻をすすり上げて、伊倉は少しだけ声を大きくした。

「同じクラスの男子に、『君かわいいね』って、言われた……」

　……………………あー……。

「まぁその、なんだ…………気にするな」

「……うん、そうだよね。ごめん……ありがと」

　だから、その上目遣いやめろ。




　　　　　三




「おうコラ、カツオ！　こいつぁ一体どういうことでい！」

　放課後、生物準備室に着くなり部長の怒ど鳴なり声が飛んできた。

　部長は窓まど際ぎわにあるいつもの事務イスにどっかと腰こし掛かけ、扉を開けたばかりの俺を不機嫌そのものの顔でにらみつけていた。見たところ、他には誰もいない。

「来たとたんにそう言われましてもね……今日は何をお怒りで？」

　ま、今さら部長のかんしゃくなんて気にすることもないので、俺は部長からほど良く離れた場所に座った。荷物を置く場所は床しかなさそうだ。……そのうちここも片付けないといけないなぁ。どうせ部室を得られることなどないだろうから、ここの居きよ住じゆう性せいを上げるのは重要なことだ。

「そんなもん決まってるだろうが！　部員だよ、部員！　三日も勧誘してんのに、新入部員がひとりもいないたぁ、どうなってやがんだ！」

「あぁ……そのことですか」

　そうなんだよね。部長が連行されたり伊倉がメイド化したり紫先輩が超絶美しかったりした、あの勧誘初日から既に三日が過ぎていた。

　そしてその間の入部希望者はゼロ。

　俺に言わせりゃ当然なんだが、部長様はその結果がたいそうご不満のようだ。

「ちょっと勧誘したからって、そうそう入部希望者が出るような部活でもないでしょ。焦らずやるしかないんじゃないですか？」

　自分がどう思っているにせよ、こうやってフォローを入れられるあたりが俺の常識人たるゆえんだな。俺はなんていい奴なんだろ！

「てやんでぇ、そんな日ひ和よった考えで部員が取れるかってんだ！　長男のおまえがそんなこったからダメなんだろうがよっ！　ちったあ働きをみせやがれってんだ！」

　……このエセ江戸っ子め。『一応』上級生であり、部の長であるという立場を鑑みて、人様がせっかく最大限下した手てに出てやっているというのに。その心遣いに感謝しないどころか、さらにダメ出しとは何様だ。

「部長だって、俺に文句言えるほど何かしてましたっけ？」

　部長のやったことなんて、無駄にデカイ声＋偽にせ江戸弁での呼び込みくらい。

　しかし部長のトークには、紫先輩の魅力とメイド一号の魔力に引き寄せられてきた生徒たちをとても効率よく追い払うという、とてもいらない効果があったのだ。

　ぶっちゃけた話、すげぇ邪魔だった。

「なにおう！　おれっちだって好きでしなかったんじゃねえや！　こちとら用意した屋台も食材も、大雪の野郎に根こそぎかっさらわれたんだよ！」

「そりゃ、あんなもん引いてりゃ捕まりますよ。外で生もの出そうとしてたのだって非常識だし、没収されて当然です！」

　つか、この人どこからあの屋台を持って来て、どうやって学校内に持ち込んだんだ？

「非常識だぁ？　寿司ってのはなぁ、元々屋台で売られてたモンなんだよ！　非常識って言うんなら、むしろ店で食うのが当然だと思ってる連中の方だろうが！」

「へぇ、そうなんですか。知りませんでした」

「はん！　不勉強な野郎だぜ。カツオ、おめえもいっぱしの江戸っ子なら、そのくれえ知っときやがれってんだ！」

　俺は江戸っ子じゃねえよ。つか、何度も言うがあんたも江戸っ子じゃねえ。

「とにかくだ！」

　話が逸それたことに気付いたのか、部長は仕切り直すようにバシッとひとつ膝ひざを打った。

「目標の全国制覇を果たすために、こんなところでつまずいちゃいらんねえ！　一刻も早く五人目を捕まえなきゃなんねえってこった！」

「ちょっと待て！　今、初耳の情報出たぞ！　なんだよ全国制覇って？　江戸前寿司部の全国制覇って何？　ねえ、具体的に何をすんの？　ねえ部長――」

　ガラガラガラー。

「こんにちはー」

「やあ素子。今日も小さくてかわいいね」

「おせえぞ二人とも！　今日こそ新入部員確保しなきゃなんねえってのに、おめえらがそんなんでどうする！」

「ちょっと！　俺の質問に答えてください！」

「うるせえ野郎だな。そんなこたぁいいからみんな外行くぞ」

「えぇ？　そんなこと扱い？　けっこう重要な……って、みんな待ってくださいよ！」




　そんなやり取りがあったのが先週のこと。

　週末をはさみ（紫先輩に会えない二日間は長かった……）、週が明けても新入部員が入る気配はないままだ。……当然と言えば当然だな。むしろ入る理由がないし。

　部長の機嫌は日に日に悪くなっていくが、俺が部活に行く目的はあくまで紫先輩との接近でしかない。だからこの部に部費が下りようが下りまいが、部室があろうがなかろうが、別に俺の目的には関係がないわけで。

　そう考えると、むしろこれ以上部員が増えない方が良いのでは？　とさえ思えてくる。

　事実、冷静に分析すると我が部内における紫先輩の興味度順位は、間違いなく俺が最下位だ。……痛い。心が痛いよう。

　あぁ、いったいどうしたら紫先輩の寵ちよう愛あいを俺に向けられるのだろう？

　そんなことをつらつら考えながら、準備室に向かって歩いていると、

「あ、井園くん。これから部活だよね？　一緒に行こう？」

「ん？　……なんだ、伊倉か」

　後ろから、伊倉がちょこちょこと駆け寄ってきていた。

「なんでため息つくの？」

「いや、別に」

　ただこのシチュエーションで一緒になるのがおまえのようなロリショタではなく、紫先輩のような美女だったらなぁと思っただけだ。

　……いや、ちがうか。紫先輩だったら、と言うべきだ。そもそも紫先輩に比ひ肩けんし得るような美女など存在しない以上、結局どちらでも同じことなわけだが。

「本当？　気になるなぁ」

　その小首を傾かしげる仕し草ぐさが変にかわいらしいからやめてくれ。俺を惑まどわすな。

「男が細かいことを気にするなよ」

「う、うん！　そうだよね。……うん、男だもんね。ふふ」

　おざなりに返事したっていうのに、妙にうれしそうだな。……変な奴。

　伊倉と一緒に歩く、部室までの道のり。

　そこは放課後の校舎内、当然ながら俺達以外にも移動する生徒たちの流れは活発だ。

　運動部と思おぼしきジャージや体操服の生徒や、文化部らしき話をしながら部室棟へ歩く生徒、そのまま昇降口を目指す生徒など、様々だ。

　別に、俺には人間観察の趣味はない。だから俺は、基本的に周りの生徒をボンヤリとしか見ていない。

　だが、その時正面から歩いてくる三人組の女子に対しては違った。

　三人組は、ぱっと見で優等生ではないとわかる格好をしていた。

　着崩した制服、短いスカート、日本人の標準とは明らかに異なる髪色等々、ヤンチャな要素が盛りだくさんの一団だ。

　その中でも、つまらなそうに視線を下げて歩いている、鮮あざやかな赤毛の女の子に俺は視線を奪われた。

　別に一ひと目め惚ぼれとかそういうんじゃない。俺の心は紫先輩だけのものだ。

　だが、視線が吸い寄せられたのは事実。

　何故かって？　自分でも、わからない。わからないが、この感覚はたぶん……。

「……ん？」













　不意に、その少女が顔を上げた。数メートルの間かん隔かくをはさみ、ほぼ正対していた俺と彼女の視線が重なる……直前に、俺は回かい避ひした。

「わっ!?　井園くんどうしたの？　なんでいきなり壁に張り付いてるの？」

「い、いや。ちょうど祈りの時間になったからな」

「祈りって……ど、どんな宗教なの、それ？　聞いたことないよ」

「そうだな、あまり一般的に知られた宗教じゃないかもしれない。だが俺の宗派は決まった時間に決まった方角の壁に額をこすりつけ、神への祈りを捧ささげねばならんという、厳げん格かくな掟おきてがあるんだ」

「そ、そうなんだ」

　うなずいてはくれたようだが、困こん惑わくしているのが丸分かりな伊倉の声。

　……できれば放っておいてくれ。

「――でさぁ……？　本もと山やま、どした？」

「ん？　いや、なんでもない。なんか視線を感じたような気がしただけ」

「あー、そりゃ気のせいじゃねーって。あんたカワイイからさ、男がほっとかないって！」

「……バカなこと言ってんじゃねーよ」

　そんな会話と足音が俺の背後に近づいてくる。……う～ん、早く通り過ぎていかないかな。そうでないと、諸しよ般はんの事情により俺のお祈りの時間が終わらないんだよね。

「つか、なんだアイツ？　壁に張り付いてなにしてんだ？」

「うっわ、キモ。危ない奴なんじゃね？　見ない方がいいって」

　あぁ～、困ったな。お祈りの時間早く終わってくれないかなー？　世間の目が辛つらくなっちゃうけど、これも宗教上の理由だから理解して欲しいな。

「ほっとけよ。春だからな、変な奴も出るさ」

「あ～、わかる。春ってさぁ……」

　三人組の声は次第に遠ざかり、やがて聞こえなくなった。

「えっと、井園くん……わっ？」

「ふ、やれやれ、祈りを終えた後はすがすがしいぜ」

「……え、そ、そう…………なんだ」

「よし、では早く準備室へ行こうじゃないか！　一刻も早く！」

　彼女たちが去った方向とは反対にある、我が恋しき生物準備室へ！

「う、うん……そうだね」

　伊倉は苦笑いを浮かべて頷いた。




　そんなこんなで、今日も楽しい部員勧誘。

　どこの部活も今週が勝負と思っているのか、勧誘の声で桜並木は活かつ況きようだ。

「うっし！　今日こそ誰かとっつかまえねぇとな！　紫、カツオ、タラちゃん、気合入れて行くぞ！」

「おー！」

　周囲に負けじと気合を入れる部長だが、元気良く答えたのは紫先輩だけ。そんな風に元気のいい先輩も、すごくかわいいですね！　デートしてください！

「どうしたカツオにタラちゃん！　声が出てねぇぞ！」

　部長の喝かつが飛んでくる。しかし、

「と、言われましても……ねえ」

「あぅ……これ毎回着なきゃいけないんですか？」

　我らふたりにテンションの上がる要素なし。というか、むしろ下がる要素しかない。

「タラちゃんよう……そのカッコも今日で五日目じゃねえか、いつまで恥ずかしがってやがんでえ。いい加減慣れてきたんじゃねえのか？」

「慣れるなんて無理ですよ～」

　弱々しく答える伊倉に「男が情けねえ声を出すな」などと檄げきを飛ばす部長。……いや部長、男だからこその反応だと思いますよ。

　そう、伊倉は今日もメイド服姿で公衆の面前に立たされているのだった。本日で五日目を迎えたこの羞恥プレイに等しい状態に、慣れる方がどうかしている。

　ちなみに、日々用意される伊倉のリボンは、巻き寿司の具をイメージしたという毎回違う色のものだ。今日はかっぱ巻きをイメージしたというグリーンと白のストライプ。




　もちろん、リボンのチョイスは紫先輩の趣味だ。

「しょうがねぇなぁ。じゃあタラちゃんはいいとして、カツオ！　おめえはなんでそんなふ抜けた顔してやがんだよ。おめえは別に女装ってわけじゃねえだろ」

「……あのですね。女装じゃないからって恥ずかしくない格好とは限らんでしょうが。……って言うか、なんなんですかこれ？　コスプレにしたって、これはひどくないッスか！」

「なぁに言ってやがんでぇ！　よく似合ってるじゃねえか」

「うれしくねえよ！」

　そうなのよ。今日は伊倉だけでなく、俺と部長もコスプレしているのだ。

　何故かって？　端的に言えば、部長の思いつきだ。

　部長の衣装は、自前の寿司職人の服装一式。頭に巻かれたねじり鉢はち巻まきの似合うこと。

「あぁ、ふたりとも、とってもかわいいよ」

　紫先輩はとても嬉うれしそうに、近くに立つ小さいふたりの頭をなでなでした。

　う、うらやましい！　それとてもうらやましいです！

「あぅ～……」

「かぁ～っ！　止めろってんだ紫！　寿司職人ってのはなぁ、愛でるモンじゃねえんだよ！」

　先輩のなでなでにそれぞれ違う拒否の反応をみせるふたり。紫先輩、どうして俺にはなでなでしてくれないんですかっ？　俺は絶対に拒否なんてしないのに！

「カツオくんも、よく似合……ふふっ」

「……せめて、言い終わるまでは我慢して欲しかったです」

「い、いや、すまない。……でも、ホントに……ふふふ」

　えぇえぇ、そうでしょうとも。面白いでしょうとも。あなたを笑わせられるなら、こんな姿をした甲か斐いがあったってもんですよ。悲しくなんてないんだもん！

「おいおい、ちょっと笑われたくらいで大の男が泣くんじゃねえや！　腰こしの十じつ手ても泣いてるぜ！」

「誰のせいで泣いてると思ってんですか！」

　俺のコスチュームは銭ぜに形がた平へい次じの職業として有名な岡おかっ引ぴきだ。しかもご丁てい寧ねいにちょんまげヅラ付き。……ちなみに、これ部長の私物である。

　昨日部長がコスプレ勧誘を思いついた時、その手の衣装を持ってないと俺が言ったら、「サイズの合いそうなものがあるから、持ってきてやる」と、持って来たのがこれだったという話。なんでこんなもん持ってたんだよ、部長？

「……うん、ホントに似合ってるよカツオくん」

「！　ありがとうございます！」

　どんな状況であれ、あなたの褒め言葉は最高にうれしいです、先輩！　大好きです！

「なんでおれっちの時とそんなに反応が違うんだよ！」

　それは無論言った人間が違うからだよ。……面倒だから言わないけどね。




　寿司職人（男装）とメイド（女装）と岡っ引（ヅラ付き）がひしめき合う空間。見よ、この親しん和わ性せいのなさ。これをカオスと呼ばずに何と呼ぶ？

　部長の望みどおり、目立ってはいる。たくさんの生徒が俺達に視線を向けているさ。

　……けどね、これ悪目立ちしてるだけじゃないかな？　実際問題、新入生どころか誰も近くに寄ってこないし。

　コスプレ集団と化した我ら江戸前寿司部の中で、紫先輩だけはいつもの制服姿のまま、何やら楽しそうにしていた。

　先輩のコスプレ姿も見たかったな。ナースとかすごく似合いそうなのに。……いやいや、紫先輩のビジュアルと性格的に、女医の方が似合うかも？

「うんうん、素子はそういう姿が本当に良く似合うよね。僕の部屋に飾っておきたいくらいだよ。……そうだ、今から僕の部屋に行こうじゃないか」

「バカ言ってんじゃねえや、誰が行くかってんだ！　おれっち達にゃあ部員勧誘っていう大事な使命があんのを忘れたってのか？　……カツオ、おめえも何か言ってやれ！」

「はいはいはい！　部長が行かないって言うんでしたら、俺行きます！　是ぜ非ひ先輩の部屋に入れてください！　ずっと飾っておいてもらってかまいませんから！」

「こらぁっ！　カツオーッ！　てめえって奴はホントにおめでてえ野郎だな！」

　ひゃっほー！　部長が何か言ってるが、どうでもいい！　先輩のお部屋に上がれるチャンスだもんねー！

「ごめんね、カツオくん。僕の部屋は普通の男の子は立ち入り禁止なんだ」

　がーん！

「じゃ、じゃあ……どんな男だったらいいんですか？」

　俺は普通を信しん条じようとする普通人間イソノカツオだが、紫先輩のお部屋に入れてもらうためなら、それを曲げたってかまわない！

「そうだね……伊倉くんみたいに小さくてかわいい子とか、伊倉くんみたいな男の娘ことか……」

「それ要するに伊倉だけってことですよね？」

「……え？　えぇっ？　ボ、ボクですか？」

　ひどいです先輩！　俺はこんなにもあなたを思っているのに……！　そこをなんとかならんのですか？

「あぁ、かわいい系じゃなくても、男の子好きな男の子だったらいいかな。カップルで来てくれるなら、さらに大歓迎だよ」

　ハードル高たけぇっ！　それは俺にとって決して越えたくない壁です、先輩！

　……でも、先輩の部屋……でも……っ！

「井園くん、それ悩むところなの……？」

「当たり前だっ！　男として、これほど悩ましい選択が他にあるかっ！」

「…………え、ええと」

「もちろん伊倉くんはいつでも大歓迎だけど」

　な、なにいっ!?　かつてない不公平ですよ先輩！

「越戸先輩、なんでそんなにボク推おしなんですか！」

「そうですよ！　なんでこいつばっかりそんなに優ゆう遇ぐうするんですか！　たしかにこいつはロリショタど真ん中で、今まさに女装の真っ最中っていうモロ先輩好みかもしれませんが、先輩を想う強さは俺のほうが何万倍も上ですよ！」

「ロリショタ……って、ひどいよ井園くんっ！　ボクは普通の男だよっ！」

　普通なものか！　時とき折おり俺もうっかりかわいいと思ってしまう愛あい玩がん系けい男子め、メイドコスのまま涙目で詰め寄ってくるんじゃねえ！　お前は俺との距離感が妙に近いんだよ！　俺のパーソナルスペースを侵おかすなよ！　軽々しく人の心に踏み入ってこないで！

「そうだ、カツオくんが伊倉くんと付き合うって言うのなら……ふたりを僕の部屋に招待することも吝やぶさかじゃないけど」

　ここでそんな選択を突きつけてこないでください！　……っく！　しかし……！

「井園くん、だからそこで悩んじゃダメだよ！」

「そうだぞカツオ！　男と男が付き合うなんざ、全くもって粋いきじゃねえ！　おれっちはおめえをそんな野や暮ぼな野郎に育てた覚えはねえぞ！」

「俺もあんたに育てられた覚えはねえよ！　ちょっと黙ってろ、ちんちくりん！」

「んなっ！　か、カツオ！　てめえ言うに事欠いてちんちくりんたぁなんだ、ちんちくりんたぁ！　人が気にしていることを……！」

　顔を真っ赤にしてぶるぶると震える部長から、なにやら殺気めいたものを感じる。

「あれ？　意外に小さいことを気にしてるんですね。……二重の意味で」

「こんの野郎ーっ！　もう勘かん弁べんならねえ！」

　おおっ、まさか怒りの鉄てつ拳けんですか？

　身長差から、アッパー気味の軌き道どうになった鋭するどい拳こぶしが俺の目の前に迫って……ちょっ顔狙いはやめてっ！

「うわっ？」

　反射的に大きく身をかわしたので、なんとか部長の拳は回避できた。

　が、その拍ひよう子しに足がもつれ、無ぶ様ざまにも俺は背中から地面に倒れてしまった。

　うぅ、背中痛い。後頭部もちょっと打った。

「つぅ～……部長、なにもいきなり殴ることは……」

　痛みを堪えつつ、身を起こしながら目を開けてみたら、目の前には二本の人の足。

　制服でふくらはぎとふとももが出ているということは、この足の持ち主は女子だね。

　ふむ、肉付きもほど良い健康的な足だ。

「なっ？」

　驚愕したような声がその足の上の方から聞こえ、つい見上げてしまったのが運の尽つき。

　さて、突然ですが問題です！

　この時俺は地面に倒れていて、目の前には女子の足があって、そこから上を見上げたら何が見えるでしょうか？　正解は三秒後！

「あ、白……」

　はい、正解は魅み惑わくの空間、短めのスカートの中身でしたーっ。

「な、なな……っ！」

　――って、しまった！　何をうっかり口に出しているんだ俺！

「あ、あの、これはちょっとした事故であってですね……」

「なに見てやがる、このちょんまげ野郎っ！」

　ごふおっ!?　顔面にスカートさんの靴くつ底ぞこがめり込み、俺の頭ず蓋がい骨こつがアスファルトで固められた地面とのセッションでごきげんなサウンドを奏でる！

　擬ぎ音おんで表すなら「メゴ！」だ！

「お、おぉぉぉぉ……ぉ……」

　痛いよ、痛いよう。言葉も出ねえよ。頭部装備のヅラは防御力ゼロだ。

　俺は顔面を両手でおおい、地面をのた打ち回るしかできなかった。

「はぁ……はぁ……！　い、いきなりなんなんだこの変態っ！」

　ぜえはあと荒い息遣いは、俺の頭部に深刻な打撃をもたらしたスカートさんのものだろう。……変態はひどいじゃないですか。そして痛いじゃないですか。

「カツオ！　てめえ何してやがんだ！」

　何って、あんたのせいで転んでさらに追おい討うちされたんですよ。

「カツオくん……痛そうだね……ふふふ」

　あぁ、Ｓっ気全開のあなたの笑顔は最高です！

「い、井園くん、大丈夫？」

　おおぅ、我が心の友・伊倉よ、真っ当に心配してくれるのはお前だけみたいだ。

「……い、生きてはいる」

　地面に正座するような格好で、なんとか上体だけは起こすことができた。

「すいません！　こいつぁご覧の通りのバカですが、悪気はなかったんでさぁ。許してやってください！」

「え？」

　スカートさんの困惑した声。そりゃそうだ、俺だって困惑したもん。

　気がつけば、何故か部長が俺のとなりに正座していた。

　部長、俺のために土ど下げ座ざをしてくれるって言うのか……？　俺はあんたをちんちくりん呼ばわりして怒らせた、無神経野郎だっていうのに……あんたって人は……！

「ほらカツオ！　おまえもちゃんと謝らねえか！」

　感動していると、俺は部長にガッと首根っこを摑まれ、

「あいだっ！」

　そのままガツンと地面に頭を叩きつけられた。はずみでヅラが地面に落ちるほどに。

　……よく見れば、部長はまったく頭を下げていないじゃないか。

　じゃあ部長が地面に座っていたのは、俺の首を摑まえやすいからかよ？

「何しやがる、このちんちくりん！」

「なぁにおう！　それが弟の不始末を一緒に謝ってやった姉に対する言葉か！」

「俺がこけたのはあんたのせいだろうがっ！」

「……カツオって、まさか……」

　ん？　ずいぶん俺の名前に反応する人だな、と痛む顔を上げると、

「…………っ！」

　そこに立っていたのは、さっき廊下ですれ違った赤毛の少女。

　まさか、スカートさんの正体はあなたなのですか！

　体中から冷や汗が噴出し、体が震え、心拍が速まる。

　……まただ、この子を見ていると、何故か知らないが心の奥底からある感情が吹き上がってくる。

　スカートさん改め赤毛の彼女は、俺を見下ろしたまま視線を外さない。

　つり目がちな大きな瞳ひとみはかっと見開かれ、その強烈な視線にこっちは蛇へびににらまれたカエル状態だ。……動けない。

「…………」

「………………」

　はたから見れば、俺達は見つめ合うふたりに見えたりするのだろうか？　でもその実、俺は生きた心地がしてなかったりする。

　いや、しかし、この感覚はどこかで……？

「ひょっとして……井園、カツオ……？」

　赤毛さんはつり目がちな瞳を大きく見開き、口元を隠すように両手で覆おおった。

　あれ、その仕草は見覚えが…………あ！

「もしかして……本山……」

　遙はるかな記憶の中の少女と、目の前の少女が重なっていく。

「！　やっぱり！　カツオく……」

　赤毛さんの表情がぱっと明るくなり……、

「……葵あおいさん？」

「……く、クソ野郎！　なに『さん』付けしてんだ、こらぁああああっ！」

　彼女への敬称が終わるか終わらないかのうちに、俺の体ははね飛ばされた。

　彼女の拳を頰ほおに受け、その重さに我が身ははっきりと理解した。

　このパンチ力……間違いなく、赤毛さんはあの本山葵だ、と。

「カツオくんっ！」「井園くん!?」「と、飛んだっ？」

　部員一同の驚嘆を遠くに聞きながら、俺の意識は過去へと誘いざなわれていった……。
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「おはよう、葵あおいちゃん」

「……だから、葵ちゃんって呼ぶなっつったろ」




　小学校五年生になったばかりの俺は、校内屈くつ指しの問題児と隣となりの席になった。

　本もと山やま葵、通称「北小の本ワサビ」。

　彼女の生まれつき赤い髪とかけて「北小の紅あかい悪魔」とも呼ばれていたっけ。

　……もっとも、面と向かってその名を口にする命知らずはいなかったから、本人がそれらを知っていたかどうかはわからない。

　一学年三組しかなかったのに、俺と彼女は五年生になるまで一度も同じクラスになったことはなかった。だが、彼女にまつわる数々の噂うわさだけは耳に入っていた。

　彼女の噂は、そのどれもがすさまじかった。

　曰いわく、気に入らない男子中学生を一対五でフルボッコ、全員病院送りにした。

　曰く、喧けん嘩かした相手の家に押し入って、家族全員のした。

　曰く、機き嫌げんが悪かったのか、駐車場にあった校長の車を素す手ででひっくり返した。

　言うまでもなく大半が虚きよ報ほうだったが、いくつかの暴ぼう力りよく沙ざ汰たを起こしたということは事実だったようで、赤毛につり目という彼女の容よう姿しも相まってかなり恐れられていた。

　俺もクラスが一緒だと知ったときには大いにビビッたものだし、さらに席が隣になった時にはどうしようかと思った。だが……。

「よ、よろしく本山さん」

「……うん。……お前の名前は？」

「い、井い園そのカツオ。ちなみに、本名」

「…………ぷ」

「……笑うなら、せめてもっと派は手でに笑ってください。余よ計けいに悲しくなるから」

「……笑ってない」

「いやいやいや、今小さくふき出しましたよね？」

「笑ってないって言ってんだろ！　だいたい井園カツオって……ふふっ」

「だからせめて我慢せずに笑ってー」

「ちがっ、笑ってな……ぷっ、ふふ、あははははははは！」

「全力で笑われた！　ひでえ！」

「……自分で笑えって言ったくせに泣くなよ。変な奴」

　人生、何が幸いするかわからない。忌いむべき名前のお陰かげで、俺は彼女とのファーストコンタクトを成せい功こう裏りに終えることができた。




　一学期が始まって間もないある日のこと、日直のひとりが体調不良で早退してしまったことがあった。

　昼休み、担任はそれを失念していたのか、日直に社会の授業で使う資料を用意しておくようにと指示を出して去っていった。

　もうひとりの日直は葵だった。

　その量は、小学生がひとりで運べるようなものではなかったが、彼女は何も言わずひとりで教室を出て行ってしまった。

　まさかひとりで運ぶつもりか、無理に決まってる。いや、あの本ワサビなら行けるんじゃないか？　そんな声が教室で上がったが、誰だれも手伝う様子はなかった。

「本山さん」

「……なんだよ」

　案の定と言うかなんというか、彼女は大量の荷物をひとりで抱かかえ、資料室から出るのも苦労しているところだった。……追ってきて正解だったようだ。

「ひとりじゃキツイでしょ？　手伝うよ」

「……別にいい。ひとりでできる」

　あからさまに噓うそだった。

　彼女の抱える資料は大型の地図と多数の分厚い地図帳だ。仮に腕力が足りたとしても、バランス的にひとりで持っていくのは無理がある。

「まあまあ、そう言わずに」

「あっ、おい、勝手に……！」

「まあまあまあ」

　地図帳の山をふんだくる。

　……うお、予想以上に重い。本気でこれひとりで持っていく気だったのか。

「…………ふん」

　俺が歩き出すと、葵はそれ以上何も言わずについてきた。ふふん、素直じゃないなぁ。

　教室までの途中、特に何を話すわけでもなかったが、なんとなく俺は彼女との距離が近づいたような気がしていた。

「ほら、やっぱりひとりじゃ無理だったろ？」

　教室に資料を届けた後、俺が得意げにそう言うと、

「……別に、二往復すればよかったんだよ」

　葵は呆あきれたように言った。

　しまった、その発想はなかった。

「…………けど、確かに楽だった、かな…………ぁりがと……」

　ぷいっと目を逸そらした葵の横顔は、少し赤かったと思う。




　またある日のこと。

「本山さん、おはよう」

「……ん。おはよ」

　その日、いつもより早く教室に着いたら教室にはまだ葵しかいなかった。

　いつも通り席に着き、机の横にランドセルをかける。別に用事があって早く来たわけじゃない。俺は暇ひま潰つぶしに持ってきた本を開いた。

　他に誰もいない朝の教室、埋うまっているのは隣り合う俺達の席だけ。

　俺がページをめくる音だけが、静かな教室に響く。

　なんとなく、本に落としていた視線を葵の方に向けると、ばっちりと目が合った。

「……っ！」

　？　あれ、何な故ぜ目を逸らすのさ？　てか、何故こっちを見てたの？

「本山さん、何か用？」

「……べ、別に」

　そっぽを向いたまま、葵はぶっきらぼうに答えた。

「そう？」

　再び読書に戻ろうとして、ふと気づいた。ひょっとしたら、葵とふたりきりになるのは初かもしれん。……そう考えると、どうも落ち着かないな。

「……あ、あのさ」

「え？　な、何？」

　俺は驚いた。珍めずらしく葵の方から声を掛けてきたからだ。

　いや、ひょっとしたらこれも初かもしれない。

「……なんで、『本山さん』なんだ？」

「へ？　いやだって、本山葵さん、だよね？」

「……そうじゃなくてさ、その……お、お前は他の奴を呼ぶとき、だいたい呼び捨てにしてるよな？　なのにさ、あたしのことは……『さん』付けじゃん？」

「あー、言われてみればそうだね」

　別に他意はなかったのだが、葵を呼ぶときは『さん』付けのままだった。

「言われてみればって、なんだよ……で？　理由は？」

「え？　ただ、なんとなく……かな？　なんで？」

「…………べ、別に。……けど、その……」

　ふむ、自分から切り出してきた話題なのに歯切れが悪いな。……ここは俺の空気読みスキルを発動するとしようか。えぇと……つまり、

「『さん』付けは他人行儀だから、変えろってこと？」

　返事はなかったが、表情からしてそれで正解のようだ。

「うん、そうだね。じゃ、これからは葵ちゃんって呼ぶね」

「……あ、葵ちゃんっ？　や、やめろ！　ちゃん付けなんてあたしのキャラじゃない！　他の奴みたいに呼び捨てにしろよ！　恥ずかしいだろっ！」

　お、珍しくわかりやすい反応だ。……面おも白しろい。

「じゃ、本山」

「……それはなんかムカつくな」

「えぇ～？　じゃあ、葵」

「～～～～～～～～」

　あれ？　そこで赤面してうつむきますか。……こっちまで照れるじゃないか。

「や、やっぱり葵ちゃんで」

「なんでだよっ！」

　軽くこづかれた。




　色々ある中でわかったのは、葵は噂通りとんでもなく腕うでっ節ぷしが強かったが、逆に噂のように粗そ暴ぼうな人間ではないということだった。




「葵ちゃーん！　ハンカチ落としたよ～……って、あいたっ！　なんで叩たたくのさ？」

「バッ……！　だから！　ちゃん付けすんな！　恥ずかしいんだよ！」




　たしかに、何かの拍ひよう子しに手が出ることはあったが、たいていは手加減したおふざけだったし、彼女が本気で怒る時にはそれなりの理由があった。




「おっはよう、葵！　って、いだぁっ！　ちゃんと呼び捨てにしたのに、何故っ？」

「う、うるさいっ！　うっとーしいんだよお前はっ！」




　俺が見た限りでは、彼女は容姿と腕っ節を除けば、口くち下べ手たで、素直じゃなくて、照れ屋で、人付き合いが苦手なだけの、普通の優しい女の子だった。




「そういえばさ、俺だけ葵を呼び捨てにしてるのも不公平だよね。考えてみたら、俺のこと『お前』とか、『あんた』としか呼んでくれてないし」

「…………だから、なに？」

「これからは、俺のこともカツオって、あいたっ！　今なんで殴なぐられたの？」

「～～～～～～っ！」




　気が付けば、俺は葵を異性として意識するようになっていた。

　そして自じ意い識しき過か剰じようにも、葵も俺のことを意識しているんじゃないかな、と思っていた。

　だって、俺と葵はお互いにとって一番仲が良い異性なのは確かだったから。

　…………そう、思って『いた』のだ。あの時までは……。




　俺達が六年に上がる直前、葵の転校が決まった。

　理由はお決まりの「親の仕事の都合」だった。あまりにベタで、俺は笑ってしまったくらいだ。

「引っ越すのって、どこ？」

　葵が答えたのは、となりの市だった。大人にとっては大した距離じゃない。

　ただ、その時の俺達にはあまりにも遠い距離だった。

「……そっかぁ。あんまり会えなくなるな」

「……うん」




　葵の転校が数日後に迫っていた、終業式の日。

　式典の後、俺は葵から体育館裏うらに呼び出された。

　正直に言おう。俺はその時、葵に告白されるもんだとばかり思っていた。

　いや、だってさ、流れ的にはそうじゃん？　ベタなシチュってのもあるし、ガキなんだからそのくらいの自うぬ惚ぼれはあるでしょ？

　ま、とにかく俺は別れが近づくさみしさと、生まれて初めて告こくられるかもというドキドキワクワクな期待感の中、浮き足立ちまくったフワフワした足取りで、体育館裏へ向かった。俺はその時、相当緩ゆるんだ顔をしていたんじゃなかろうか？

　もし今の俺が、その時の俺に話しかけられるなら、こう言うだろう。

「落ち着け、この自意識過剰な勘かん違ちがい野郎。冷静になってよく考えろ」と。

　しかし記憶の中の俺は、やっぱり記憶通り葵の前に立ってしまった。

「葵、言われたとおり来たぞ」

　何気き取どってやがる。アホか。

「……うん」

「話って何？」

　何を白しら々じらしいことを！　告白されると思って来てるくせに！

「………………うん」

　葵はうつむいたまま、何かをこらえるように胸の前で手を握にぎっている。頰ほおは紅こう潮ちようし、肩が少し震えていた。

　当時の俺は、身の程知らずにもそれを緊張だと解かい釈しやくしていた。

「……………………」

「えっと、葵？　ずっと黙だまってられても困るんだけど」

「………………………………」

「お～い。葵ちゃ～ん？」

　それでも、葵は動かなかった。今にして思えば、あれは力を溜ためていたのだ。

「葵ってば」

　そして、俺の手は葵の肩という名の、運命のボタンへとおろされた。

「っ！」

　その肩がびくっと震えた感触を、俺ははっきりと思い出せる。ずっと下に向けられていた葵の目がようやく上がり、俺を捉とらえた。

　葵の瞳は、俺がそれまで見た事のない感情を灯ともしていたと思う。

「…………っ！　や、やっぱりダメ……っ！」

　何がダメなんだ？　そう聞こうと思った俺の口から出たのは、

「ぐふおぉっ！」

　苦く悶もんだった。何が起こったのか瞬しゆん時じにはわからなかったが、一いつ拍ぱく遅れて右わき腹に穴でも開いたかのようなすさまじい衝撃と痛みが走った。

　そう、俺の右わき腹には、葵の必殺リバーブローが突き刺さっていたのだ。

　痛みと衝撃で、肺はいから酸素が全て奪われる。思考がまともに働かない中、それでも生存本能は失った酸素を補給すべく、大きく息を吸い込むためにあごを上げ、

「ごっ!?」

　そのあごに第二撃、葵のフィニッシュブローたるガゼルパンチが追おい討うちを掛けた。

　俺の首が、付け根からもぎ取れんばかりに跳はね上げられ、ついでに意識も朦もう朧ろうとする。

　な　に　が　お　き　て　い　る　の　？

　理解できないままでも、跳ね上げられた俺のあごは重力に引かれて下がり、水平に戻った視界の中に、俺は見た。

　葵の身体からだが、∞の軌き道どうを描えがくようにウィービングを繰くり返かえす光景を。

　これは、葵の最終兵器デンプシーロール……っ！

　薄れ行く意識の中で絶叫してみても、どうにもならない。

　俺の意識はデンプシーロールの初撃、一発目の左フックで完全に刈かり取られた。




　次に俺が意識を取り戻したのは、病院のベッドの上だった。

　幸いなことに骨こそ折れてはいなかったが、俺は全身打だ撲ぼくでしばらく入院させられることになった。

　春休みいっぱいを病院のベッドで過ごしながら、俺はずっと考えていた。

　俺は、なんと愚おろかな妄もう想そうを抱いていたのだろう、と。

　俺は彼女の態度や言動の裏を読みすぎていたのだ。

　葵は素直じゃないだけだと思っていた。口下手なのだと、それ故ゆえにツンな発言になっているだけで割とデレているのだ、などという被ひ愛あい妄想に駆られていただけなのだ。

　俺はただの自意識過剰野郎だった。彼女は本当に俺に腹を立てていたのだ！

　そして、去り際ぎわにそれまでの怒りストレスその他諸もろ々もろを荷か重じゆう移い動どうの効いた重い拳こぶしに乗せ、俺に叩きつけていったのだ。彼女がしたかったのは告白などではなく、お礼れい参まいりだったのだ！

　……考えてみれば、体育館裏は告白に使われやすい場所であると同時に、気に入らない奴をシめるための呼び出しスポットでもあるじゃないか。舞い上がっていた俺は、そんなことにも心が回らなかったのだ。

　井園カツオ……おまえはなんて愚かな男なんだ！




　これは、後のちにそれを覗のぞき見していた奴らに聞いた話だ。

　葵のデンプシーロールの威力はすさまじく、俺は意識を失ったまま倒れることさえ許されず、強風に弄もてあそばれる木の枝のように、ただただ殴られるままに右へ左へ激しく揺さぶられ続けていたという。

「壊れたばね仕じ掛かけの人形みたいだった」とは、その中の一人だった熊くま切きりの談。

　暴風のようなパンチの渦うずの中、殴られるたびに俺の頭ず蓋がい骨こつと体は、聞いたこともないような湿しめったイヤな音を立てていた、とも言っていた。

　時間にして数十秒。ようやく葵の攻撃が終わると、俺の体は糸の切れた操あやつり人形のように地面に崩れ落ち、葵は俺の惨さん状じように一いち瞥べつもくれずに顔を覆おおって走り去ったという。

　……自ら作り出したグロい俺を見たくなかったのだろう。

　そして、その場にはボロ雑ぞう巾きんと化した俺と、覗きに来たつもりで暴行傷害事件の目撃者になってしまった、あわれな数人の男子だけが残された。

　恐怖の余あまり、その後しばらくは誰もその場を動けなかったという。その分、俺の処置が遅れたわけだが……彼らを責めるのは酷こくというものだろう。




　かくして、本山葵は俺の体と心には深く大きな傷きず跡あとを、そして北小には最後の伝説を残し、去っていった……。
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「……と、いうわけで俺はパンチアイになったのです」

「パンツ愛？　なんでぇカツオ、だからおめえあの時ワサビちゃんのスカートのぞいてやがったのか？　けっ！　どうしようもねえ野郎だな、おい」

「全て違う！　聞き違いしてるし、俺があの時転んだのはあんたのせいだろうが！」

　回想を終えて早々、なんという言い草だ。

「素もと子こ、パンチアイっていうのはね、強いパンチを貰もらったボクサーがその後パンチに過か剰じよう反はん応のうしてしまう症状のことだよ。攻撃から目を逸そらしたり、硬こう直ちよくしてしまったり……まあ、ボクサーを続けるには致ち命めい的てきだよね」

　さすが紫むらさき先せん輩ぱい、博はく識しきでいらっしゃる。

　そうなのだ。俺は小学生の段階でボクサー生命を断たたれたのだ。……目指してもいないのに。

「今は多少ましになりましたけど……パンチに限らず、顔に迫せまってくるものは全部怖くて大変でしたよ」

　あんたのパンチを無む駄だに大きくよけちまう程度には、俺の症状は残ってるんだ。

「ふうん？　そりゃただの腰こし抜ぬけなんじゃねえのか？」

　ちがわいっ！




　しかし、疲つかれた。俺は深々とため息をついてイスに座った。

　ここは生物準備室、今は俺が葵あおいさんに殴なぐり飛ばされた翌日の昼休みである。

　思い出したくもない思い出だったが、飯めしの間中尋たずねられたら答えないわけにはいかない。仕方ないから、こうして他ほかに聞く人間のいない生物準備室まで移動してきたのだ。

　そんなこんなで、ようやく俺と本山葵にまつわる話を終えた。

　臨りん場じよう感かんあふれる俺の話で、彼女がいかに恐ろしい存在であるか伝わったのだろう。三人は一様に微び妙みような表情を浮かべ、互たがいに目め配くばせしてうなずき合った。

「ともかく、おめえさんとワサビちゃんのことは、よっくわかった」

　部長が大おお仰ぎようにうなずき、俺を見た。わかっていただけましたか、部長。

「カツオ、おめえちょっと行ってワサビちゃん勧誘してこい」

「何もわかってねえ！　部長、ちゃんと俺の話聞いてました？」

　俺の話のどこをどう聞いたらそんな結論に達するんだ？　バカにも程ほどがある！

「おうさ、聞いてたとも」

「だったら、なんでそんな話になるんですか！」

「何言ってやがんでえ、この唐とう変へん木ぼく！　聞いてたからこその結論だろうがよ」

　部長はバカを見るような目で俺を見た。おのれ、バカのくせに！

「意味がわかりません！　なんで断られるってわかってることを、殴なぐられる危険を冒おかしてまでせにゃならんのですか！」

「やれやれ、このとんちきは……貴重なワ○メちゃん要員を簡単に確保できるんだ、行かせない手はねえだろうが」

「はあ？　簡単ってなんですか！　尋じん常じようならざる困難ですよ、それ！　……つか、ワ○メちゃん要員ってなんですか？　恐怖の権ごん化げたる葵のどこに素直で大人おとなしいワ○メちゃん要素があるんですか？」

「スカートが短いとこ」

「表に出ろやコラァアアあああっ！」

　ふざけるのも大たい概がいにしろよ、このチビ！

「……あの、井園くん」

「なんだ、伊倉？　そうだ、おまえからもこのちんちくりんに言ってやれ！　どう考えたって葵は無理だってな！　…………伊倉？」

　なんだ？　返事がないと思ったら、伊い倉くらは何やら困った顔で俺を見てやがる。

「えと……言いにくいんだけど、ボクも部長に賛成だよ。井い園そのくんが行けば、本もと山やまさんは入ってくれるんじゃないかな？」

　い、伊倉までそんなことを！

「……おまえだけは、おまえだけは俺の味方だと思ってたのに！　伊倉、おまえまで部長に毒されたっていうのか！　なげかわしいぞ！」

「そ、そうじゃないよ！　だって……」

　食い下がってこようとする伊倉と俺の間に部長が入り、手を上げて伊倉の言葉を止めた。……なんだよ、そんな風に睨にらんだって怖くないぞ。

「……いいから、とりあえず行って来い。カツオ、こいつぁ部長命令だ。拒否権は認めねえぞ」

「断固拒否します」

「てやんでえ！　認めねえって今言ったとこだろうが！　いいから行けってんだ、このすっとこどっこい！」

　何な故ぜそっちが怒るんだ、怒りたいのはこっちだ。いや、むしろ泣きたい。

「イヤです！　って言うか無理です、ごめんなさい！　謝りますからマジで勘かん弁べんしてください！　おねがいします！」

　俺の勢いに押されたのか、部長は言葉に詰まったようだった。

　そりゃあそうだろう。今の俺はマジだ。大マジだ。

　だってホントにイヤなんだもん！　足りないって言うなら、土ど下げ座ざでも何でもしてやるぞ、こんちくしょう！　この意思は鋼鉄はがねよりも堅い！　力ずくで曲げようったって、そうはいかないんだからな！

「僕からもお願いするよ。行ってくれないかな、カツオくん」

「お任せください紫先輩っ！　井園カツオ、必ずや先輩のご期待に応えてみせますっ！」

　そうとも、紫先輩のお願いを叶かなえるためになら、俺はこの命さえ懸かけられる！　先輩が望むと言うのなら、見事に散ってご覧らんにいれましょうとも！

「……この流れ、いい加減に飽あきてきたぜ」

「あ、あはははは……」
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　と、いうわけでここは一年七組の教室前。

　おわかりだと思いますが、ここは本山葵あおい嬢の在ざい籍せきクラスである。

「勢い込んで、来てはみたものの……」

　恐ろしい。非っ常～に、恐ろしい。

　さっきは紫先輩のお願いに、ついつい安やす請うけ合あいしてしまったが、正直生きて帰れる自信がまるでない。いや、むしろ帰れないという予感がビシバシする。

　ちなみに現在は放課直後の帰宅ラッシュ時である。

　葵さんが帰宅する前に捕まえなければならんので、ＨＲホームルーム終了と同時にダッシュかけた結果、俺は七組が解散した直後にここへ到とう達たつすることに成功した。

　こそこそと教室内を窺うかがってみると……いた。

　教室の窓まど際ぎわ、一番後ろの席。事前情報の通り、居眠りするのに最適な教室一等地に彼女の姿があった。さすがだぜ、青あお葉ば学がく園えん諜ちよう報ほう部ぶ。

　葵さんは先日一緒にいた派は手でな二人と話をしており、すぐに教室を出るそぶりは見せていない。ふむ、少し考える時間がありそうだ。

　俺は教室から出てくる七組生徒の視線から逃れるため、出入り口を確認でき、かつあちらからの視線は届かない場所、廊下の曲がり角へと身を隠した。

　よし、これで安全に監視できるぞ。

「……何してんだ、あいつ？」

「しっ！　きっとストーカーだよ。ジロジロ見るなよ、関わるとろくなことないって」

　ふん、だまれ有う象ぞう無む象ぞうども。今は貴様らのごとき世間の目など恐ろしくもない。俺が今恐れるのは本山さん家ちの葵嬢だけだ。

　しかし隠れたはいいが、どうする俺？

　こうしていれば彼女に発見されることはないかもしれんが、それでは紫先輩から仰おおせつかった大事な『お願い』を達成できないことは明白だ。

　中国由来の格かく言げんに『虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得えず』とある。ここはそれに従したがい、勇気を持って果か断だんに虎穴へと向かうべきなのだろうか。それが成功を生むのだろうか。

　……しかしだな。

　そもそも虎児なんぞ欲しがらなければ、危険を冒す必要はないわけで。

　中国の皆さんにちょいとお聞きしたいのだが、虎とらの子供ってわざわざ死し地ちへ赴おもむいてまで捕ほ獲かくするだけの価値があるものなの？　そんなの捕まえてどうするの？　飼うの？　食べるの？

　正直そのどちらの目的にも、虎児よりふさわしくかつ安全な動物など他にいくらもいようというものだ。わざわざ死の危険を冒す必要がない。

　ふむ、今ひとつ意図のわからない中国の格言は一時脇わきに置くとして、俺は『欲しがりません勝つまでは』の日本的精神に基もとづいて行動すべきじゃないだろうか？

　具体的に言うと、新たな部員など勧誘しないということだ。

　そうとも、考えてみたら今俺の周りには麗うるわしい紫先輩も、わずらわしい部長もいないのだ。「勧誘したんですけどぉ、無理でした～」と帰って言えばいいんじゃないか？

　俺が本当に勧誘したかどうかなんて、この場にいないふたりには確認のしようがない……これは、良いアイディアじゃないか？

　きっとふたりのことだ。俺が帰ってそう報告すれば、

「こぉの半ちく野郎！　ガキの使いじゃねえんだぞ、勧誘できるまで帰って来るなってんだ！」

「そうか、断られたんなら仕方ないね。もう一度行ってくれないかな？（にっこり）」

　と、俺を何度でも送り出すことだろう。……ダメじゃん。

「仕方ない、ここは一度作戦を練ねり直して――」




「……カツオ？」

「へ？　……おわあっ？」

　顔を上げると、葵が目の前に立っていた。

　し、しまった！　虎穴に入る前に虎の方から出てきやがった！

　どうやら俺は思考に没ぼつ頭とうするあまり、監視の目をおろそかにしてしまったらしい。

　なんという失しつ態たい！　そしてなんという緊急事態！　ここはすでに虎の間合いだ！

　どうやら葵さんはおひとり様のようですが、彼女の場合周囲に他の人間がいない方が危険度が高いのでそれは何の慰なぐさめにもならないどころかむしろマイナス！

「おわあ、って……なんだよ、その反応は……」

「いやそのっ、なんと言うかそのっ！　なんと言うかごめんなさいっ！」

　あわわわわわ！　葵の表情は、かつて見み慣なれていた不ふ機き嫌げんそうなしかめっ面つらで、これはつまり攻撃色と見るべきなのか？

　小五の俺はこの表情を「ちょっと悲しい」と判断していたが、それは誤りだったからつまりそうではないわけで……。

「……そんなに警けい戒かいするなよ。……別に何もしないって」

　おおう、眉み間けんのしわがくっきりと！　低いトーンの声といい、怒ってらっしゃいますね？　小五時代の判断基準に照らし合わせると「傷ついた」反応ですけど、それは誤りだったので以下略！

「ところで、お前ここで何してんだ？　……ひょっとして、あたしに用……とか？」

「いいいいいいいえ、めめめめっそうもない！　わたっ、わたくしめは偶ぐう然ぜんここを通りすがっただけの回遊魚でござますので、これより群れへと帰る所存でござりますればこれにて失礼をば」

　何はともあれ緊急離り脱だつ！　後のことなど、生き延びてから考えればいい！

「っ！　ちょ、ちょっと待て！」

「はいっ！」

　全速離脱をかけようとしたその刹せつ那な、俺は背後から掛かったその一声で直立不動の姿勢を取ってしまった。身に刻まれた恐怖とは、愛と同じ拘こう束そく力りよくを持っているのね。

「…………あのさ」

「はい」

「き、昨日のこと、なんだけど……」

　昨日……俺が恐れ多くも葵様のスカート内部を仰あおぎ見てしまったことですか。その罪を問うとおっしゃられるのですね？　処刑ですか？　……ですよね？

「いや、あの件につきましては本当に申し訳なく……」

　ここは平に御ご容よう赦しや願う他あるまい！　誠せい心しん誠せい意い謝れば、せめて苦しまずに……！

「違……っ！　ちょっと黙だまれ！」

　一いつ喝かつ、まさに一喝だ。俺の弁べん解かいの言葉さえ聞いてはくださらないのですね。

「……聞いてくれよ。…………カツオ、その……」

　……どんな罰ばつが待っているのか、俺には恐ろしくて考えられない。

「…………悪かった」

　………………………………え？

「え？　……悪……え？　な、なんで……？」

「……だから、悪かったって言ったんだよ。昨日、おまえのこと殴って、そのまま帰っちゃったから、さ。……だから、悪かった。謝る」

　そう言って、葵は軽く頭を下げた。ナニコレ？　ど、どういう展開だ？

「いや、でもあれは俺がスカートの中を……だから悪いのは、俺であって……」

　あの時を思い出したのか、彼女の眉間のしわが深くなったように見えた。

「……そっちは、まぁ。……けど、あたしも蹴けっちまったし、おあいこでいいよ」

「でも、やっぱりそもそもの原因は俺の方だし、謝るほどのことじゃ……うん、こっちこそごめん。その、見ちゃって、ごめんなさい」

「だから、それはいいってば。こっちも悪いって言ってるだろ。……それに、あたしが言いたいのは、そっちのことじゃなくて……」

「いや、だって」

「ああぁっ！　だから、もういいっつってんだろ！」

　抑おさえ気味だった声が、そこで一気に開放されたように大きく響き、俺は何故かとても懐なつかしい気分になって……笑ってしまった。

「……なんだよ。なんでそこで笑ってんだよ」

　あぁ、うん。こういう言い方も、その不機嫌そうなしかめっ面も懐かしい。

「いや、なんかこういうやり取り懐かしいな～って思ってさ」

「…………そうだな」

　力が抜けた表情で、彼女は苦笑した。

　それは約四年振りに見る、本山葵の素の表情だった。……そう、あの頃よく見ていた懐かしい表情だ。……変わってないなぁ。

　その顔を見ていたら、すんなりと彼女にかけるべき言葉が浮かんできた。

「今さら言うのもなんだけど……久しぶり」

「ホント、今さらだな。けど……うん。久しぶり、カツオ」

　なんだかこっちも肩の力が抜けたな。

　そうだ、なんか昔の調子に戻ったし、取りあえず当初の目的を果たすとしよう。たとえ断られたって、別にいいじゃないか。……殴られなければ。

「実はさ、ちょっとお願いがあって来たんだけど」

「……お願い？　あたしに？　……なんだよ？」

　おお、もしかしたらすんなり了解されるかもしれん。

「俺と同じ部に入ってくれないかな、葵さん」

　その瞬間、さっきまで力の抜けた笑顔だった葵の表情が一変した。

　この表情は……小五基準でも、現在基準でも、ものっそい怒ってるという判定です！

「てんめぇ……やっぱり忘れてんだな、約束……！」

「へ？　約束、って？　あ、あの、ちょっと、落ち着きましょう葵さん」

　ブチン。

　なんか、そんな音が聞こえた気がした。

　あぁ、これがいわゆるキレるっていうことなんだ……ね？

「カツオの、アホぉおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

「あべしっ！」

　飛びっきりの右ストレートだった。

　着弾の瞬間、俺の体はたぶん浮いていた。

　どしゃり。

　どこかで、何か重いものが地面に落ちた音がして、俺の意識は急速に閉じていった。

　……すげえよ、葵。おまえ、さらに強くなりやがったんだな。世界が、獲とれる……右だった、ぜ……。
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「というわけで、勧誘に失敗しました。もう無理です」

「カツオ、おめえ自分がひとっつもどういうわけなのかしゃべってねえって覚おぼえてるか？　……ま、その面見りゃあだいたい何があったかわかるけどよ」

　部長は大きくため息をついた。

　その面、ね。俺の頰ほおにははっきりと打だ撃げき痕こんが残っているんだろうさ。鏡を見るまでもなく、腫はれてるのは自分でもわかってるからな。

「わかったんなら、もういいでしょ？　無理ですよ！　絶対無理です！　少なくとも、もう俺は葵の勧誘に行きたくありません！　マジで勘弁してください！　次こそ殺されます！」

「何を大げさな」

　感情がもろに出る部長さまの顔には、心しん底そこ呆あきれたという感情が見て取れる。

　くっ、俺がさっきどれだけ恐ろしい目にあったかも知らないで！

　簡かん潔けつに現状を説明すると、今は葵の勧誘に出てから一時間ほど経たった夕刻、ここは江え戸ど前まえ寿す司し部ぶのたまり場、いつもの生物準備室だ。

　どうやら、俺は廊下に転がっていたところを様子を見に来た部長に発見され、ここまで引ひっ張ぱってこられたらしい。足を持って廊下を引きずられたようで、俺の制服は大分汚れていた。

「しゃーねえな。今日はもうワサビちゃんも帰っちまっただろうし、続きは明日にするしかねえやな。つーわけだからカツオ、明日もう一回……」

「人の話聞いてました？　……いや、聞いてないのは今のでハッキリわかりましたので、言い方を変えます。人の話を聞け、ちんちくりん！」

「誰だれがちんちくりんだ！」

　おまえだ。

「とにかく、俺は二度と行きたくありません！」

「四の五の言ってねえで、言う通りにしろってんだ！　ワサビちゃんの勧誘ができなきゃ五人集まらねえだろうが！」

「だったら、他を当たればいいじゃないですか！　葵にこだわる理由がどこにあるんですか！　俺の命を引き換えにしてまで葵にこだわる必要なんてないでしょ？」

「あるね！　おれっちはワサビちゃんが気に入った！　理由はそれで十分だろうがよ！　だから、今さら他の奴を当たる気なんざぁさらさらねえっ！」

「それこそ知らねーよ！　そんなの、ただのあんたのわがままだろうが！」

「おう、わがまま上等じゃねえか！　弟だったら姉のわがままに応えて見せやがれ！」

「いやだね！　そんなに葵を勧誘したいなら、自分で行けばいいでしょうが！」

「おうおう、しゃらくせえこと言うようになったじゃねーか、カツオ！　あぁ、わかったよ！　行ってきてやろうじゃねえか！」

「えぇえぇ、どうぞお好きなように！　俺はもう絶対行きませんからね！」

　売り言葉に買い言葉。

　部長と睨にらみ合うような格好になってしまったが、ここで譲ゆずるつもりなんてない。と言うか、ここで妥だ協きようしたら本当に俺の命に関わる。もう痛いのはイヤなの！

「あ、あの部長……井園くん……」

　伊倉が俺達の横でオロオロしているようだが、かまっちゃいられない。ここで部長から視線を外したら負けの気がするからな！　がるるる……っ！

「まあまあふたりとも、少し落ち着こうじゃないか」

　その様子を見かねたのか、紫先輩が俺達の間に入った。

「ねえ素子、今回ばかりは僕もカツオくんに賛成だよ。たしかに葵くんは魅力的だけど、彼女を勧誘するのは少々難しいんじゃないかな」

「……む、紫先輩！」

　先輩が、俺の意見に同調して、部長に反対意見を！　ひょっとして、ここからが恋の新展開なのですかっ！

「紫、そりゃいったいどういう意味だ？」

「言葉通りの意味だよ。もっとはっきり言えば、彼女のことは諦あきらめるべきだ。仮に素子が行って葵くんに入部してもらえたとしても、今度はカツオくんが居づらくなってしまう。それは、素子にとっても良くないだろ？」

　うわ～ん！　紫先輩が俺のために！　すごくうれしいです！

「ほらほら部長！　麗しき紫先輩もこうおっしゃってますし、きっぱり葵のことはあきらめて……」

「…………カツオ、おめえはそれでいいのか？」

　不意に、部長の声のトーンが下がった。その声があまりにもいつもと違ったので、俺は、「もちろんです！」と言うべきその問いに、うっかり答え損そこなってしまった。

「カツオよぉ、おれっちも野や暮ぼなこたぁ言いたかねえが、こいつはおめえのためでもあるんだぜ？　ワサビちゃんは友達だったんだろ？　そのワサビちゃんと、ずっとこのまんま仲なか違たがいしてていいってのか？」

　くっ、何を言い出すかと思えば！　そうやって言葉巧たくみに俺を懐かい柔じゆうして、また葵のとこに行かせようって魂こん胆たんだろ！　その手は食わないぞ！

「なによなによ！　さっきから聞いてればワサビワサビって……そんなに、あの娘と刺激性のある香味野菜が大事だって言うの!?　……いいわよ、わかったわよ！　そんなにあの娘の事が気に入ったって言うんなら好きにすればいいでしょ！　アタシはもう知らないんだからっ！」

「だから、なんでおめえはちょいちょいオネエ化すんだ……って、おい！　どこ行くんだ、カツオ！　待ちやがれ、まだ話は終わってねえだろうが！」

「うるさいうるさいうるさーいっ！　もうアタシのことは放っておいてよー！」

　部長の声を振り切って、俺は生物準備室を飛び出した。……以前も似たような事をした気がするが、あの時は紫先輩に呼び止められたんだっけ。

　でも、今回は紫先輩に止められたって止まってあげないんだからねっ！




　結局、その日は紫先輩に止められることもなく、俺は女走りで家まで帰った。
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　翌日の昼休み、何故か俺は部長とふたりで屋おく上じようにいた。

　打ちっぱなしのコンクリートの上にカラフルなビニールシートを引き、その上で俺と部長は差し向かいで座っている。両者の間にあるのは、部長が用意した高級寿司店の出前かと見まがうような大仰な寿す司し桶おけに詰められた多数の握り寿司と、気まずい沈黙。

　……正直、居づらい。

「あの、部長」

「なんでぇ？　飯時の口ってなぁ食うために使うもんだ。さっさと食えってんだ」

「はぁ。いや、でもまだ紫先輩も伊倉も来てませんし」

　そもそも場所が屋上って時点でおかしかったのだ。いったい、これはどういう状況なのだろうか？

「だから、ふたりはちょいと遅れっからって言っただろうが。なんでぇ、おめえはおれっちの寿司が食いたくねえってのか？」

「部長だって、さっきから食べてないじゃないですか」

　じっとこっちを見てる人間がいる中で、ひとりだけ飯など食えるものか。

「……あぁあぁ、わぁったよ。おれっちも食うから、おめえも食え」

　そう言って、部長は取り皿に一貫取り上げた。そうされたら、俺も食べないわけにはいかないじゃないか。

　しばらく、俺と部長がもそもそと寿司を咀そ嚼しやくするだけの時間が続いた。

　今までで一番豪華な昼食、部長によってきっちりと仕上げられた握りは、こんな状況であっても美う味まかった。認めたくないが、俺は割とこの昼食を楽しんでる。

　この人、バカだけど寿司に対する情熱だけは本物みたいなんだよね。

「なあ、カツオ」

　……ついに来たか。

　そうじゃないか、と思っていたが、この場は多分、部長が俺を説得するために作った場なのだ。この金の掛かってそうな握り寿司も、きっと部長なりの懐柔策に違いない。

　寿司は美味いが、その手には乗らんぞ。

「おめえ、わさびの辛からみを増す方法って知ってるかい？」

「…………は？」

　なんじゃそりゃ？　あまりに予想外の言葉に、俺の箸はしは止まった。

「……いや、知りません……けど」

「そうかい。……じゃ、食いながら聞きな。こいつはちょいとした豆知識ってやつだ」

　てっきり説得が始まるもんだと思ってたのに、何故いきなり？　よもや、わさびの話から葵の話に入るんじゃあるまいな。

「方法自体は、そんなにご大層なもんじゃねえ。本わさびを摩すり下おろす時、おろし金を使うだろ？　あいつにだな、ちょいと砂糖をまぶしてやるのさ。するってーと、すり下ろされたわさびの辛みが増すんだよ」

　ふぅん？　それは確かにちょっとした豆知識だな。スイカに塩ふるようなもんだろうか？　まぁそれはいいとして、次はこの赤身でももらうか。

「不思議なもんだろ、甘い砂糖がわさびの辛さを増すんだぜ？　どのくらい辛みが増すかっつーとだな……おう、カツオ。その赤身、当たりだ」

　……？　当たり？　当たりって、なに、が……がぁっ!?

　か、辛ぁあああああああああああああああああああああああああああああっ！

　なにこれ？　なんなの？　ひょっとして、当たりってそういうこと？　今話してたわさびの辛さを増す方法って、この前フリだったの!?　つか、これ辛み増す方法とか関係なしに、絶対に量がおかしい！　バラエティ番組のわさび寿司ロシアンルーレット級の量だろ！

「おいおい、もったいねえから吐くんじゃねえぞ」

「っ！　～～～～～～～～っ！」

　な、なぜ口を押さえるんだ部長！　だ、出させて吐かせて！　これ、辛いとか辛くないとかそういう次元の問題じゃねえ！　イタイイタイ！　口中がしびれるけど、口よりも鼻が痛い！　涙が止まらないよう！

「ほれ、冷たい茶だ。これで流し込め。吐くのは許さねえからな」

　部長が差し出したお茶をふんだくり、ようやく解放された口へと流し込む。

「ゴクゴクゴクゴク…………ぶはっはあっ！　っ！　げほげほげほおっ！」

「おうおう、あわてて飲むからだろうが。……大丈夫かよ」

「大丈夫なわけあるか！　今のはなんだよ、こんちくしょう！」

「何って、今話した技法で辛味を増したわさびを、たっぷり使った鰹かつおの握りだよ」

「たっぷりにも程があるわっ！　なんで学校の昼飯でわさび寿司ロシアンルーレットやらされなきゃなんねぇんだよっ！　参加者に無断でそんなゲームを開催すんなよ！　つか、あんたが首しゆ謀ぼう者しやだったら当たるのは俺しかいねえじゃねえか！　ひとりロシアンルーレットって、もはやロシアンルーレットですらねえよ！　ただのなぶり殺しだろうが！」

「なんでぇ、舌がよく回るじゃねえか。そんだけ元気なら大丈夫そうだな」

「ひとっつも大丈夫じゃねえよ！」

「……で、今の握りの味はどうだい？」

「ふざけてんのか！　味なんてわかるわけねえだろうがっ！」

　はぁはぁ……、ど、怒ど濤とうのツッコミタイムで、喉のどが……。

「ほら、もう一杯茶だ」

「……どうも」

　……あぁ、冷たくてうめえ。

　大量の強化わさびと連続ツッコミでしびれた喉にしみ込んできやがるぜ。

「……で、感想は？」

「もういっぺん言わす気か！　あんだけわさび効きいてたら、味なんてわかるわけねえだろうがっ！　激烈わさび味以外の感想なんて持てるかっ！」

　同じこと二度も言わせるなよ！

「そうかい。んじゃ、改あらためてこっちを食ってみな」

　そう言って、部長は先ほどと同じ赤身、鰹の握りを差し出した。

「………………」

「どしたい？　早く食えよ」

「……またわさび寿司ってことはないでしょうね？」

「あの特製わさび増しはひとつしか入れてねえよ。ほら、大丈夫だから食え」

「信用できません」

「やれやれ。……ほら、よく見ろ」

　そう言って、部長はネタめくって見せた。……適量のわさびが塗ぬられているだけだ。

　仕方ないから、俺はその握りを口に入れた。もぐもぐ。

「……うまいですけど」

「だろ？」

　ニッと、部長は笑った。

「じゃあ本題だな。カツオよう、おめえワサビちゃんをどう思ってんだい？」

「怖いと思ってます」

「即答かよ……」

　なぜため息を吐つくんだ部長。仕方ないだろう、それが俺の正直な感想なんだから。

「部長、トラウマを甘く見ないでください。俺の葵に対する感情の八割は恐怖です」

　記憶が飛ぶほど殴られた人間の恐怖心など、経験のない他人にわかるものか。

「カツオよう、おれっちが思うに、そいつぁわさび寿司と同じだぜ」

「……なんですか、そりゃ？」

「おめえが食ったわさびたっぷり握りも、後に食った握りも、同じ鰹の握りだ。なのに、おめえはわさび増しの方は味がわからねえって言ったな」

「そりゃ、あんだけわさびが強烈だったら、ネタとシャリの味なんてわかりませんよ」

「けど、ネタとシャリの味がねえってわけじゃあねえんだぜ？　わからねえってだけで、そいつぁ変わってねんだからな」

「まぁ、そうでしょうけど。それと葵の話がどうつながるんですか？」

　なんで、そこで苦笑するんだ部長。

「トラシマだかヒョウガラだか知らねえけどよ……さっきおめえはワサビちゃんに対しての感情の八割は恐怖っつったよな？」

「……言いましたけど」

「じゃ、怖い以外の感想はどうなんだよ？　八割が恐怖だとしたら、他の二割は違うんだろ。辛いわさびも茶で流してみりゃあ、そこに残んなぁ寿司の味だ。そうだろ？」

　恐怖以外の、二割？　……そう言えば、どうなんだろう？　あの体育館裏での別れ以来、そんなこと考えたこともなかった。

「カツオ、おれっちはおめえを正直言ってバカだと思ってんだ」

　奇遇だな、部長。俺も全く同じ感想をあんたに対して抱いていたよ。

「……けど、逆におめえのバカ正直なところを買ってもいるんだぜ？　おめえの紫に対する態度とかな。あけすけっつーかなんつーか、あそこまではっきり自分の好意を相手にぶつけられるってなぁ、ひとつの美点だ」

　美点……ねぇ。それは褒めてくれてるのかい？

「そのバカ正直さで、ワサビちゃんをどう思ってるか……いや、聞き方が悪いな。昔、おめえと仲良かった頃の、おめえから見たワサビちゃんってのは、どんな子だったんだい？　そいつを聞かしちゃくんねえか？」

　昔の葵がどんなだったか、ね。それなら覚えてる。いや、思い出したって言うべきか。皮肉なことに、葵にぶん殴られたことで鮮せん明めいに戻ってきた記憶群だ。

「……素直じゃない、ですかね。第一に」

「ほお？」

「隣の席になった後、ちょっとずつ話するようになって、割とすぐに気付いたんですよね。あいつ、表情作るの下手なんですよ。どんな時でも、なんか怒ってるように見えるんですよね。顔のつくりは良いのに、もったいないなぁって思ってましたよ。そのうえ口下手で、その口下手を周りに知られたくないからって、誰ともしゃべりたがらなくて、それが更に誤解を生む……悪あく循じゆん環かんですよ。他のことも、万ばん事じその調子で……」

　……そうだ。あいつはそれでいつも勝手に孤立してたっけ。

「へえ……？　んで、他には？　まだあんだろ？」

「そうですね、ありますよ、いろいろと」

　俺は思い出した順に、あいつの事を話した。

「運動神経抜ばつ群ぐんで」「居眠りの常習犯で」「でも勉強が意外にできて」「音楽図工とか芸術方面からっきしで」「猫好きで」「……実は犬が怖くて」「でもそのどっちも認めなくて」「自分の容姿を気にしてて」「それに触れられると怒って」「けど、実はそれは傷ついてるだけで」「手が早くて」「でも加減は知っていて」「いつも下向いて歩いてて」「目つきが悪くて」「でも視力はよくて」「まっすぐ見つめると、すぐ目を逸らして」「そのくせ、こっちが逸らすとにらんで」「スキンシップがすげぇ苦手で」「名前にちゃん付けすると怒って」「けど、さん付けするともっと怒って」「かと言って、呼び捨てにすると照れて」

　…………なんだよ、色々あるじゃん。葵への感情、恐怖意外にも色々と。

「それで、その照れた顔がけっこうかわいいんですよね」

「やれやれ……カツオ、おめえずいぶんあの子のことをわかってんじゃねえか」

　さっきから、部長の顔には苦笑が張り付きっぱなしだな。

「あくまでも、今言ったのは俺がそう思ってたってだけの話ですよ。……最後の最後に、そうじゃないって思い知らされましたからね」

　俺はあいつとの別れ際に自分の勘違いを、文字通り身をもって思い知らされたのだ。

「まぁ～だそんなこと言ってやがんのかよ。おめえ自分で言ってて気づかねぇのか？　おめえはワサビちゃんのこと全然嫌ってねえじゃねえかよ」

　……は？　俺が、葵を嫌っていない？　何を言い出すかと思えば……そんなこと、

「当たり前じゃないですか。俺は葵が怖いって言っただけで、嫌いだなんて一度も言ってませんよ」

「あん？　……そういやぁ、そうだったか？」

　部長はきょとんとした顔で俺を見上げていた。何をそんなに驚いてやがる。

「そうですよ。嫌いな相手に殴られただけなら、そうそうトラウマになんかなりませんよ。ただ怖がって、腹が立って終わりです。俺がショックだったのは、けっこう仲良かった相手にいきなりボコられたってことですよ。だって、直前まで俺は告こくられるかも、って舞い上がってたんですよ？　そこから必殺コンボで地獄に叩たたき落とされたら、そりゃ凹へこむし、何も信じられなくなるでしょうが！」

　俺の訴うつたえかけに、部長はしばらく思案顔をして、こう尋ねた。

「じゃ、おめえはワサビちゃんが嫌いじゃねえんだな？　勧誘をしぶってたのは、ただ怖かったからだってんだな？」

「だから、さっきからそう言ってるじゃないですか。嫌っていたのは向こうで、俺は葵のことを怖がりこそすれ、嫌いになったことなんて一度もありませんよ。……いや、嫌いじゃないっつーか、どっちかって言ったらごへぇっ！」

　い、痛いってぇえええええっ！

　顔面直撃ゴムソール！　な、なんだ、誰だ、上うわ履ばきは投とう擲てき武器じゃないんだぞ！

「やれやれ、なんでそこで出てきちまうかねぇ……」

　そして部長は、ずいぶんと柔やわらかい苦笑を浮かべて俺とは反対の方向、屋上への出口付近を見ていた。顔をさすりつつ、その視線を追っかけると……。

「……は、恥ずかしいこと言ってんじゃねえ！」

「あ、葵っ！」

　なんでお前がそこにいる！　なんで、どうして!?　て言うか、その真っ赤な顔とかタイミングの良すぎる投擲とか、まさか、聞いてたの!?

　葵はつかつかと俺に歩み寄り、足元に落ちていた上履きを足に引っ掛けた。

　……う、距離が近いとやっぱり怖い！　だからそんなににらまないで！

「ひ、人の過去をぺらぺらとしゃべってんじゃねえよ！　黙って聞いてなきゃいけなかったあたしの立場も考えろよ！」

　やっぱりずっと聞いてたのか！　俺はなんて恥ずかしいことを、って、ちょっと待て！

「無茶苦茶言うなよ！　隠れてる人間の立場なんて考えられるわけねえだろうが！」

「うるさいっ！　それに怖い怖い連呼しやがって！　昨日のおまえの態度だってそうだよ！　いくらなんでも、あれは酷ひどすぎないか!?　おまえ、あたしを猛獣かなんかだとでも思ってんのかよ！」

　極きわめて的確な指し摘てきだな、葵。俺はお前を虎だと思ってたよ。……言わないけど。

「すげー久しぶりに会えたっていうのに、いきなり怖がられて、露ろ骨こつに避さけられて……あたしがどんな気分だったか、わかるか？　なのに……それでよく嫌いじゃないなんて言えたよな！　おまえ、バカじゃねーのか！」

　こ、こいつ、黙って聞いていれば勝手なことを！

「バカってなんだよ！　いきなり怖がるも何も、再会早々俺を踏んづけたのは何ど処このどなた様でしたっけ！」

「っ！　……あ、あれは、おまえがいきなりあたしのパ……って、なに言わせんだよ！」

「へぶしっ！」

　ちょっ、ここで手を出すのは反則じゃないか？　くそ、なんか腹が立ってきたぞ！

「痛いてぇな！　こういうことするから怖いって言ってんだろうが！　それに、一昨日おとといの踏みつけは俺が原因だったからいいとして、その後の強烈パンチはなんなんだよ！　おかげで俺はちょっとした走そう馬ま灯とう見せられたんだぞ！」

「だから！　あれはおまえがあたしに」

「『さん』付けしたから、か？　あのなぁ、俺はたしかにおまえと約束したよ？　『さん付けしたら、一回叩いてもいい』って！　だけどさ……」

「…………え？」

　真っ赤になって俺に詰め寄っていた葵が、止まった。

「おまえ……なんだよ、覚えてたのか？　だったら、なんであの時『葵さん』って……」




「じゃあこうしよう」

「……？　なに？」

　あれは小五の夏頃だった。

　そこそこ親しくなっていたが、どうも互いの呼び方が確定しない俺達はひとつ約束を交わした。

「俺は葵を、葵って呼び捨てにする」

「……あたしは、カツオって呼ぶ」

「破ったら……そうだね。一回相手を殴っていい、とか？」

「……わかった。約束だぞ」

　約束した後で気づいたのだが、葵の攻撃力を考えると俺にとって圧倒的に不利な条件だった。




「……なんでそう変なとこ律りち儀ぎなんだよ、おまえは。四年振りの再会だよ？　普通、気後れするだろ。まして別れ際に自分をボコボコにした相手に、いきなり呼び捨てはハードル高いだろ！」

「それは……その……」

　この際だと、開き直って言ってみたのだが、意外にも葵は口ごもっただけで手は出してこなかった。……どうやら、自分の非は認めているようだな。

「そうだよ、考えてみたら俺はおまえに苦情を言う立場であって、そっちから言われる筋合いはないだろ！　それなのに、よくもまぁ人様をボコボコ殴ってくれやがったな！」

　ここまで来たら、遠えん慮りよなんてせずに全部言っちまおう。どうせ殴られるならその方がお得だ！

「何が怖がられてどんな気持ちだったか、だ！　俺があの時受けた衝撃がどんだけでかかったと思ってやがる！　殴られてる最中に痛みを感じなくなった恐怖がわかるか！　それに、意い味み深しんに呼び出されて、いきなりわけもわからず必殺コンボかまされた！　おまえにあの時の俺の気持ちがわかるかっ!?」

「……だ……だって、それ……は…………」

「その後も俺になにも言わずに引っ越して行きやがって！　せめて別れくらい言ってから行きやがれ！　こっちゃ入院中で見送りできないんだから、顔くらい見せてったっていいだろ！　おまえの引っ越しが終わったことを、見舞いに来た奴から聞かされた時の俺の気持ち、わかるか？」

「……………………ぅ……」

「友達にいきなり、それも死ぬほど殴られて、そいつは見舞いにも来なくて、そんで別れも言わずにいなくなった！　どう考えても嫌われてるって思うだろ！　そんな俺の気持ちなんて、葵にはわかんねぇだろ！　……それで怖がるななんて、よく言えたもんだよな！　え？　どうなんだよ、聞いてるのか！　なんとか言ってみろよ葵！」

「………………………………ひっく……えぐ……」

　……………………………………………………………………………………あ、れ？

「……ぅく…………ごめ……ごめん……なさい……」

　泣いている。

　葵が、泣いている。

　両目からはぽろぽろと大粒の涙をこぼし、それを手で拭ぬぐいながら、ただ子供のように泣いている。その口から漏もれるのは、つたない謝罪と、か細い嗚お咽えつ。

「……ひく…………ほんと……ごめん、カツオ……」

　…………整理が必要だ。必要とされるのは冷静かつ客観的な状況分析。それも迅じん速そくに。可能な限りシンプルな結論を。

　客観状況、葵が泣いている→原因、直前に俺が放った言葉だと思われる。→結論、俺が葵を泣かせた。→評論、俺最低。

「あ、あの……葵、さん？　なにも泣かなくったって……」

　うつむき、鼻をすんすん言わせながら、葵は涙を拭っている。俺の呼びかけには応えない。……いかん、マジ泣きだ。













　今さらながら、思い出した。

　葵は見た目や腕っ節から得られる印象に反して、中身は割と繊せん細さいだった。そして、自分に非のあることをとがめられると、弱い。曲がったことの嫌いな葵は自分を責める傾けい向こうが強く、そうやって責められた後は大抵ひとり隠れて泣いてたっけ。

　……あぁ、つまり葵は昔と何も変わってないわけね。

「葵、ごめ――」

「てんめえ、カツオ！　なにワサビちゃん泣かしてやがる！」

「そうとも！　見損なったよ、カツオくん！　僕は君がそんな男だとは思わなかった！」

「そうだよ井園くん、今のはちょっと言い過ぎだよ！」

　俺の言葉は、口々に俺を責める部員一同の言葉にかき消された……って、え!?

「何故ふたりもいるの！」

　一連の流れからして、やっぱりこれは江戸前寿司部としての策さく動どうか！

　みんなからの非難めいた視線がとっても痛い！

　と、とりあえずそれは後で考えるとして、まずは泣いてる葵だ。

「葵、悪かっ――」

　ゴズッという音が、俺の腹からした。はい、葵の鉄てつ拳けんです。

「……あたしが、悪かったけど……けどさ！」

　……死ぬほど痛い。

「そこまで言うことないだろっ！　あたしだって、悪かったと思ってんだよ！　今だって謝っただろうがっ！　なのに……このバカ！　バカバカバカ！　バカ！」

　げふっ！　ごほへへ！　へぶるぁっ！

「バカ」に合わせて拳が踊る！　……思い出した、葵はある程度泣くと逆ギレするんだった！　ちなみに泣きながら怒っていると攻撃力二割増しです。死にます。

「だいたい、あたしは見舞いに行ったんだよ！　けど、病室の前でカツオの親父さんに会って、別に見舞いなんていいからって言われて、入れてもらえなかったんだよ！」

　な……にぃ……？

「それにその後だって！　連絡先渡しておいたのに、電話もメールもくれなかっただろ！　家に電話掛けたって出ないし、手紙だって出したのに、返事もくれなかった！　それなのに、あたしだけ責めるってひどくないか！」

　連絡先？　電話？　手紙？　……あ、なるほど、ね。

「ま、待て葵……全てわかった。……お願いだから、攻撃をやめてください」

　じゃないとしゃべれない。……死人には口がないからね。

「わかったって……なにが」

　おおう、攻撃停止。よかった、これで会話できる。

「全部だよ。病院で、親父がなんて言っておまえを帰したかも含ふくめて、すべて」

　おそらく、奴はその時こう言ったのだろう。

「『あー、葵ちゃん。大丈夫大丈夫、ただうちの生カツオに、ちょっとヤキが入ってタタキになったってだけの話だよ。あんなのツバつけておけば治る……いや、タタキだからポン酢かな？　あとでおじさんが両方かけておくから大丈夫だよ。どっちにしろ、心配ないって。あっはっはっは！』」

「……おまえ、聞いてたのか？」

「いや、ただの想像だったんだが」

　……ホントに言ってたのか。ちょっと誇こ張ちようしたつもりだったのに、あのくそ親父。

　そうなると連絡先だとか、電話や手紙のことも簡単に想像がつく。

「葵、その連絡先って誰に渡した？　電話は、誰が出た？」

「……へ？　連絡先は病院で親父さんに渡して……電話は、おばさん？」

　ふ、ふふふふ、あのスチャラカ両親め……！

「どっちも、俺には取り次つがれていない」

「はぁ？　……いくらなんでも、そんなワケ」

「おまえも、うちの家族を知ってるだろ？」

「…………………………悪い、納得した」

　葵の手が、完全に止まった。……生きているって素晴らしい。

「今ので納得されるって……おめえん家の親御さんはどんな奴なんだよ？」

「そういう奴らなんですよ、マジで」

　そうなのよ、うちの家族を知ってたら、たぶん納得できちゃうのですよ。

　……俺の名前見たら、だいたいどんな奴らかわかるでしょ？




「――さて、と。お互い、言いたいこたぁあらかた言い尽くしたってぇとこかい？」

　部長の音おん頭どのもと、俺達五人はビニールシートに車座になっていた。

「はぁ……」

「まぁ……」

　寿司桶をはさんで向かい合いながら、俺と葵は同じようにあいまいに頷うなずいた。

「おめえらも、あれだけわめいてりゃ腹も減ったろうさ。さ、寿司はまだあるぜ？　さぁさ、食いねえ！　寿司食いねえ！」

　何がそんなに楽しいのか、部長は妙みようにうれしそうに寿司を差し出した。

　また、例の鰹の握りだ。

「ワサビちゃんはまだ食ってねえだろ？　まずはひとつ、こいつを食いねえ」

　って、おい部長。本人にワサビって言うなよ。

「……先輩、あたしの名前は本山葵です」

「わぁってるって、ワサビちゃん！」

　わかってねえ！　ほら、葵がちょっと怒った顔してるじゃないか！

　しばらくムスッとしていた葵だったが、その場は我慢することにしたようで、部長の差し出した取り皿を受け取った。

「んで、味はどうでぇワサビちゃん」

　だからその名を呼ぶんじゃない！

「葵ですってば。……寿司は、まぁ、おいしいですよ」

　その返事に、部長は満足気に笑った。

「カツオにゃあショウガってのが定法だが、わさびも決して相性は悪くねえ。これはこれで乙おつなもんだと、おれっちは思う」

　……部長、まさかそれで俺と葵の相性がどうこう言うつもりじゃないでしょうね？　それを言うためだけに、今までの流れがあったとでも？　わさび寿司ロシアンルーレットの意味、なくね？

　そして、納得いかないでいる俺にも同じ寿司を差し出した。

「……あの、本日三貫目ですけど、それ」

「いいから食えよ。同じものを同時に食う、こいつぁ仲直りの印みてぇなもんだ」

「ま、食えと言うなら食いますけど……っ!?　が……がら……」

　辛ぁあああああああっ！　ほ、本日二個目のわさび寿司ぃいいいいいいいいっ！

「……女を泣かした罰だ、カツオ。おめえもたっぷり泣いときやがれ」

　言われなくても泣いてますよぉ……痛い痛い、鼻痛い！

「ところで知ってるかい？　わさびってなぁ寿司屋の符ふ丁ちようで『なみだ』っつんだよ」

「……はぁ」

　話が見えないのだろう、葵はあいまいに頷いた。

　この状況で何を言い出すかと思えば……！　しかし、その符丁には非常に納得だ！　なみだで涙が止まりません！

「誤解に曇くもったふたりの眼まなこも、『なみだ』で洗うわさび寿司、ってな。……ワサビちゃんよ、これで泣いたのはお互い様ってぇことにして、カツオのバカを許してやっちゃくんねえかい？」

「……別に、もう怒ってないですから」

「おう、いいね。そういうキップの良いお嬢ちゃんは好きだぜ。……んじゃ、これでこの件は一丁上がりだな！　あっはっはっはっはっは！」

　何を、まとめに入ってやがる……！　こんのちんちくりん……っ！

「待て、俺はあんたに言いたい事が山ほど……」

「そうだね、素子。締めに掛かるのは、ちょっと早いかな」

　さすが紫先輩、このちびを弾だん劾がいせねば終われないですものね！

「カツオくん、僕の『お願い』……覚えているかな？」

　悶もだえる俺を楽しげに見下ろしながら、紫先輩はイタズラっぽく微笑ほほえんだ。

　……忘れて、ました。きれいさっぱり忘れてました。二十四時間以内に受けたあなたからのお願いを忘れるなんて……お、俺はなんて愚おろかなんだ！　そもそもこの件の発ほつ端たんは、そこにあったのに。

　俺はよろめく身を起こし、葵と向き合った。

「葵、ちょっと聞いてくれ。昨日言いそびれた事がある」

「な、なんだよ？　まだ何かあるのか？」

　あぁ、あるんだよ。大事な用件が。

「昨日、おまえに会いに行った時、お願いがあるって言ったよな？　その件だ。――頼む葵、ぜひ俺と同じ部に……この江戸前寿司部に入ってくれ！」

「……は？」

　………………葵が固まった。

　……うん、まぁ、そうなるよね。俺も自分で発音するたびに、強烈な違和感に襲われるもの。

「江戸前……？」

　そう聞き返した葵の顔は、すげぇ傑けつ作さくだった。
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　そして、その日の放課後。

　俺と葵は四年ぶりにふたりで下校している。

　俺達の帰き路ろは途中まで同じで、俺が自転車で葵が徒と歩ほって違いはあるが、分ぶん岐き点てんまでは一緒に行こうということになったのだ。

「けど、ホントによく入部してくれたな。俺はてっきり断るかと思ってたんだけど」

「……自分で誘っておいて、何言ってんだよ」

「そりゃ、ごもっとも」

　そう、どういうわけか葵はあっさりと入部してくれたのだ。江戸前寿司部、という名前に面めん食くらっていたのも数秒で、部活の内容も確認せずに頷いたのだ。

　葵が頷いた時の部長のはしゃぎようったら、もう……。

　日が落ち始めた空はオレンジ色から夜の色へと変わり始めていて、通学路の県道には俺達以外の生徒の姿がなかった。……部長がはしゃぎすぎて、遅くなってしまった。

「昼休み、越こし戸どセンパイに呼び出されて……屋上行くまでに事情は少し聞いてたしな。……部活の名前は教えてくれなかったけど」

「なるほど」

　それであの表情だったわけね。……しかし、さすがです紫先輩。手回しが良すぎです。

　部長にはめちゃくちゃな目にあわされたけど、おかげでこうして葵と一緒に帰れるくらいには仲直りできたわけで……まぁ、感謝してやらんでもない。

「あぁ、そう言えば……葵に聞きたい事があったんだ」

「……？　なんだ？」

「いや、見舞いの件は親父のせいってことで納得したけどさ……そもそも、あの日俺を呼び出したのは、なんだったんだ？　おまえの話だとお礼参りじゃなかったみたいだけど、そうなると俺がボコられた理由がわからん」

　てっきり俺は告白だと思ってたんだ、というのはもう聞かれてるから言わない。

「……！　あ、あれは、その……おまえが思ってたみたいな、なんつーか、告白……とかじゃ、なくて、えと、あの……」

　ものすごく歯切れが悪いな。

「……引っ越しても、ずっと……友達だよな、って。……うん、あたし達は、ずっと友達だろって、そう聞きたかったんだ」

　薄暗い通学路で、葵は何やら必死な顔で俺を見た。その言葉をしぼり出すことが、葵的にはすげぇ大変なことだっていうのは、伝わってきた。

「あのなぁ……そんなこと聞くまでもないだろ。俺と葵は一番の友達だったじゃん」

「……っ！　そ、そうか。そうだよな、うん。……それなら、いいんだ」

　何故にそこまでうれしそうな顔をする？　……あれ、ちょっと待て。

「それじゃ、あの時俺を半殺しにした一連の攻撃はなんだったんだ？」

「……あ、あれはその…………て、照れ隠し？」

「…………照れ隠しで必殺コンボは勘弁してくれよ」

「だから、それはごめんって」

「……ま、いいや。とりあえず嫌われてなかったってことで、すっきりしたし。こっちも昼に色々言ったから、チャラってことで」

「…………うん。あたしも、それでいい」

　俺達二人は、同時に大きく息を吐いた。……なんだかんだで、緊張していたらしい。

「じゃあすっきりしたところで、俺は帰ろうかな。それじゃ、また明日な」

　もう分岐点までは大して距離がない。ここまででいいや、と自転車にまたがろうとした俺に、葵が後ろから声を掛けてきた。

「あのさ、カツオ。…………もし、だけど……あの時、あ、あたしがホントに……えと、告白、したとしたら…………な、なんて答えたんだ？」

　たどたどしい言葉ながら、まっすぐに俺を見る葵の表情は真剣そのもので、答えをはぐらかしたりできそうもない。雰囲気的にしちゃいけないんだろうとわかった。

　だから、俺は自転車のスタンドを掛けて葵に向き直った。俺の本心を明かすために。

「葵……知ってるか？　愛っていうのはさ、時間だって超えるんだぜ」

「……！　そ、それって……」

「あぁ、今ならわかるさ。もしあの時、葵が俺に告白していたとしたら、俺は間違いなくこう答えただろう。『ごめん、葵。俺には四年後に出会う運命の人がいるんだ！　俺の身も心も、現在過去未来にわたって全てその人、紫先輩に捧げるものなんだ！　だから、おまえの告白に応える余地なんざこれっぱかしも』ぐげはぁっ!?」

　な、何故、殴るの？　……しかも、今までで一番のパンチ、です……よ……？

　ぐしゃり、という、俺が地面に倒れ伏す音がむなしく響いた。

　あぁ、やばい、やけに音が遠いぜ……？

「……カツオ、たった今ひとつ気づいたことがある。聞いてくれ」

　……な、何を聞けとおっしゃるのですか？

「小五の頃、やっぱりあたしはおまえの態度にイラついてたみたいだ。ストレスってやつだな。それで、あの時必要以上に殴っちまった。素直じゃなかったんだよ、あたし。それは悪かったと思ってる。……だからな？」

　だ、だから？

「今後はもう少し素直になって、おまえにイラついたらその都つ度どその都度、おまえを殴ることにするな。その方がお互いすっきりするだろ？」

　地面から見上げる葵の表情は、それはそれは晴れやかだった。薄暗い中、点つき始めた街がい灯とうに照らされたその瞳は、まるで真冬の満月のように冴さえ冴ざえとした光を放っていて……今まで見た葵の顔の中で、間違いなく一番怖かった。

「文句、ないよな……？」

「まったくひとつもございません」

　俺の回答に満足したのか葵は「ふん！」と踵きびすを返し、大おお股またに去っていった。

　俺の意識がもったのは、そこまでだった。




　……その日以降、治りつつあった俺のパンチアイが悪化した。
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　葵あおいの入部で部員集めの日々が終わり、気がつけば五月になっていた。

　すぐにでも創部申しん請せいをしたがった部長だったが、各種の準備と連休を挟はさんだことにより、けっこうな日数が空あいてしまったのだ。

　そうして本日、ついに部長の待ち望んだ日がやってきたのだ。




　部長は生物準備室に集まった俺達の前に立ち、全員の顔をゆっくりと見回した。

　なんでそんなに得とく意い気げな顔ができるんだろうね？

「ようし、これで全員揃そろったな！　そいじゃあこれから生徒会室に殴なぐりこむぜい！」

「ただ申請用紙を出しに行くだけじゃないですか。大げさな……」

「へん、なんとでも言いやがれ！　今日のおれっちは機き嫌げんが良いからな」

　確かに、本日の部長はこれまで見たことがないほど上機嫌だった。

　理由は言うまでもなく葵のおかげだ。

　彼女が入ったことにより、我らが江え戸ど前まえ寿す司し部ぶは学校側から部室と部費を認められる、正式な部活動へと昇格するための要件を満たしたのだ。

　ふんぞり返って大おお股またで（でも歩幅は狭せまい）歩く部長を先頭に、部員一同は生徒会室へと歩を進めている。そんな中、紫むらさき先せん輩ぱいが葵に声を掛けていた。

「葵くんのおかげで、我々もようやくきちんとした部活になれるわけだね。……葵くん、本当にありがとう」

　ごく自然に葵の手を取り、紫先輩は極ごく上じようの微び笑しようを浮かべた。

　すごく眼がん福ぷくですが、まさか先輩は葵にまで色気を……？

　最近は伊い倉くらと絡からむことが多いから忘れていたが、紫先輩は「女好き」を公言している百ゆ合り少女だ。まさか、葵までが俺のライバルになると言うのか？

　……勝てる気が全くしねえぞ。腕力的に。

「……別に、礼を言われることでもないですよ」

　キラキラ笑顔の紫先輩から、葵はぷいと目を逸そらして体を離した。

　う～ん、そういう素直じゃない物言いは変わってないんだなぁ。この間、もう少し素直になるって言ってたけど、そうそう性分なんて変えられるもんじゃないか。

「おや、ご機嫌斜ななめかな？」

　残念そうに葵の背中を見ながら、先輩は俺に小声で話しかけてきた。

　ひゃっほー、久しぶりに距離が近いぜ！

「あぁ、大丈夫ですよ紫先輩。ただ照れてるだけですから」

「そうなのかい？」

「えぇ。なんつーか、葵は感情表現が素直じゃないんで」

　葵の言動を見ている限り、あいつの性質は小五の頃とそう大きく変わっていないようだったし、間違いないだろう。……もっとも、攻撃力は相そう応おうに上がっていたわけだが。

「へぇ……なるほど、彼女のこと、よくわかってるみたいだね」

「そうでもありませんよ。ちゃんと観察してると、葵はけっこう分かりやすいですよ？　反応の仕方がちょっと特とく殊しゆですけど」

　照れると俺を殴なぐるとことか、怒ると俺を殴るとことか、な。

「なるほどね」

　紫先輩はもう一度頷うなずくと、それ以上何も言わずに部長の方へ歩いていってしまった。

　……あぁ、行かないで私の女神様。

「じゃあ素もと子こ、はりきって行こうじゃないか」

「おう！　生徒会、首洗って待ってやがれってんだ！」

　こいつ、ホントにカチコミにでも行くつもりか。




　生徒会長、甘あま栗ぐり原はら進しん一いちの目は驚きよう愕がくで見開かれた。

「……え？　五人揃った……？　本当に？」

「へっ！　ご覧の通りよ！　さ、これでおれっち達は正式な部だ！　さっさと部費と部室を寄こしやがれってんだ！」

　そう言って、部長は生徒会長の前に書類をベンとたたきつけた。態度悪っ。

「創部申請に、部室の仮申請ですか……書類を確認しますので、少し待ってください」

　鼻高たか々だかにふんぞり返る部長の前で、生徒会長はイスから浮かしかけていた腰こしをもう一度下ろし、提出された書類に目を向けた。




　生徒会室は、文化部棟と第二体育館に挟まれた日の当たらない場所に建つ、古びた二階建てのプレハブの中にあった。

　あまり広くない室内にはファイルや本が収おさめられた棚たながいくつかあり、会議に使うのだろうホワイトボードが置かれ、折りたたみ式の長机が四角く配置されている。

　掃除は行き届いているし小ぎれいにされているが、お世せ辞じにも良い環境とは言えない。

　生徒会室って、日当たりの良い最上階とかにありそうって言うか、なんか豪ごう華かなイメージだったんだけどなぁ。この学校のことだから、無む駄だに豪華な生徒会用の別館とか作ってそうなものなのに、正直意外だ。

　今生徒会室にいる役員は、会長ともう一人の女子生徒だけ。副会長だろうか？

　こっちはいかにも秘書っぽい雰ふん囲い気きをまとった、銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねのメガネっ子。見た感じ、すげえ仕事できそうである。

　俺が室内を見ている間、生徒会長は書類を何度も見返していた。その視線は、まるで嫁の失敗を探す小こ姑じゆうとのように陰いん険けんで不ふ愉ゆ快かいなものだった。

「書類に不備はないはずだよ、生徒会長。僕も確認したからね」

　部長の後ろから声を掛けた紫先輩を、一瞬だったが生徒会長は苦虫をかみつぶしたような表情で睨にらみつけた。

「それを確認するのが私の仕事だ」

「うん、そうだったね。では、お気の済すむまでどうぞ」

「……くっ」

　なんという不ふ遜そんな態度だろう。すぐにも天てん罰ばつが下くだるに違いない。

「……確かに、不備はないようですね。では、書類はこちらの方で先生方に提出しておきます。結果は追ってお知らせしますので、今日はお帰りください」

　急に事務的な口調になった生徒会長は、提出された書類をいくつか置かれた書類入れのひとつに入れ、こちらから視線を外した。

「おう！　じゃあ帰るぜ、みんな」

　部長が上機嫌で帰ろうと回れ右する。俺達も続こうとしたのだが、

「あぁ、ちょっと待ってくれるかな」

「ととっ……な、なんでえ紫？」

　タイミングを外された部長が不満そうな声を上げると、紫先輩は「すまないね」と言って、生徒会長に向き直った。

「できるだけ早くお願いするよ、生徒会長」

「…………う」

　そう言って、先輩は生徒会長が入れたばかりの書類を入れ物から取り上げ、その隣となりに置いてあった『至急』と書かれた書類入れに移した。

「越こし戸どさん、困るな。一生徒である君に、生徒会の事務手続きに口を出されたら――」

「部活の創設申請は、予算編成にも関わる重要な書類で緊急性も高いものだ。その処理はできうる限り迅じん速そくに、というのが慣かん例れいだったはずだよね……生徒会長？」

「それは……そうだが」

「それから、部室の仮申請は創部申請用紙が提出された時点で生徒会が検討、判断するものだよね。その申請に緊急性があるなら、会長の判断だけで即日部室の貸し出しが可能だ。……前例もあったよね？」

「……随ずい分ぶんな言い様だね。創部申請用紙を出して即部室をよこせ、と言うのかい？　君たちに仮の部室をあてがうことに緊急性があると？」

「現在、我が部は生物準備室を間ま借がりしている状態でね。あそこは放課後使われる場所ではないけど、あくまでも特別教室のひとつだ。使っておいて言うのもなんだけど、一部活が使っているという状態を放置するのは生徒会としても問題じゃないかな。だから、できることなら今すぐ使用許可と部室の鍵かぎを受け取って、生物準備室を本来の状態に戻してしまいたいんだけど……どうかな？」

「……申し訳ないが、文化部棟の空きも確認できていない状態だ。すぐには回答しかねるよ。……一いつ旦たん出直してくれないかな」

「あぁ、それなら大丈夫。現在文化部棟には三つ空き部屋があることは、こちらで確認済みだよ」

　と言いつつ、さっと文化部棟の地図を取り出す先輩。……何な故ぜ、そんな物を持ってらっしゃるのですか、先輩？

「ここと、ここと……それから、ここだね。できれば、この一階奥の部室を借りたいな。水場も近いしね」

「…………だから、その確認を取ってからだと言ってるだろう！」

「なら、今すぐ確認してくれないかな。それほど時間の掛かることでもないだろう？」

　生徒会長の表情が一段と険けわしくなり、紫先輩と睨み合うような格好になる。

　……なんだ、なんなんだ、このやり取りは？

　置いてけぼり食らってる上に、なんかすっげー怖いんですけど。

　て言うか、紫先輩はなんでそんな生徒会やら部室棟のことやら色々知ってるんだ？

　それに先輩、笑顔からなんか黒いオーラが出てるんですけど、なんでですか？

　でも、そんな悪の女幹部みたいな姿も、たまらなく魅み惑わく的です！

「越戸くん、君は――」

「会長」

　生徒会長が声を荒らげそうになった瞬間、それをさえぎるように声が掛かった。

　声の主は、先ほどまで黙って仕事をしていたメガネっ子。

　いつの間に会長達に近づいたのか、そもそもいつ立ち上がったのかもわからなかったが、彼女の手には分厚い青いファイルがひとつ抱かかえられていた。

「越戸先輩のおっしゃる通り、現在文化部棟には三箇所の空き部屋があります。今日現在、別の部活が使用申請を提出しているという事実もありません。ですから空き部室のひとつをお貸ししても、手続き上はさほど問題ないでしょう。あくまでも仮に、ですが」

　メガネっ子は、分厚いファイルの中から一回で部室棟の使用状態の書き込まれたページを開き、会長の前に広げてみせた。

「それから、創部申請用紙は書式に不備がない場合、できるだけ速すみやかに先生に提出するのが慣例です。どちらの申請も職員室まで行く必要がありますが、私がお引き受けいたします。……お任せいただけませんか？」

　うおお、なんか仕事できそうな見た目だったが、ホントにできるぞ、この女！

「……わかった。君がそう言うなら任せよう」

「はい、かしこまりました」

　苦にが々にがしく吐き出された会長の言葉に、メガネっ子は定じよう規ぎで測はかったようにキッチリとしたお辞儀で答えた。

　まだ何か言いたそうな会長だったが、結局その言葉を飲み込んだようだった。

「――それでよろしいでしょうか、越戸先輩」

　あれ、会長もそうだったけど、この子も紫先輩の知り合いなのか？

「うん。よろしく頼むよ、千ち佳か子こくん」

「はい、お任せください」

　ようやく解けた緊張感に、俺以下一年生三人はほっとため息を吐ついた。

「……用件は済んだだろう？　ではみなさん、お引き取り願いましょうか」

「おう、邪じや魔ましたな生徒会長。よっし、じゃあ帰るぞ！」

　あっけらかんと、部長は生徒会室を出て行った。今までの空気から何も感じなかったのか？　ある意味大物だ。……身体的にはきっぱりと小物だが。

「あぁ、素子。その前に、職員室に行かないといけないよ。僕たちもご一緒させてもらってもいいかな、千佳子くん？」

「えぇ、かまいません。そうしていただければ、すぐに鍵をお渡しできますし」

「と、言うわけだ。まずは職員室へゴーだよ」

「なに～？　なんで大おお雪ゆきの野郎のねぐらにこっちから行かなきゃならねぇんだよ」

　ぶーたれながらも、部長は紫先輩とメガネっ子を引き連れて職員室へ歩き出した。

「失礼しましたー」

　最後に退室することになり、俺は一応儀礼的に室内へ一礼した。

　ひとり室内に残された生徒会長の視線は机に向けられたままで、その両手はグッと握にぎられ、肩は震ふるえているように見えた。……多分、相当悔くやしかったんだろうな。




　職員室への道中、前を行く上級生三人から少し遅れて歩いていると、伊倉と葵が近くに寄ってきた。

「……なんだか、越戸先輩怖かったよ」

　声を落としているせいか、伊倉はいつもより身を寄せて来た。だが、そう言うのももっともだな。さっきの紫先輩には、いつものＳっ気全開モードとはまた違った怖さがあったし。……でも、ゾクゾクするほど綺き麗れいでもあったけどな。

「……なぁ、あのセンパイって何者なんだ？　生徒会長と、なんかあるのか？」

　伊倉とは反対側から、葵も声を潜ひそめて聞いてきた。……う、あまり接近されると、まだ脳が恐怖を覚えてしまう。いやいや、大丈夫、大丈夫のはずだ。

「生徒会長とのことなんて知らないが、何者かはわかっているさ」

「……？」

　ふっ、わからないのか葵。そんなの決まっているじゃないか。

「紫先輩は世界一の美女だってことさ！　そうとも、どんな過去を持っていたって俺には関係ない！　紫先輩は、未来永えい劫ごう俺の太陽ぶへらぁっ！」

　う、うおお、な、何故、俺は葵に殴られたの……？　葵のイラつきを促そく進しんするような発言を、俺がしたというのか？　それって、どこ？

「…………ふんっ！」

　や、やはり葵は、単純に俺を殺そうとしているのでは……ないか……？　がくっ。

「ああ、井園くん！　しっかりしてーっ！」
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「ふ、ふふふ……はっはっはっはっはっはっはー！　いやぁー、余計な物の置いてねえ、広ひれぇ部室ってなあいいもんだぜ！　なあカツオ！」

「確かに広くて困ることはないですけどね」

　目標だった五人を集め、創部申請と同時に新たな部室を手に入れた翌日、部長は最高に上機嫌だった。文化部棟の一室は特別広いというわけでもなかったが、部長の言うように無駄な物がなく、今までの生物準備室を思えば十分すぎるほど広く感じた。

　昨日、あのまま職員室で鍵を受け取った俺達は、本当にあっさりとこの部室を借りることに成功したのだ。

「じゃあ、はい。これがその鍵だよ」

　鍵を管理していた先生も、生徒会役員のメガネっ子と紫先輩と少し話をしただけで鍵を貸してくれた。生徒会長の許可を得ていたとはいえ、あまりのあっさりぶりに俺は正直びっくりした。

　さすがはフリーダムが売りの学校、教職員もフリーダムだ。少しは何部の部室に使われるかを考えるべきだと思うのだが。

「さて、これで心おきなく活動できるな……まずは、ツケ場をこしらえねえとなぁ」

　部長は腕組みしながら、今後の部室改造について思いをはせているらしい。

「部長、ツケ場ってなんですか？」

「ああん？　おめえ本っ当に物を知らねえ野郎だな。それでも江戸前寿司部の一員かってんだ！　ツケ場ってのはなぁ、寿司を作る調理場のこった！」

「なら、最初からそう言ってくださいよ。俺達は部長と違って寿司に関して素人しろうとなんですから、いちいち専門用語使われたってわかりませんよ」

　つっても、この人も玄人くろうとってわけじゃないだろうけどな。学生だし。

「へん！　野や暮ぼなことを言ってんじゃねえや。そういう言い回しをさらりと使えるようになってこそ、粋いきな江戸っ子だってんだよ！　おめえもこいつを読んで勉強しやがれ！」

「……なんですか、これ？」

　勉強しろと言って出してきたもんだから専門書か何かかと思って見たら、それは漫画だった。タイトルは『ＳＨＯＷ太の寿司』？

「決まってんだろ？　おれっちの虎とらの巻まきさ！　おれっちは寿司の基き礎そも知識も、み～んなこいつから教わったんだ！　ありがたく読みやがれってんだ！」

　……あぁ、そうだったのか。この人の知識が妙みように偏かたよったりしてたのは、まともに勉強してなかったからなのね。…………そうかいそうかい、漫画が教科書ですかい。

　それでよくもあれだけ寿司を作れるもんだと感心もするが、それでもねぇ？

「忘れてた、あんたバカだったんだよね」

「てやんでえ！　もっぺん言ってみやがれ！」

　またこの流れかよ。なんかもう慣れちまった自分がいることに驚きだ。

　……じゃあ、そろそろ誰だれか部員が来て、この場をうやむやにしてくれるはずだ。

「やあ、今日もやってるね、ふたりとも」

「おう、紫か」

「ナイスタイミングです、紫先輩！　……あぁ、こうして俺の望む時に現れてくださるなんて、俺達はきっと心の底では通じ合ってるんですよね！　そうに違いないです！　だから、俺と一緒に温かい家庭を築きましょうごああっ！」

　な……ぐふあ……こ、この筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい衝撃と、痛みは……！

「……さかってんじゃねえよ、バカ」

　静かな怒りをまとう、冷たいお言葉は葵さんですか。俺を見下ろす瞳ひとみからは、照れ隠しとかそういうものではない、むき出しの殺意が漂ただよってますね。怖こえぇえ。

　……このパターンは初だ。なんか今後固定化されそうで、とても嫌な新パターンだ。

「ぐおお……痛い、痛いっすよ、葵さんごへっ」

「だれが『葵さん』だ」

　つ、追撃・オン・ザ・床の上。お腹なかはやめて、中身が出ちゃう！

「井園くん、大丈夫？　今、井園くんの体から聞いたことのない音がしたよ？」

　おおぅ、伊倉か。いつでも、おまえだけは俺を素で心配してくれるんだな。お前の性別を男に選んだ神が恨めしいぜ……。

「あっはっは！　みんな仲良しさんだなぁ」

　先輩、そんなにもうれしそうな顔で、痛めつけられている俺を見るなんて……俺の苦しみは貴女あなたの喜びなのですか？　こんなことで貴女を喜ばせられるのなら、それならそれで、ちょっと幸せ……ガクッ。

「井園くんが、恍こう惚こつとした表情のままガックリと！　しっかりして！」

「これは大変だね。伊倉くん、すぐカツオくんに人工呼吸を施ほどこすんだ」

「えええっ！」

「ちょっ！　何言ってるんですか、先輩！　そんなのこいつに必要ないですよ！　……そ、それに、やるなら…………あ、あたしが……」

「そろいもそろって、ぎゃーぎゃー騒ぐんじゃねえや！　こんなもん、一発ひっぱたいてやりゃあ大丈夫だってんだ！　起きろ、カツオ！」

「ぐはあっ！」

　本日も、我々江戸前寿司部は騒がしい限りである。




「さて、みんなそろったことだし、僕たちの現状と今後の話をしようか」

　俺が死線をさまよっていたことをさらっと流すあたり、さすがです紫先輩。

「そんなの決まってんじゃねえか！　部室も貰もらったこったし、あとは部費を貰って、おれっち達の野望達成にまい進するだけだろ？」

　野望ってなんだよ、野望って。

　そういえば、こないだ全国制覇とか言ってたような……？

「うん、素子の性格ならそういきたいところだろうけど、それは少し気が早いかな。その辺りを知ってもらうためにも、まずは現状から話そうか」

　紫先輩は俺達を近くに集め、机の上にルーズリーフとマジックを置いた。

「この前も簡単には話したけど、あくまでも軽く触さわりを話しただけだったし、葵くんもまだいなかったからね。部活が正式に認可されるまでの過程は、ざっと書くとこうなんだ」

　先輩は紙の上にささっとペンを走らせる。




　創部申請書の作成→生徒会の承認、教師への提出（書類に不備がないか確認）→担当教師の審査→職員会議での承認→正式認定（部費支給・正式な部室割り当て）




　……けっこう煩はん雑ざつだな。

「で、現在の僕たちはここ。生徒会の承認を得て、担当教員への提出を終えた段階」

「あの、これを見るとまだまだ先は長そうに見えるんですけど……」

　伊倉の意見には俺も賛成。教師の審査っていうところも、職員会議っていうのも曲くせ者ものなんじゃないか？

「いや、実はそうでもないんだ。みんなも知っての通り、我が校のモットーはフリーダムだからね。余程のことがない限り、担当の教師や職員会議の段階で申請をはねられることはない。……と言うより、実質形だけのものなんだ。一番大変なのは、最初に五人集めて生徒会の承認を取り付けるところだったんだよ」

「じゃあ、あとはもう職員会議の承認待ちってことですか？」

「そういうことさ、カツオくん。僕の記憶が確かなら、次の職員会議は再来週の金曜だ。つまり、およそ三週間後には、僕たち江戸前寿司部は正式な部活と認定されるわけだね」

　先輩が、俺に向かってニッコリと頷いてくれた。……超幸せ。

「あの越戸先輩、顧問の先生はどうなるんでしょうか？　ボクたちでお願いに行かないといけなかったりするんですか？」

「あぁ、その説明がまだだったね。顧問の先生は正式認定された時点で学校側から任にん命めいされるという形だから、わざわざ僕たちが頼む必要はないんだ。……ま、先生方からすれば顧問は立派な業務だからね。学生任せにはしないさ」

　なるほど。それは面倒がなくて良さそうだ。

「ここまでが現状。次に今後のことだけど――」

　その後、先輩は部費が決定される生徒会主催の部長会議のこと、予想される部費の額がく、いかにしてその枠わくを拡大するか、などの政治家かこの人は、っていう話を展開した。

　……本当に、この人いったい何者なんだろう？　生徒会長と因いん縁ねんありそうだったし、ただのスーパー美女っていうわけではなさそうだ。……ハイパー美女だろうか？

「……とりあえず、そんなところだね。しばらくは認可待ちってことだけ覚えておいてくれればいいかな」

「なんでぇ、すぐに部費が出るわけじゃねえのかよ。ったく、これじゃあまともに仕入れもできやしねえ」

　この人、部費をいきなり全部高級魚の仕入れに使うつもりだったんじゃあるまいな？　予算管理をこの人に任せるのは危険そうだ。普段の昼飯代はそれなりに気を使っているのか、大した額取られちゃいないけど、どうなんだ？

「まあまあ、そう遠からず予算は下りるよ。……あぁ、そうだ。一応みんなに言っておくけど、職員会議までの期間は教師に目をつけられるような行動は慎つつしむように。形だけとはいえ、職員会議にかけられるわけだし、ね」

「へっ！　だとよカツオ！　宿題忘れて廊下に立たされたりするんじゃあねーぞ」

　がっはっは！　と部長は豪ごう快かいに笑った。……笑えねえ。

「いや、一番注意すべきはあんただと思うが……」

　実際、つい最近教師に連行されたばっかりじゃねーかよ。

「紫の話は終わったみてぇだし、みなさんお待ちかね、おれっちの番だな！」

　誰も待ってない。……などとは言わない。

「ようやくおれっち達、江戸前寿司部の野望の第一歩を刻む時がきたわけだ。……長かったよなぁ、紫？」

「……そうだね。僕たち二人で始めたのが去年の冬頃だから……足掛け半年といったところかな」

　二人が少し遠い目をしている。……くっ、紫先輩との二人だけの共通の思い出、だと？　やはり、このちびこそ俺が一番の嫉しつ妬と対象とすべき輩やからなのだな！

「それで、野望ってなんですか？」

　お、葵が自分から発言を。こういう大勢での会話に自分から入ってくるなんて、昔はあまり見られなかった光景だ。……うんうん、成長したんだな。

「おう、よく聞いてくれたなワサビちゃん！」

「……葵です」

「ワサビちゃん、これがおれっちの野望だ！」

　葵の訴えなんぞ聞く気はなさそうで、完全にスルー。

　幸いなことに、葵はムスッとしただけで黙った。部長はこういう奴だと認識したのだろう。訂正を諦あきらめたようだ。

　そんな下級生の姿を気にする様子もなく、部長は部室の小さな黒板に、デカデカと文字を書き始めた。ちっこいので、上半分は使えないようだが。

　そして書き上げられた文字は『全国制覇』。

　……やはり、いつぞや俺が聞いたのは聞き間違いではなかったらしい。

「どうでい！　でっかい目標だろうが！」

　部長、何故あなたはいつでもそんなに自信満々なのですか？　俺達が呆ぼう然ぜんとしているのが、何故わからんのですか？

「あの……」

「ん？　なんでえ、タラちゃん？」

「お寿司で全国制覇って、いったい何をするんでしょう？」

　それは俺の疑問でもあり、おそらく葵の疑問でもあるだろう。まさか全国大会が存在するとでも言うんじゃあるまいな？

「タラちゃん、いい質問だぜ！　座布団一枚やりたいくれえだ！」

　あぁピカピカの満面の笑み。この人は、ホントに機嫌不機嫌が分かりやすい。

「……んで、結局答えは？」

「そんなもん決まってらあ！　おれっち達、青あお葉ば学がく園えん江戸前寿司部の暖の簾れんを、全国津々浦々にまで広めることに決まってるじゃあねえかっ！」

　………………は？　暖簾？

「……あの、それは具体的にはどういう……？」

　重ねて尋ねる伊倉の顔が、微妙に引きつっている。

　うん、俺も聞きたい。だって意味がわからないから。

「そうさな、千里の道も一歩から……まずはこの学校の学食を乗っ取るのさ！　毎日新鮮でうまい江戸前寿司で、全校生徒の腹を満たしてやるのよ！」

　……学食で………寿司？　それも、毎日？

「そして次は系列校の学食を、ひとつひとつおれっち達の傘さん下かに置くのさ。暖簾分けってやつだな。カツオ、精しよう進じんすりゃあいずれおめえにも一校任せてやってもかまわんぜ」

　……………ええっと……？

「最終的にゃあ、全国津々浦々の学食全てに、おれっち達江戸前寿司部の看かん板ばんを掲かかげてやるのさ！」

　何故学食限定なのか、聞くべきか？　……いや、どうせまともな答えは返ってこないだろ。しかし、なんだろ、このやるせなさ。

「全国一の看板目指し、日々精進の寿司修業！　握る心と食う心、店とお客の心をつなぎ、まとめ震わす心寿司！　みんなの心を巻いて握れば、全国まとめて皆家族！　そいつがおれっちの目指す、全国制覇……おれっち達、江戸前寿司部のあり方でい！」

　……………………………………。

「……どうでえ、おれっちのでっけえ野望は！　おどろいて声も出ねえだろ？」

　がっはっはっはっはっは！　これまでにないほど、部長は豪ごう快かいな笑い声を上げた。

　……いやまあ、たしかに声もありませんよ。けど、あんたね。えー、なんて言うんだろうね。なんて言えば、いいんだろうね。

　ポカンと口を開けたままでいる同級生二人も、おそらく同じようなことを考えているのではないだろうか。ここは、代表して俺が言ってやるべきなんだろう。

「部長」

　挙きよ手しゆして発言を求めてみる。

「おうカツオ、なんでえ？　ついにおれっちを姉さんと呼ぶ決心がついたか？　……まあいいや、言いてぇことがあるんなら言ってみな！　特別に聞いてやんぜ！」

「はい、ありがとうございます」

　さて、と。

「ちょっと長くなりそうなので、とりあえず結論だけ一言で言わせてください」

「？　おう、なんでい」




「　ど　あ　ほ　」




「なんだとぉ？　誰がどあほだ、こんにゃろい！」

　さあ、戦いの始まりだ。

　部長も目を見開いて、いつものような偽にせ江戸弁のラッシュを始める……そう思った時、

「ちょいと、邪魔させてもらうぜ」

　不意に部室の扉が開かれた。

「……んなっ？」

　開かれた扉の方を見て、俺は言葉を失った。だってそこに、チンピラがいたから。

　白いスーツ、趣味の悪い派は手でな色のシャツを着込み室内なのにサングラス、黄色に染めた髪をリーゼントで決めている。

　この人の写真を撮ってタイトルつけるなら、「ザ・チンピラ」だ。

　そのチンピラはポカンと自分を見ている俺達を逆に睨み返しながら、ポケットに手をつっこんだままがに股またで歩くという、横おう柄へいそのものの態度で室内に入ってきた。

　よく見りゃ首や手首には、ジャラジャラと金ぴかのアクセサリー一杯だ。

「あぁん？　テメエ、誰にガンくれてんだコラ」

「め、めめめめっそうもない！　わ、わたくしはただ……」

　ひいぃっ！　ついうっかり視線を合わせてしまった！　命ばかりはお助けをっ！

「止やめねえか、ヤス！　……カタギの皆さんにご迷惑をお掛けするんじゃねぇや」

「へ、へい、アニキ」

　のおおっ!?

　俺に迫るチンピラ一号を一声で止め、その後ろからゆっくりと現れたのは、どう見てもヤクザだった。

　藍あい色いろの着き流ながしに身を包み、髪型はパンチパーマ。落ち着きのある表情ながら、鋭するどい眼がん光こうが印象的だ。なんか仁にん俠きよう映画に出てきそうな、風格のあるヤクザさんだ。

　この人の写真を撮ってタイトルつけるなら、「ザ・親分」だ。













　何ゆえに、我が青葉学園に親分さん＆舎しや弟ていが……？

「お取り込み中、失礼するぜ。江戸前の部長さん」

　親分（？）はゆっくりと部長の前に進み出て、静かにそう言った。

「……おう、誰かと思えば川かわ田だくんじゃあねえか。しばらく見ねえうちに、また老けたんじゃねえのかい？」

「そういう部長さんは相変わらずのようで」

　一方部長も臆おくすることもなく、いつものふてぶてしい態度で川田の親分と真っ向から向き合った。……すげえよ、部長。あんたのその小こ憎にくったらしい態度を頼もしいと思う日が来るなんて、思ってなかったぜ。

「あの、部長……そちらの方と、お知り合いなんですか？」

　伊倉の声は震えている。まあ、当然だろうさ。俺なんて、さっきから足が震えっぱなしだからな！

「あぁ、古い馴な染じみさ」

　部長、何故いきなり時代劇めいた語り口に、って考えたらあんまり変わってねえ。

「こいつは失礼。まずは名乗るべきだったな。お初にお目にかかる、俺は二年六組の川田孝こう造ぞうってもんだ。江戸前部長とは小学校時代からの同級生でね、仲良くさせてもらってたよ」

　何いっ！　あんた俺の一個上!?　その事実にまずびっくりだ。

「そうだったかもしんねぇな。……もっとも、おれっちの知ってる川田くんは、こんな風に道を間違えた男じゃなかったけどな」

　あわわわ。ちょ、挑発的ですね部長！　相手はヤクザ風ですよ、怖くないの？

「テメエ、アニキにそんな口利きいてただで済むと思ってんのか！」

　ほら、怒った！

「ヤス！　……おめえは黙っとけ」

「へぇ、申し訳ありやせん」

　やはり川田さんの一いつ喝かつで黙だまり込むヤス。

　……ん？　つか、こいつ川田さんをアニキって言ってるってことは、一年生？

　俺と同学年なの!?　これで？

「舎弟が失礼しましたな。まぁ、昔の話はなしにしましょうや。お互い楽しい話でもないでしょうが」

「ふん」

　なんなんだ、この展開？　これはホントに現代日本の高校内部で交わされている、高校生同士の会話なのだろうか？

　……あのー、みんなついてきてる？　俺はついていけてないよー？

「……それで？　その川田くんが江戸前寿司部の部室に、どんな御用件なのかな？」

　それまで部長の隣で黙っていた紫先輩が、やや厳しい表情で川田に声を掛けた。

「おや、これはこれは越戸の姉さんじゃありませんか。……いやなに、新しくここに入った部があるってお聞きしたので、ちょいとご挨あい拶さつにと伺うかがっただけですよ。文化部棟の仲間として、ね……」

　え？　文化部棟の仲間って、この人たち文化部なの？　マジ？　て言うか、制服着てさえいませんよ？

「仲間、ね？　泣く子も黙る『地じ上あげ部ぶ』の部長さんが、随ずい分ぶんかわいらしい言葉を使うじゃないか」

「は？　地上げ『部』……ですか？」

「そう、地上げ部。彼らがどんな部なのかは、名前で察さつしがつくんじゃないかな」

　紫先輩は、少し肩をすくめて苦笑いした。そういう仕し草ぐさもとってもかわいい、ってそうじゃなくて！

「地上げって、あの地上げですか？　都市開発にかこつけてゆすりたかりを繰くり返かえして、善男善女を脅おびやかすあれですか？　金かね儲もうけと用地買ばい収しゆうの為ために手段を選ばない、最終的にトラックで店に突っ込んだりする、あの地上げ行こう為いのことなのですか？」

　それが部活動って。それに、

「地上げ部が認められてるのに、江戸前寿司部は申請却下されたんですか？」

「……残念なことにね」

　残念すぎます！

　て言うか認めるな青葉学園。マジここなんなの青葉学園！　フリーダムにも程がある！　さっき先輩が言っていた、職員会議が「形式だけ」という言葉も真実味を帯びてきたな。……いや、そもそも生徒会の段階で止めろ。明らかにおかしいだろ！

「おいおい、待ちなよ兄さん。どれだけ悪どい印象持ってんのか知らないが、あんたのイメージしている地上げ屋ってのは、一部のたちの悪い連中の話だよ」

　苦笑いを浮かべながら、川田の親分が俺の方へ視線をよこした。眼光鋭するでぇッス。

「本当の地上げって言うのはだな、特に価値のない土地……例えば細こま切ぎれだったり、権利関係がごちゃごちゃしてる土地だな。そういう時代に合った使い方ができないで無駄になっている土地を有効利用するために、ある程度の大きさにまとめる行為のことだ。つまり、地上げって言葉自体には暴力的な意味合いはないのさ」

　親分さんが、見た目からは想像できないような丁寧な口調で説明してくれた。

　……でも、その落ち着きが大物っぽくて余よ計けい怖いなんて、怖くて言えません。

「とはいえ、地上げって名前からそういう誤解を受けるのはよくあるんだがな。我々『地上げ部』の活動はだな、数の多すぎるこの学園の部活間で部室の割り当てやグラウンドの使用を適切に行うためのお手伝いをすること。……そうだな、いわばボランティアの仲介業者ってところなのさ」

　わかってくれたかい、そう問う川田の親分。俺はかくかくと頷くしかなかった。いや、正直言って彼の言葉を信じたわけじゃないけど、だって怖いじゃん。

「カツオくんが驚くのも無理はないけど、我が校の地上げ部は、創設三十年を誇ほこる伝統ある部活だよ。その頃の勢いはもうなくなってしまったようだけど、バブル期には随分と大きな部だったらしいからね」

「さ、三十年……？」

　俺の記憶が確かなら、この学園ができたのは四十年ほど前のはずだ。その四十年間の歴史の中に、三十年間『地上げ部』が存在していたの？

　あと、そんな部に入るなよバブル当時の学生。まさか就職対策じゃねえだろうな。

「……時代ってヤツですよ」

　昔を懐かしむように、川田の親分が遠い目をした。

　いや待ってください、あんたその頃まだ生まれてませんよね？

「勢いがなくなったってなぁ余計だ、姉ちゃん！」

「おや、気に障さわったかな。これは失礼」

　てんめえヤス！　俺の紫先輩になんて口の利き方だ！　いくら温厚な俺でも怒るぞこの野郎！　こっちには、最終兵器・葵がいるんだぞっ！

「……勝手にあたしを当てにするな」

「っ！　な、何故俺の考えがわかったの？」

「…………お前の場合、目ぇ見れば何を考えてるか大体わかるんだよ」

　なんてことだ、目が口ほどに物を言っていたのか。今後気をつけよう。

　俺が決意を新たにしている横では、部長がしっしと彼らに手を振っていた。

「とにかく、もうあいさつなら済んだだろ。他に用がねえんだったら、さっさと帰ってもらおうか」

「そう邪じや険けんにすることもないでしょう、部長さん。たしかに挨拶は済みましたけどね、ちょいとお聞かせしたい話もあるんですよ」

「話、だあ？」

「えぇ。御承知の通り、我々の活動は限られた学園空間の適正利用を計はかることでしてね。この部室に関しても、我々に対して使用したいと言ってきている部もけっこうあるんですよ。その方々は、今回の措そ置ちを大変お怒りになってましてね」

「へん、随分持って回った言い方ぁするようになったじゃねえかよ。はっきり言ったらどうなんだい？　出てけ、ってよ？」

「何もそこまで言うつもりはありませんが、ね。ただ、以前からここを使いたいと思っていた人間からすれば、あなた方が急に入ったことを面白くないと思っても、仕方のないことだと思いませんか？」

「それは心外だな。僕たちは生徒会の許可の下、適切な手続きでここを借り受けたんだ。……君たちの意向を伺う必要性はないと思うけど」

「越戸の姉さん、世の中には仁じん義ぎってものがあるんですよ。その辺をよおく考えてもらえませんかね？　そうでないと、そちらにとってもあまり良くないことが起こるかもしれませんよ」

「かもしれやせんね、アニキ！　血の気けの多い奴も、この辺にはゴロゴロしてますからね！　げへへへへへ！」

　げへへって、なんてベタな悪役笑いをするんだ！

「…………脅迫かい？」

「いやいや、まさか。ただの雑談ですよ。……ま、今日のところはおいとまさせてもらいましょうかね……ですが、俺の言ったこと、よく覚えておいた方がいいと思いますが、ね。それじゃ、部長さん、俺達はこれで失礼いたしますよ」

「へへへへ、邪魔したな！」

　学園モノらしからぬ発言を多数残し、彼らは去っていった。

「けっ！　胸くそ悪いったらねえや！　……おい紫、塩まいとけ！」

　あんたのその発言も、多分に学園モノらしくない。

「しかし……やっかいなことになったね。正直、まさかあちらが地上げ部まで出してくるとは思ってなかったよ」

　甘く見ていたかな、そう言って紫先輩は顔を曇くもらせた。

「センパイ、あちらって言うのは？」

　葵は先輩の言葉に引っかかりを覚えたようだ。

「彼ら地上げ部は、本来の地上げ屋がそうであるように、基本的に誰かの依頼によって行動するものなんだ。だから絶対にとは言いきれないけど、彼らの後ろには何者かの意思があるはずだ」

「それって、あの人たちが言ってた、この部室を欲しがっていた人達なんでしょうか？」

　そう尋ねる伊倉の声はまだいくぶん震えていた。地上げ部への恐怖の余よ韻いん、と言うよりは、今後の不安からくる震えだろうか？

「どうかな？　少なくとも、僕は違うと踏んでいるよ。彼らの背後にいるのは、おそらく……」

「生徒会だってんだろ？　まったく、あんの青びょうたん」

　部長が苦々しげに紫先輩の言葉を継ついだ。あんたと意見が合ってもあまりうれしくないが、俺も同意見だ。

　だって、生徒会長のこれまでの態度は明らかに俺達、と言うより紫先輩に対して敵対的だった。

　まあ、部長にも攻撃的だったが、あれは部長が全部悪いからノーカウントで。

「生徒会と言うより、生徒会長個人じゃないかな？　生徒会全体としては、僕らにそれほど悪意はないはずだよ」

「じゃあ、会長個人にはあるんですか？　……それはまた、どうしてです？」

「……ま、いろいろあるのさ」

　それ以上教えてくれるつもりはなさそうだ。気になる。まさかあの生徒会長、先輩に対して横よこ恋れん慕ぼしているんじゃあるまいな！　だとしたら、許せん！

「……おまえもだろ」

　あら？　葵は何故ため息をついたのだろう？

「な、何をされるんでしょうか？」

　伊倉はおびえたように部長と紫先輩の顔を交こう互ごに見た。

「おそらく直接手出しはしてこないと思う。……ただ」

「……何かしら嫌がらせはしてくるんじゃないか？」

　葵が紫先輩の言葉を継ぐ。彼女は伊倉のように怯おびえた様子はなかったが、明らかに不機嫌そうな表情だ。……ちょっと、怖いですよ。

「へっ！　何をおっかながることがあるってんだ！　地上げが怖くて、寿司が握れるかってんだよ！」

　毎度毎度のことだけど、この人威い勢せいだけはいっちょ前だよな。いつもと同じような得意気な顔で、鼻の下をこすってみせた。

「……あんたも大たい概がい時じ代だい錯さく誤ごだよな」

「なんだとカツオ！　もっぺん言ってみやがれ、こんにゃろう！」




　みんなはそれぞれに考えを持っていたようだったが、俺は正直不安だった。

　そしてその不安は、すぐに現実のものとなってしまった。
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　　　　　一




　俺は地じ上あげ部ぶを甘く見ていたようだ。

　彼らが部室を訪おとずれた翌日、俺を襲った衝撃は計はかり知れないものだった。




「おはよーっす」

　朝、俺がいつものように教室に入ると、何な故ぜか俺の席の周りに人だかりがあった。

「井い園その……！」

「熊くま切きり、俺の席がどうかしたのか？」

　俺を見るなり言葉を失った熊切の様子から、俺はさっそく嫌いやがらせが始まったか、とどこか冷静に考えていた。

「どうもこうも……おまえ、何があったんだ？」

　熊切は沈痛な面おも持もちで俺を見み据すえ、俺の席を囲んでいた他ほかのクラスメートたちも言葉こそ掛けてこないものの、何事か言いたげな表情で俺を見ていた。

　……俺の席は、さぞひどいイタズラをされているのだろう。

「いや、何って言うほどのことも……って、なんじゃこりゃあ！」

　……ひどい。これは、本当にひどい。

　俺の心は、かつてないほど凍いてついた。

　俺は彼らを完全に侮あなどっていた。と言うか、見み誤あやまっていた。

　だってさ、あのあからさまなヤクザ風の外見だとか地上げ部っていう名前からして、嫌がらせしてくるにしても暴力系だと思うじゃない？　普通そうだろ？

　だから俺も机がひっくり返されてるとか、傷だらけにされているとか、ゴミをかけられてるとか、そういうことかと思ったの。心の準備だってしたさ。

　だけど、この仕打ちはあんまりじゃないか……？




　俺の机の上には、大量のゲイ雑誌が積まれていた。

　机の中からもはみ出ているし、床ゆかにも数冊落ちている。

　そして、その一冊一冊に、所有権を主張するように俺の名前が書いてあったのだ。




　クラスメート達は、立たち尽つくすしかない俺をただ黙って見ていた。

　背中に感じるこの視線は、いったいどんな色をしているのだろう？

　……この状況で、この不浄の書物が俺の所持品だと思う奴なんざいないと思うが、それでもどうしようもないやるせなさを感じる。

「井園……」

「熊切……」

　クラスメートでただ一人、熊切は声を掛けてくれた。

　この気まずさで重すぎる沈黙から、俺を救ってくれた友人に感謝の念を伝えようと思ったのだが……。

「おまえにそんな趣味があったなんてな……エンガチョだぜ」

　……その予想外に心温まる友人の言葉に、俺はツッコミさえ忘れて涙を流すことしかできなかった。




　一時間目終了後の休み時間、俺は悪あしき紙かみ束たばの処理に追われていた。

　これは俺の物じゃない、クラスのみんなには説明したし、わかってくれたとは思う。

　だが、この邪悪な印刷物の処理は俺がするしかないのも事実で、俺は泣きたくなる感情を抑おさえつつ、それらを数冊ずつ紙かみ紐ひもで縛しばり上げていた。そんな時、

「カツオいるか！」

　すごい剣けん幕まくの葵あおいが教室に飛び込んできた。廊下は走っちゃいけません、などとたしなめたらぶん殴なぐられるんじゃないかという勢いだ。

「おー、おはよう葵。どうかしたのか？」

「あいさつなんかどうでもいい！　お前のとこには、何かされてなかったか？」

　言いつつ詰め寄ってくるその顔は、尋じん常じようならざる迫力があった。トラウマも手伝って、正直怖い。

「その言い方だと、葵んとこにも何かあったの……かっ？」

　な、ななな……？　今気づいたけど、なんであなたはヌンチャクなんて持ってきてるの？　それでどうする気だ？　素す手ででも俺一人ヤるには十分なのに、この上武器まで！

「ちっ！　やっぱり、おまえのところにもか！　……くっそ、あいつら」

　イライラを隠しもせず、葵は拳こぶしを固かたく握にぎった。……怖い。

「それで、いったいどんな……って、カツオ？　おまえ、そんなに青くなるようなことされたのか？」

「いえ、そのあの……別にそういうワケでもないような、あるような……」

　怖いのはあなたです、などと言えるはずもない。

「……なんだよ？　言いたいことがあるなら、ハッキリ言えよ！」

「ヌンチャクで殴るのは勘かん弁べんしてください！」

　御要望に応え、ハッキリ言ってみた。

「誰がそんなことするか、このバカ！」

「げふぃっ！」

　殴られた。グーで。

　次に俺が気づいたのは、二時間目が終わった後だった。




「……すみません、そんな物ぶつ騒そうなもの抱かかえて迫せまってきたもので、つい恐ろしくなって」

　昼休み、俺は再び教室に現れた葵に謝罪していた。他の江え戸ど前まえ寿す司し部ぶの面メン子ツはまだ集まっていない中、俺と葵は一対一で座っている。

「……これは、今け朝さあたしの机の上に置いてあったんだよ」

　そう言って、葵はヌンチャクをくるくると振り回した。……私物じゃなかったのか。

　今俺の前でヌンチャクを扱あつかう姿は、すげー様になっているというのに。

「……？　なんだよ？」

「いや、それよく似に合あうなっておぼぁっ！」

　またグーで殴られた。

「……ふざけてんのか？」

「めっそうもない」

　バリバリの本心でございます。

「……で？　さっき聞けなかったけど、お前のとこにはどんな嫌がらせがあったんだ？」

「そっちと似たようなもんかな。俺の机にあったのは、これだけど」

　捨てに行くタイミングがなかったから、まだロッカーに詰め込んであったアレを机まで運び、

「…………っ！　な、なんて物見せるんだこのバカっ！」

「げふあっ！」

　殴られた。ヌンチャクで。

　……じ、地上げ部め、なんて恐ろしいことを…………ガクリ。

「……あ、悪い！　つい……って、おいカツオ！」

　あぁ、葵の声が遠い。……つか、ついうっかりで人を殴らないで。




「大変だ、井園が変な音をたてて倒れたぞ！」

「井園、傷は深いぞ、しっかりしろ！」

「……ふん、朝から二度までも教室で美少女とイチャついた罰ばつだな」

「いや、それだけじゃない。最近は昼休みのたびに教室で美女と美少女に囲まれてるぞ」

「俺もそれは許せないと思っていた。これは天罰だ」

「それもそうだ」

「そうそう、ほっとこうぜ。飯めしの途と中ちゆうだし」

　……て、てめえら、覚えとけ……！




　俺の意識が戻った時には、昼休みが終わっていた。

　そして、机の上には一枚の置手紙。

『この本は僕が責任を持って処理します』

　……誰からの手紙かなんて、確認するまでもなかった。

　俺はその手紙が汚れないようクリアファイルに入れ、しっかりとカバンにしまった。

　呪いの品が宝物とトレードできたよ、ありがとう地上げ部！




　　　　　二




「これ……」

「ひどいな……」

　放課後、同時に部室に着いた俺と葵は、室内の光景に思わずうめいた。

　借りたばかりで、ほとんど物のない部室の床に、部長が持ち込んだと思われる複数の魚と溶とけかけた大量の氷がグチャグチャに広げられていて、その脇に中身をぶちまけられた青いクーラーボックスが転がっていた。

　本当に、ひどい。特に魚は種類すらもわからないような状況で、とても食用にはできそうもない。

　クーラーボックスから放り出された後、けっこうな時間が経たっていたのだろう。……生なま臭ぐさい、なんて言ったら部長に怒られそうだが、室内にはお世せ辞じにも良いとは言えない臭しゆう気きがただよっていた。……そして、

「部長……」

　その中に、部長はひとりで立ち尽くしていた。

「……おう、カツオにワサビちゃんか」

　俺の呼びかけに、普段とはかけ離れた弱々しい返事が返ってきた。

「……まったくよ、もったいねぇことしやがるよな。これじゃ、死んだ魚もうかばれないぜ……」

　部長は俺達に背中を向けた格かつ好こうになっているから、表情は見えなかった。

　ただ、その背中は微かすかに震ふるえているように見えた。

「…………ええと、部長」

　なんと声を掛けていいものか、すぐにはわからない。俺のとなりにいる葵だって同じだろう。葵は口くち下べ手ただし、なおさらそうかもしれない。

「……さてと！」

　そんな俺達に、部長は一声あげて向き直った。……意外なことに、その表情はさほど暗いものではなかった。いや、それどころか、

「まずは片付けだな！　愚ぐ痴ちも恨うらみつらみもその後だ！」

　ふてぶてしくニヤリと笑ったのだ。

「おら、ふたりとも！　ちゃっちゃと動きやがれ！」

「は、はい！」

「わかりました」

　俺達は窓を開けて換気し、ぶちまけられていた物を集め、雑ぞう巾きんで汚された床の掃そう除じをした。

　床に染しみ付いた魚の血の跡あとを水みず拭ぶきしながら、俺は無む性しように腹が立っていた。こいつは、いくらなんでもやり過ぎだ。許せない……そんな感情が湧わき上あがる。だが、

「きっちり拭けよ、カツオ。掃除は仕事の基本だぞ」

　一番悔くやしいだろうこの人が我が慢まんしているのだ。俺が自分の不満だけぶちまけるなんてできっこない。

　とりあえずの掃除を終え、濡ぬれた床を仕上げに乾拭からきする。

「おし、まあ一段落ついたな。んじゃ、これを捨ててくるか」

　部長はそう言いつつ、床に捨てられていた魚『だった物』を入れたクーラーボックスをのぞいた。その瞳ひとみに浮かぶ感情を、俺は読み取れなかった。

「部長、それ……俺が捨ててきましょうか？」

「いや、おれっちが買ってきたもんだからな。おれっちに処しよ理りさせてくれ」

　だが、これに入っていたのは、部ができたお祝いだと言って、部長が自じ腹ばらで買ってきたものらしいじゃないか。昼休み、部長が得とく意い気げに語っていた、と葵から聞いていた。

　形にこだわる部長のことだから、自分で港まで行った可能性だってある。それを、こんな形で無む駄だにされたのだ。悔くやしくないはずがない。悲しくないはずが……ない。

「じゃ、ちょっくら行ってくるからよ、待っててくれや」

「はい……」

　その背中が、後ろ手に閉じられる引き戸に消える直前、

「……これ、タタキにできねぇかな」

　などと聞こえた気がした。……転んでもただでは起きないらしい。

　幸い、しばらくして戻ってきた部長の手にタタキはなかった。




　ゴミ捨て場から戻った部長は、しばらく平気そうな顔をしていた。だが、

「しっかし、地上げ部の野郎は許せねえ！」

　部長らしい、と言えば部長らしい。最初の態度は、やせ我慢だったようだ。でもそれも当然か。部長のされたことは、もうイタズラで済むもんじゃない。

「部長、怒るなとは言いませんけど、短気だけは起こさないでくださいよ。たしかに、部長がされたことは、笑って済ませられないですけど」

「おれっちのことなんざ、どうでもいいんだよ！　おれっちが怒ってんのは、おめえらにつまんねーイタズラしやがったことだ！」

　……え？　いや、俺達がされたことなんて、大したイタズラじゃないでしょ。

「それにな、おれっちは食い物を粗そ末まつにするやつが大嫌ぇなんだよ！　大事な家族と、大事な食材に手ぇ出したこと、許せるわけがねえだろうが！　地上げ部の野郎ぉ……今度会ったら、ただじゃおかねえぞ」

「おやおや、俺達になんぞ用ですか？」

　不意に、渋しぶめの声がした。

　声のした方を見ると、いつの間にか地上げ部の川かわ田ださんがヤスを引き連れて立っていた。換気のために開けていた扉から、勝手に入って来ていたようだ。

「おうおう、てめえら……よくもまぁ、ノコノコその面つらぁ見せにこられたもんだな、おい！」

　今にも摑つかみかかりそうな部長の肩を、俺と葵は同時に摑んだ。

「いきなり御ご挨あい拶さつですなぁ、部長さん。随ずい分ぶんお怒りの御様子ですが、何か不ふ愉ゆ快かいなことでもありましたか？　……おや、そう言えば、何かこの部屋は臭においませんかい？」

「そうですね、アニキ。なんか生臭いっすよ。……大方、そっちの姐ねえさんが板いた前まえの真ま似ね事ごとでもして、失敗したんじゃないですか？」

　……こ、この野郎っ！

「ヤス、失礼なことを言うんじゃねえ」

「……ふざけんなよ、おまえらがやったことだろうが」

　ぎりっと音がしそうなほど、葵は歯嚙がみしていた。久しく見ない、本気の怒りだ。

　連中の方へ一歩踏み出そうとする葵から、俺は危険なものを感じた。

「やめろ、葵！　証拠がないし、……それに、暴力沙ざ汰たはまずい」

　地上げ部に手を出せば、間違いなくそれは教師に通達されてしまう。そうなれば、江戸前寿司部の設立が承認されないどころか、最悪解散させられる。

「だけどなっ！」

「何を言ってるのかわかんねーけど、証拠もなしに人様を疑っちゃいけねーなんて、今時小学生だってわかってるぜ、赤い頭のお嬢ちゃんよお？」

「っ！　てめえっ！」

　うわ、これはまずい！　俺は慌てて葵の腕を摑んだ。

「おお怖ぇ怖ぇー。江戸前寿司部さんは、ずいぶんと乱暴な方々のようで」

　葵は自分の髪のことをけっこう気にしてて、小学校時代も時々それでケンカになってたんだ。……知らないってのは怖いな、ヤス。俺はお前の命の恩人だぞ。俺が止めなければ、今頃おまえの顔面は原形を留とどめていなかったはずだ。

「あ――」

　？　葵が俺の手を見ている。葵の腕を摑んでいる、俺の手を。……葵の顔が、見る間に顔が赤くなって……って、しまった、ついうっかり……！

「ちょっ……ま、待て葵！　これはその……」

「なに手ぇ握ってんだ、このぉーっ！」

「へぶぅしっ！」

　電光石火の右フックに、俺の身体からだはくるくると回転しながら数メートル跳ね飛ばされ、部室の壁に当たって落ちた。……人間って、空を飛べるんだね。

「…………と、飛んだ……」

　おそい、おそいぞ、ヤス。貴様が怒らせたのがどんな相手か、ようやく理解したようだな……？　ヤスの顔からは血の気けが引き、がたがたと震えていた。

「カツオ、大丈夫……には、見えねえな。しっかりしろ」

　部長と葵が俺に駆け寄ってきて、地上げ部との間で張り詰めていた緊張が解かれた。

「わ、悪いカツオ。つい手が……」

　いや、間接的に連中にプレッシャーを与えられた。問題ないぜ。すごく痛いけど。

　ヤスは完全に腰が引けたようで、扉の方に下がっていた。

「あ、アニキ、帰りやしょう」

「ビビるんじゃねえよ、みっともねえ。ま、こんな魚臭ぇ場所にいても気持ちのいいもんじゃなし……部長さん、失礼するよ」

　俺の惨さん状じょうを見ても、川田親分の方は動じていなかったようで、ゆっくりと踵きびすを返した。

「あ、そうそう。掃除はきちんとお願いしますよ、こう臭くっちゃ他の部の迷惑になりますからね」

　立ち去り際ぎわだというのに、いちいち不愉快な野郎だ。

「けっ！　おととい来やがれ！」

　部長も、追いかけてまでどうこうする気はなくなったようだ。よかった。




「ふたりとも、遅いな」

　地上げ部が去ってしばらく経っても、紫むらさき先せん輩ぱいと伊い倉くらのふたりは部室に来なかった。

「……ひょっとして、何かあったんじゃないか？」

「連絡取れないですか、部長？」

「……紫は携帯ケータイ持ってるが、おれっちは持ってねえからな。おめえらは？」

「携帯は持ってますけど」

　当然のことながら、紫先輩の番号もメアドも知らない。……何度聞いても教えてくれなかったんだよね。ついでに、伊倉の連絡先も聞いてなかった。

　葵は？　と視線を送ったが、首を振られてしまった。

「教室に行ってみるか。カツオはタラちゃんの方へ行ってくれ、おれっちは紫んとこ行ってくる。んで、ワサビちゃんはお留守番だ」

「了解です」

「……わかりました」

　俺は伊倉の教室へ寄らなかったことを後悔していた。俺と葵がされたことを考えたら、紫先輩や伊倉に何かあっても不思議じゃない。……いや、あって当然じゃないか。

　心のどこかで、どうせ大したことはないと高をくくっていたのかもしれない。

　だが、これほど遅くなっているのだ。クーラーボックスの件もあるし、あのふたりには俺達なんかよりよほどひどいことが起きているかもしれない。

　くそっ！　もし伊倉や先輩に何かあったら……。

　ダメージが抜けきらない体を起こし、伊倉の教室に向かおうと部室を出たところで、

「あ、あぅ……井園くん…………」

「……………………え？」

　黒いゴスロリ少女に行き会った。

　なんだ？　なんなんだ、この違和感の塊かたまりは！

「カツオ、どうした……って、うおっ！　なんだ、おめえは！」

　遅れて出てきた部長も相当驚いたようだ。

　いや、だってね、ゴスロリコスだけならいざ知らず……いや、それだけでも相当な衝撃だが、そいつは銀色ロングの巻き髪ウィッグを被かぶり、唇くちびるの黒いルージュなど、しっかりとしたゴスロリメイクまで施ほどこされているのだ。

　正直、ここまで行くとホラーである。

「ごめんごめん、遅くなってしまった」

「！　紫先輩！」

「紫っ！」

　そしてそのゴスロリの後ろに、なんだかとっても楽しそうな紫先輩が立っていた。

　えぇっと、ひょっとして、この流れは……。

「おまえ、伊倉……か？」

「………………あぅぅ……」

　そのうめきが全てを語った。……あ、頭が痛い。

「いや～、すまないね。一度始めたら面白くなってしまってね。伊倉くんも変わっていく自分の姿に良いリアクションするものだから、ついついメイクに力が入ってしまったよ。あっはっはっは」

　……………………………………。

「……あ、あれ？　ふたりともどうしたんだい？」

　紫先輩、あなたって人は……。

　俺と部長が言葉を失っていると、「ふたりが来たのか？」と葵も出てきた。そして、

「あ……」

「え……？」

　変わり果てた伊倉の姿に悲鳴を上げたのだった。




「……じゃあ、結局そのドレスも連中のイタズラなのか？」

「はい、多分」

　ようやく化粧を落とし終え、弱々しく頷うなずく伊倉の両目には涙が浮かんでいた。うん、これドレスを贈られたことよりも、着せられている今の状況に対しての涙だよね。

　ここまでに伊倉が話したことを簡単に説明すると、伊倉のクラスは最終授業が体育だったそうだ。いつも通り体操服に着替えて体育をこなし、帰ってきたら、

「……なんで、よりによってゴスロリをチョイスしたんだ」

「……ボクが教えて欲しいです」

　机の上に、制服ではなくこのゴスロリファッションが一式置かれていたのだと言う。

　その衝撃、いかばかりであったろう？　俺なら間違いなく泣くわ。

「それで、制服は見つかったのかよ？」

「……はい。すぐに見つかったんですけど、水みず浸びたしにされていて……」

　伊倉は持っていたビニール袋を開いてみせた。……びっちゃりだな。

「なるほど、それじゃ着られないだろうな。せめて帰るまで干ほしとけよ」

「……貸しな、あたしがやるよ」

　さらっと立ち上がり、葵は伊倉の制服を持って窓際に行った。なんだなんだ、伊倉に優しいじゃないか。そういうところを人に見せたがらなかったくせに、意外だ。

「うぅ……ありがとうございます」

　ゴスロリ伊倉は恐きよう縮しゆくという文字がぴったりの表情をした。

「……けどよ、ならそのまま体操服着てれば良かったじゃねえか。みんな事情はわかってんだし、それを着るよりずっと自然じゃねーか」

　部長の疑問はもっともだが、それは仕方ない。だって犯人は……。

「いや～、ちょうど伊倉くんの教室前を通りかかったら、体操服姿で出てくるじゃないか。理由を聞いたら、つい着せてみたくなってしまってね……いや、申し訳ない」

「バカかおめえは！　こっちが心配してるってのに……まったく！」

　……うぅん、さすがに今回のことは俺もフォロー不能です紫先輩。あなたはなんて自分の欲求に素直な人なんですか！　少しは状況考えて行動してください！

「……うぅ……謝るのはいいですから、なんとかしてくださいよ～。これ一人じゃ脱ぬげないんですから……」

「そうだな。……しかし、これ手が込んでるなぁ」

　なんでイタズラごときに、これほどしっかりした作りの服を？　と思うほど、そのドレスはきっちり作りこんであった。

「多分だけど、それ演劇部の衣装なんじゃないかな？　あまり手荒に扱あつかって破やぶったりしても、その線から問題にされてしまう可能性もあるから、気をつけてね」

「着せたてめえが言うなってんだ」

　先輩二人の会話を横に聞きながら、ふと気づいた。これを紫先輩が着せたってことは……こいつ、先輩の前で裸はだかになって、あちこち触れられたりしたの？

「どうしたの、井園くん？」

「いや、別に」

　そうだとも、今はこいつを妬ねたんでいる場合でもない。

「じゃあなんとか脱がしてみますから、女性陣はいったん外へお願いします」

「ど、どうしてだい？　いいじゃないか、僕が見ていたって……」

　そうじゃないかな、と思ってましたけどね。紫先輩的にはとても見たかった絵え面づらなんだろう。

「……伊倉が泣きます」

「……あぅぅ」

　と言うか、すでに半泣きですけどね。

「おら、行くぞ紫」

「ちょ……も、素もと子こ、葵くん！　放して！」

　結局、しぶる紫先輩を部長と葵が両側から抱え込み、部室から出て行った。……どっちでもいいから、立ち位置を代わって欲しいと思った。

「井園くん、ごめんね」

「いや、いいから……」

　同級生男子からゴスロリドレスを脱がす……これは苦行だ。この胸のドキドキは、男の服を脱がすという行為に対する拒否反応だろう。うん、きっとそうに違いない。

「ありがとう井園くん、あとはひとりで脱げるから……後ろ向いててくれないかな？」

　モジモジとこちらを窺うかがう伊倉の顔は、必要以上に赤い。……まさかとは思うが。

「伊倉……おまえ下着まで替かえられてないよな？」

「…………………………………………………………」

　おい、返事はどうした!?




　ひどく疲れる伊倉の着替えが終わり、女性陣も部室に戻った。

「しっかし、もう許せねえな！　よくもまぁ、うちの家族にひっでぇイタズラしてくれたもんだ！」

　一番ひどい嫌がらせを受けたのは自分だと言うのに、部長は本当に俺達が受けたイタズラの方に怒っているようだった。

「素子、わかっていると思うけど、彼らに手を出すのはいけないよ。それこそ、彼らの思う壺つぼなんだからね」

「んなこたぁわかってんだよ！　けどな、我慢できねえもんはできねえんだ！　もし、またうちの家族に手ぇ出してきやがったら、ただじゃおかねえ！」

「……素子。たしかに、彼らが君やかわいい後輩達にちょっかい出してきたことは許せないけど……」

「後輩だけじゃねえや！」

「え？」

「紫、おめえはおれっちの目を節ふし穴あなだとでも思ってんのか？　おめえだって、なんかされたんだろ？　それも、けっこう陰いん険けんなやつをよ」

　なんだって？　連中、紫先輩にまで？　実際のところどうなのか、そう指摘されても、紫先輩の表情に特に変わったところは見られなかった。

「へん、おめえが認めねえことくらいわかってっけどよ。自慢じゃねえが、おれっちは気が短いのが売りの江戸っ子だ！　我慢ってのは大っ嫌いなんだよ！」

「……わかったよ。でも、無茶はしないで欲しいな」

　ともあれ、今日の事に関して部長は我慢することにしたらしい。

　よかった、なんて胸をなでおろすことはできなかった。だって、どう考えたって次はあるはずだ。それも、さほど遠からず。




　その日、俺達はやり場のない憤いきどおりと不安を抱えて帰き路ろについた。

　そして、やはり次はすぐにやってきたのである。
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　　　　　一




　週が明けて、月曜日。

「今日は何があった？」

「……これ」

　最初の休み時間、葵あおいとこのやり取りをするのは、今日で三日目だ。

　俺達に対する地じ上あげ行こう為い（？）は、あの日から律りち儀ぎに続けられていた。

　休日中はさすがに何もなかったので、地上げ行為は今日で四日目ってことになる。

　この四日間を見る限り、俺達に対する地上げは「相手の嫌いやがりそうな物を机に置く」というパターンで決まったらしい。アホらしい手段だが、嫌がらせとしては効果的だ。少なくとも、俺と葵を凹へこませつつイラつかせることには、大いに成功している。

　ちなみに、今日のメニューは「ＢＬ同人誌各種（成人向け）」と「ボクシングジムの入所案内とボクシンググローブセット」だった。

　どっちがどっちに贈られたかなんて、聞くまでもないだろ？

「……カツオ、もう完全にそっち方面で攻めるって決められたんだな、おまえ」

「……葵、おまえも連中に相当見込まれたみたいだな。そのうちプロテストの案内が送られてくるんじゃないか？」

「…………」

「…………」

「……伊い倉くらのとこ、行こうか」

「賛成」

　……正直、効きいてるよ。すげえ効いてるよ、地上げ部。こっちを追い詰めるっていうより、俺達に手を出させようって方向なんだよな。そうだよな？　別に俺をホントにそっち系だと認識したわけじゃないんだよね？　そうだと言ってよ！

　俺はともかく、葵に手を出されたらシャレにならんって、わかってる？　……いや、わかってるからこその、ボクシングか。

　敢あえて本人には言わなかったけど、あれって「おまえの拳こぶしは凶器だ」って言ってるわけだろ。プロボクサーって、拳が凶器認定されるらしいし。




　地上げ部の嫌がらせ開始から、俺達の生活はちょっとだけ変わった。

　一つ目は、恒こう例れいだった昼食会の中止。

　これは、部長が受けた初日の嫌がらせが大きく影響した。連中が部長の所持品に手を出してくる以上、大人数が口にするものをひとりが持つのは危険だという理由と、単純に金銭的被害が大きくなりかねないという理由だ。

「しゃあねぇさ。とりあえず、職員会議が済むまでの辛しん抱ぼうだ」

　紫先輩がそれを進言した時、部長は青筋の浮かぶ引きつった顔で了解した。

　二つ目は、俺達一年生部員がそれぞれの教室を行き来するようになったこと。

　これも、初日に起きたことが理由だ。相変わらず、俺と葵には発見の危険が少ない早朝、もしくは放課後遅くに教室に何か置かれるというパターンだったが、伊倉は違う。

　あいつへの嫌がらせもパターンは変わっていないが、決まって移動教室や体育などの後に行われ、伊倉を精神的に追い詰めていた。……置かれている物も物だ。

　俺達は、あいつがひとりで抱かかえ込こんでしまわないよう、できるだけふたりで、もしくはどちらかが休み時間ごとに伊倉と会うようにしていた。

　葵は言うまでもないが、伊倉も見た限り友達作りの上う手まい方じゃない。こうやって頻ひん繁ぱんに行き来することは、地上げ部への対抗って意味だけじゃなくて、仲間意識の構こう築ちくっていう意味でも効果があるだろう。事実、一対一の状況であっても、葵は伊倉とポツポツとではあるが話をするようになっていた。

「うぃっす、伊倉。今日は何か……って、うおっ」

　一組の教室に入るなり、伊倉が俺に体当たりするような勢いで駆け寄ってきた。

「ど、どうした？　また何かあったのか？」

「うぅ……井い園そのくん～」

　頼むから落ち着いてくれ、伊倉。おまえのクラスメートがガン見してるから。

「……なんか、あったのか？」

　横から葵が尋たずねると、伊倉は泣き出しそうな顔で頷うなずいた。よく見たら、なんか綺き麗れいな包み紙で丁てい寧ねいにラッピングされた箱を持ってる。宛あて名なまで書いてあるじゃん。

「……なんだ、これ？」

「わかんないよ。朝来たら、これが机の上に置いてあって。怖いから、中身はまだ見てないんだけど……」

　そりゃ怖いわな。伊倉からそれを受け取り、ちょっと振ってみる。

「……軽い。爆発物とかじゃなさそうだな」

「怖いこと言わないでよ！」

　伊倉だけじゃなくて、周りで聞いてたクラスメートもちょっと身を引いていた。

「カツオ、開けてみよう。どうせロクなもんじゃないだろうけど、確認しておいた方がいいだろ」

「だな。伊倉、いいか？」

「う、うん」

　包み紙を適当に破やぶり、箱の蓋ふたに手を掛ける。見回すと、何な故ぜか他ほかのクラスメートまでこっちを見ているようだ。ま、気になるか。

　伊倉と葵、そして数人の一組生徒たちが見守る中、俺はゆっくりと蓋を持ち上げた。

　そして箱の中身は、その隠された姿を世間にさらした。

「……っ！　うわ、これは……」

「あぅぅう……」

　こんな場所で開けるべきじゃなかった。葵の呻うめきと、伊倉の嘆なげきが、絶ぜつ句くした一組生徒達の耳にも悲しく響いたことだろう。……何があったかって？　聞きたいの？

　旧スク水（名札付き）でした。

「鬼か、あいつら……」

「うわ～ん！　もう意味がわかんないよ～っ！」

　伊倉はそのまま教室を飛び出していった。誰だれもその後を追えなかった。

　そうして、立ち尽くすだけの俺たちの前には、「いくら」というタグのついた女子用の水着だけが残された。




　伊倉の精神が、また少し追い詰められた瞬間だった。




　　　　　二




　戸を開けると、部室には醬しよう油ゆの香りがたちこめていた。

　鍵を掛けてあったはずの部室の床には醬油のボトルが転がり、おそらくその中身だったのであろう黒ずんだ水みず溜たまりが広がっていた。そしてその水溜まりの中に、部長が着ていた職人服があった。当然、もうすっかり醬油染めになっている。

「また、ひどいな……これ」

「部長、大丈夫、ですか？」

　俺達の声に、部長はイスに座ったまま手を上げて答えただけだった。その肩はがっくりと落ち、顔も上げられないようだった。

　もっとも、それは落ち込んでいるわけでも、疲れているわけでもなく、

「……大丈夫、大丈夫だ。おれっちは江戸っ子だ。このくらい我が慢まんできらぁ……」

　目は三角、ぎりぎりという歯ぎしりが断続的に聞こえ、なんだったら頭から陽炎かげろうが上がるんじゃないかというくらい顔は真っ赤……その怒りを必死で抑おさえているのだ。

　この数日でわかった。なんというか、この人は不思議な我慢強さを持っている。

　何か部長を怒らせるような出来事が降りかかった場合、彼女は基本的に怒る。

「怒いかり」という感情が発生するハードルはそれほど高くない。いや、むしろ低い。

　しかし、だ。すぐに怒るくせに、彼女はそれを抑え込むだけの精神力も持ち合わせていたのだ。ある意味では、すごく器うつわのでかい人間じゃないだろうか。

「部長、とりあえず掃そう除じしましょう。仕事の基本、なんでしょ？」

「……おう、そうだな。おっし、掃除すっか、おめえら！」

　顔を上げてしまえば、そこにはいつもの得意気な顔があった。

「はい。俺、雑ぞう巾きん取ってきます」「……じゃ、あたし水みず汲くんできます」「ボクは洗剤借りてきますね」

「おうおう、よく動くじゃねえか。おれっちは良い弟で子しを持ったぜ」

　おい、家族設定どこ行った？　ま、いいけど。




「くっそぉおおおおっ！　川かわ田だの野郎、絶ぜつ対てぇただじゃおかねえからな！　よっくもおれっちの正装を……！　くそっ！　っざけんじゃねえぞ、こら！　やるってんなら、直接掛かってこねえか、こらぁああああああああああああああああああああっ！」

　掃除用具を揃そろえて部室に戻る途中、廊下の向こうからそんな声が聞こえてきた。

　……ま、わかってたことだけどさ。我慢できるわけ、ないよな。よくもまぁ、あの短気さんが、俺達の前だけでもやせ我慢続けていられるもんだ。感心するよ。

　扉越しだというのに、部長の声は文化部棟の一階に響き渡っている。

　あるいは地上げ部の連中もこれを聞いて、ほくそ笑んでるのかもしれない。……だとしたら、不ふ愉ゆ快かい極きわまりない。許せない。部長がやるまでもない。この際、部のことなど放り捨てて、俺が連中を殴なぐりつけてやりたい気分だ。

「……けど、俺達がそんなことできないよな。あの人が我慢してんのにさ」

「……そうだな。こんなところ見せられちゃあな」

「…………部長、すごいですよね」

　部室の扉の外で、俺達三人は部長のかんしゃくが収まるのを待った。

　部長が「掃除の準備にいつまでかかってやがる！」って、平気な顔して言えるまで待った。待ちながら、俺達の心は少しずつ、ひとつの塊かたまりになりつつあった。




　実は、部活絡がらみでもうひとつ変わった事がある。これは俺にとって、途方もなく大きな変化だ。

　紫先輩が、この三日間部室に現れなかったのだ。

　最初は、何かあったのかと心配した。しかし、部長には用事だと連絡があったらしく、その日はそれで納得した。

　二日目は、正直驚いた。あの紫先輩が、部長を愛めでないでいられることにだ。妬ねたましいことこの上ないが、先輩の部長に対する愛着は本物だと思っていたのに。

　三日目は、少し、ほんの少しだけ不満だった。俺が先輩に会えないことは、もうどうにもならないくらいのガッカリだが、それ以上に、この非常時に部長を放っておくなんて、いくらなんでも薄情なんじゃないかと思ってしまった。

　そして四日目、火曜日の放課後だった。

　部室にひとり向かっていた俺の前に、先輩は部室の方向から歩いてきた。

「あぁ、お久しぶりです先輩！　五日間も会えないなんて、俺をヤキモキさせるのがお好きなんですね！　さぁ、ともに部室へ……」

「ごめん、カツオくん。僕はこれから行くところがあるから、これで失礼するよ」

「え？　あ、そ、そうなんです、か。それは非常に残念です！　き、きっと部長も寂さびしがることでしょう！　……ま、あの人のことはどうでもいいんですけど、でも、その、最近あまりいらっしゃらないし、色々と大変ですし……そう、伊倉と葵も、先輩の顔を見たいんじゃないかな～なんて思ったりなんかするわけですが……あ、もちろん一番会いたいのは俺だったわけですけど。えぇと、では明日お会いできることを楽しみに……」

「すまないが、明日も来られるかわからない。今、色々と立て込んでいてね……もしかしたら、もうしばらく時間が掛かるかもしれない。素もと子こにはそう伝えてきたところだ。伊倉くんや葵くんには、君から伝えておいてくれないか？　……それじゃ」

　先輩はそれだけ言うと、足早に俺の横を通り過ぎた。……なに、それ？

「待ってください！」

　俺の声に、先輩の足が止まった。

「……なんだい？　言っただろう？　今は立て込んでいるから、あまり時間がない」

　振り向かず、先輩は背中で応えた。

「なんで、ですか。立て込んでるって、なんですか。紫先輩、今部長のこと以上に重要なことが何かあるんですか。わかってるでしょ、地上げ部の連中、あきらかに部長に対してだけ恨うらみ持ってますよ。今はまだ怪け我がするようなことはされてません。けど、時間の問題ですよ。部長がこの先も我慢してたら……。それを、放っといていいんですか？　そうでなくても、先輩は部長のことが大事じゃないんですか？　あんなに好き好き言ってたじゃないですか。俺がどれだけ部長を妬んだと思ってるんですか？　部長だって先輩のことが好きに決まってます。俺達の中で先輩のことを一番頼りにしてるはずです。……なのにどうして、こんな状況の部長をひとりにしておけるんですか！　どうして部長のそばにいてあげないんですかっ!?」

　……あれ？　さっきから、俺は何を言っているのだろう？　なんで、俺は部長なんかのことで愛いとしい紫先輩に食って掛かってるの？　女神に対して、なんて不ふ遜そんな言葉を発しているの？　不ふ敬けいの極みだろ。……でも、おかしいな、あれ？　なんか、まったく罪悪感も後こう悔かいも浮かばない。俺はどっかおかしくなったのか？

　俺の言葉が届いているのかいないのか、紫先輩は答えず、背中を向けたまま動かない。けど、その足が再び動き出すこともなかった。

「答えてください、紫先輩！」

　とても長い間の後、

「………………すまない。少しの間、素子のことを君に任まかせるよ」

　それだけ言って、一度も振り返らないまま先輩は立ち去った。

「……任せるって……なんですか」

　俺の言葉に答えてくれる者はいなかった。




　　　　　三




「勝負下着だぁ？　なんでぇそりゃあ？」

「あたしも言ってておかしいとは思いますけど、他に言いようがないんですよ」

　部長と葵は同時に深～くため息をついた。

　何の話題かって？　伊倉への嫌がらせプレゼント、本日のメニューですよ、えぇ。

　今日のもかなりの破壊力だったさ。なんだろうね、あの気合の入った女性用下着。地上げ部の誰が、どこで、どの面つら下げて買ってきたのか聞いてみたいよ。

　今日の放課後は、久しぶりに部室に何の変化もなかった。それを珍めずらしがっているというのもおかしな話なのだが、多少拍ひよう子し抜けしたのも事実なわけで。

　しかし、何事もなかったのはいいが、やることがない。

　江戸前寿司部の活動は、部長によれば江戸前寿司を作ることなわけだが、今の部室には食材も部長の板前道具一式もない状態で、寿司に関わることは何もできない。地上げ部に何をされるかわからないから、それ以外の私物も持ち帰ってしまっている。

　そう、部室に集まってもすることがないのだ。

「おう、やることがひとつあったな」

　という部長の一声で、俺達は最近世話になりっぱなしの掃除用具を洗うことにした。

　文化部棟の脇にある水場に三人並び、雑談をしながら雑巾を洗う。

　五月さつき晴ばれとでもいうのか、呆あきれるくらい天気は良くて、屋根のない頭上からは暖あたたかな日が差し、五月の風は心地よく吹き寄せている。まるで平和な日常のようじゃないか。

「そういやぁ、そのタラちゃんはどうしたんでぇ？」

「あぁ、今日は日直だって言ってましたよ。そのうち来ると思いますけど」

　そう、伊倉はそのうちやって来るだろう。……しかし。

「部長、紫先輩は今日も来ないんですか？　何か聞いてます？」

　紫先輩は今日も来ていない。

「いや、特に聞いちゃいねぇな。こないだしばらく来ねぇかもっつってたから、今日も来ねぇのかもしれねえなぁ」

　そう言う部長の表情に変化はなく、紫先輩がいないことを特に気にしていないように見える。

「部長は気にならないんですか？　こんな時にいてくれないなんて、ちょっと無責任だと思うんですけど」

　しまった、つい不満がもれてしまった。……う、部長と葵が驚いた顔してる。

「こいつぁおどろいたぜ。おめえが紫に文句つけるなんてな」

　部長の言葉に葵も隣で頷いてる。

「別に、文句ってほどじゃありませんけど、状況が状況ですから。副部長の行動としてはどうなんだろ、って思っただけです」

「それを文句っつーんだろうが。……その分じゃあ紫となんかあったな？」

　うぐ、人の心の機き微びにとことん疎うといくせに、何故そう勘かんだけは鋭するどいんだ。

「……一昨日おととい、俺も先輩からしばらく来ないって言われたんですよ。立て込んでるから、って。……それで、ちょっと不満と言うか、そういう感じです」

「ふぅん？　あいつが立て込んでるって言ったんだろ？　なら、あいつにとってここに来るより大事な何かがあって、そいつを今がんばってるってことだろうがよ。それさえ済みゃあ帰ってくるさ。いじけてねぇで、あいつを信じて待っててやりゃあいいんだよ」

　部長の表情はカラッとしたもので、先輩に対する疑ぎ念ねんのかけらも見えなかった。

　その顔から、ふたりの信頼関係がハッキリと見て取れた。だけど、

「…………そうだといいですね」

　今の俺は、それを素直に認めることができない。部長がこんなに信じてるっていうのに、ここしばらくの紫先輩の行動は……。

「おいおい、ホントにどうかしてるぜカツオ。男が惚ほれた女を信じてやらねえでどうすんだ？　……ま、恋に冷静でいるような野郎よりゃあマシかもしんねぇが、おめえはちょいと頭を冷やした方がいいんじゃねえか？」

　ザバー。

「……そうそう、こんなふうに水でも被かぶって、――って違わぁ！　冷てえじゃねえか、いったい誰だこんちくしょう！」

　おおぅ、不意打ちにノリツッコミを返すなんて、あんたやっぱりどこかで関西ノリだな。……って、俺もおかしいぞ！　いきなり部長の頭上から水が降ってきて、俺もかなり動どう転てんしているみたいだ。

「おやおや、江戸前の部長さんじゃありませんか。こいつぁ失礼しました、うっかり手をすべらしちまいまして」

　部長の頭上数メートル、水場の真上にある二階の窓から、川田さんの舎しや弟ていヤスが身を乗り出していた。その手には、おそらく部長を濡ぬらした水の入っていたであろう金属性のバケツがあった。

「いやぁ、申し訳ありゃあせんね。掃除に使った水を捨てようかと思って歩いてたんですがね、ちょいと足と手を滑すべらせてしまいやした。いや、ホントにうっかり、どうもすいやせんねぇ……ちょっとした事故ってヤツで、げへへへへへ！」

　……何が偶ぐう然ぜんだ！　どうしたらうっかり窓から身を乗り出して、不自然な体勢から部長にだけ水が掛けられるってんだ！　だいたい、そこは廊下でもおまえらの部室でもないだろうが！　さすがに、これは我慢できねえぞ！

「ふざけんなっ！　明らかに故こ意いじゃねえか！」

「……あたしも同意見だ。偶然って言うには、無理があるよな」

「いやいや、ホントに事故なんですって。いや～、偶然ってなぁおそろしい」

　この野郎！　駆け出そうとした俺達の制服の裾すそを、部長が摑つかんだ。

「……事故じゃあしょうがねぇよな。ヤスも一応謝ってんだし、いいとしようじゃねぇか。……なぁ？」

　部長、あんた何言ってんだ？　これは明らかな故意だろ、それに現行犯だ。今すぐにあいつをとっ捕まえてやればいいだけの話だ。ここまでコケにされてまで、我慢する必要なんてどこにあるよ？　そうだろ？

「水もしたたるいい女ってな？　ホントに頭冷やすのが必要だったなぁカツオだけどよ。ま、こいつはこれで終わりにしようじゃねえか。……な？」

　言葉とは裏腹に、引きつった笑いを貼はり付けた部長の額ひたいには青筋がたっていて、ずぶ濡れになった頭からつま先までぶるぶると震えている。当然、怒りでだ。

　……なのに、まだ我慢できるのかよ？

　確信した。この人、江戸っ子じゃない。やっぱりエセ江戸っ子だ。

　だってさ、江戸っ子ってのは短気で手が早いっていうのがお決まりだろ？　火事とケンカは江戸の華なんだろ？　ここまでやられて我慢なんてしたら、それこそ江戸っ子の名な折おれじゃないのかよ。

「……な？」

「………………わかりました」

「…………部長が、それでいいなら」

　そこまでされたら、俺達には何もできないじゃないか。

「そういうわけだ、ヤス。もううっかりなんざぁ……」

　部長がその場を収めるための言葉を口にし始めた直後、俺の頭に衝撃があった。

　軽いけれど硬かたい、ガツンという音。それが二度した。

　一度はバケツが地面に落ちた時、その前の一度は、俺の頭に当たった時。

「お～っと、こいつぁ失礼。まぁた手が滑っちまったぁ」

　二階から白しら々じらしい声がする。……確認するまでもなく、あいつがバケツを投げたのだ。

「痛いつぅ……」

「おい、カツオ大丈夫か？」

　葵が驚いた顔で俺を見る。そりゃ、あんまり大丈夫じゃないよ。ま、派は手でな音ほどのダメージはないんだけど……ありゃ？　当たった所を触さわった指先に、血がついていた。

「……カツオ、おまえ血が」

「あぁ、ちょっと切れたみたいだな。まぁあんまり痛くないし、それほど大したことないだろうけ……ど？」

　さっきまで俺と葵の後ろにいたはずの部長の姿が、ない。

「……部長？」

「やば……っ、カツオ！　部長さんが」

　俺より一瞬早く気づいた葵が駆け出す。

「ヤス、てんめぇえええええ！　よっくもやりやがったなぁあああっ！」

　うわ、部長足速はえぇ！　俺が振り向いたときには、もう部長の姿は文化部棟の中に消えようとしていた。葵が数メートル後を追いかけているけど、追いつけるか、あれ？

　って、ぼけっと見てる場合か！　葵に遅れること数秒、俺も駆け出した。

「おお？　なんだやっとその気になってくれたのかぁ？」

　ヤスの声からは、この事態を望んでいたとはっきり伝わってきたが、今はいい！

　ヤスの立っている場所は文化部棟二階の一室。入り口脇の階段を上ればすぐの場所だ。

　足はそれほど遅くないつもりだが、俺が部長に追いつくには時間も距離も足りない。ここはもう葵に期待するしかないが……。

　くそっ！　なんなんだあのバカ！　さっきまで我慢してただろ？　俺達を止めただろ？　なんでいきなりキレてんだ？　あんたがキレた時、あんたは何もされてなかった。されたのは俺だ。それも大したことじゃない、あんたが今の今まで耐たえてきたことに比べたら、ホントに些さ細さいなことじゃないか。……なんで、そんなタイミングでキレてんだ？　おかしいだろ、理りに適かなわねえよ！

　……あぁ、よくわかったよ江戸前素子！　あんたは本物の大馬鹿だ！　野放しにしちゃダメな人間だ！　だから、意い地じでもとっ捕まえといてやろうじゃねえかよ！

　俺が文化部棟に入った時には、部長の体はもう半階上の踊り場にあって、その数段下には部長より速い葵がいて、あぁこれでなんとかなったって思った時、部長は濡れていたせいか見事に足を滑らせて、前のめりに転べばいいのに後ろに、それも飛び跳ねるように倒れて、追いつきかけていた葵の横をすり抜けて、これじゃ階下まで真まっ逆さかさまじゃねえかよ、バカかおまえは、ホントに、世話が、焼けるっ！

　間に合えぇええええええええええええええええええええええええええええええっ！




「……およ？　あんまし痛くねえぞ？」

「…………そうですか。おかげさまで、俺はものすごく痛いですけど」













「おわ、カツオ！　おめえ、なんで？」

　なんで？　じゃねーよ。あんたを受け止めてやったんじゃねーか。

「部長、とりあえず立ってもらえます？　軽いけど重いんで」

「意味がわかんねぇことを言うんじゃねえよ。……悪わりぃなカツオ、大丈夫か？」

「まぁ、一応は」

　あんたを受け止めた腹と打ちつけたケツが、ものっすごい痛いですけど。

「また怪我させちまったな。ホントにすまねぇ」

　……そんなにガックリせんでくださいよ。怒りにくいでしょうが。

　部長はずぶ濡れのまま、座り込んだ俺の前にひざまずいている。いつもの部長からは考えられないような弱々しい表情で、俺はついその頭をなでそうになっちまった。

「おやおや、大丈夫ですかいおふたりさん？　そんなところで見つめ合っちゃって、どうかしましたか？　……お、これがホントの『濡れ場』ってヤツですか？　げっへへ――」

　ゴズン！

「――へ？」

　階上に現れ下げ卑びた笑いを上げていたヤスの声が、止まった。止められた。文化部棟に響き渡った、その鈍にぶい音によって。

　音の主は葵だった。いつの間にか俺達の横に来ていた葵の拳こぶしが、壁にめり込んでいた。

　……誇こ張ちようでもなんでもなく、めり込んでます。壁にひび入ってます。学外の方に御説明申し上げますと、我が青あお葉ば学がく園えんの校舎は全て鉄筋コンクリートで造られております。

「あぁ、驚かせて悪かったな。蚊かが、いたからよぉ……」

　その葵の声は、とても静かで落ち着いたものだった。

「……え、蚊？　こんな時期に……？　ま、まだ五月で……」

　ヤスの声と体は震えている。……当然、俺の体も震えてます。

「あたしは蚊が大嫌いでさぁ……。ブンブンブンブン、うるせえったらねぇよな？」

「そ、そうなんですかい？　で、ですが、だからって壁を壊しちゃいけないんじゃ……」

「……あん？　おまえの近くにも蚊がいるみたいだな。さっきから、ブンブンうるせえんだよなぁ。……ひょっとして、おまえの顔についてんじゃねえか？」

　壁から引き抜いた拳が、メキッと音を立てて握りこまれる。壁にはくっきり拳の跡が残っております。やったね、石せつ膏こうを流し込めば葵の拳フィギュアが量産できちゃうぜ。

「あ、あわわわわわ……」

　ヤスの口から恐怖が音になって漏もれる。

「ヤス、そこを動くなよ。すぐに蚊を潰つぶしてやるからさぁ……」

「け、けっこうです！　失礼いたしましたーっ！」

　バタバタと音を立てて、ヤスは走り去っていった。……あ、遠くでこける音が。

「……ふん！」

　葵……おまえ、超かっこいいぜ。




　　　　　四




「あぁ、もう血は止まりましたね。ほら」

「……そうかい、そりゃ何よりだ」

　血のついていない俺の指を見て、部長はほっと息をついてイスに腰こしを落とした。

　本当に心配してくれたようで、少々心苦しい。正直騒さわぐほどの怪我でもなかったのだが、部長があまりに心配そうだったので俺達はひとまず保健室に来ていた。

　保健医はどういうわけか不ふ在ざいだった。てきぱきと俺の傷を処置した葵は「伊倉を呼びに行ってくる」と出て行ってしまったので、今保健室には俺と部長しかいない。

「他にどっか痛ぇとこはねえか？　さっき腹と尻打しりってただろ、平気か？」

　さっきから何度目かの質問に、俺は無理に寝かされたベッドの上で苦笑した。

「多少痛いけど、それだけですよ。部長こそ大丈夫なんですか？」

「おうさ、おれっちはこの通り平気の平へい左ざよ。……いや、ちっとばかし冷えたかな」

「思いっ切り水かぶってましたもんね」

「へん、何度も言うが、水もしたたるいい女ってヤツよ。……もっとも、パンツまでグッショリじゃあ風か邪ぜひいちまう。したたる水が鼻水じゃあ、どんないい女も格好がつかねえやな」

「いい女って……。ジャージ姿で言われましてもね」

　どんだけ自信過か剰じようなんだ、あんたは。……それにパンツとかさらっと言うなよ。

　そう、部長は今上下ジャージの運動部スタイルだ。理由は、まぁ言わずもがな。

「馬鹿野郎、そこは『そうですね』って合わせんのが粋いきな男ってもんだろうが」

「すんませんね、野や暮ぼなもんで」

「自分で言ってりゃ世話ねえや。……けど、ホントにありがとよ。おめえのおかげでおれっちはピンピンしてんだからな。ワサビちゃんにも後でもっかい礼を言わねえとな。おかげで風邪ひかずに済みそうだ、ってよ」

　そう言って余った袖そでをぷらぷらさせる。

　部長が着てるジャージもその下の体操着も、実は葵のもの。ちょうど持ってたからと置いていったのだが、ちっこい部長には少々サイズ的余裕がありすぎる。

「替かえの下着のひとつもありゃあ、文句なしだったんだがなぁ」

　う、人が考えないようにしていることを。

「……さってと、おめえが大丈夫だってんなら一安心だ。おれっちはちょいと野暮用を済ませてくっから、おめえはワサビちゃんが戻るまで大人おとなしく寝てんだぜ」

　イスから立ち上がった部長は、そのまま俺に背を向けた。

　その語り口はまるでトイレにでも行くような気楽なものだったのだが、何故か、俺は長すぎるジャージの裾をつかんでいた。

「ちょっと待ってください、部長。いったいどこに行くんですか」

「なんでぇ、姉さんがいなくなっちまうのは不安か？　おめえも思ったよりガキだな」

　あはは、と笑いながらも俺の方に顔は向けない。

「……混ぜっ返さないで質問に答えてください。どこに行くんですか？」

「……おめえもホントに野暮な野郎だな。野暮用は野暮用だ。聞かぬが花ってやつだろうが。いいから、その手ぇ放しやがれ」

　いつもの様子を演じているつもりなんだろうが、俺は空気の読める男だ。

「いやです。どこに……っつーか、大体わかってますから言い方変えますね。お願いですから、地上げ部に殴り込もうなんてアホな真ま似ねはせんでください。迷惑です」

「あんだとぉ、アホってなんだ！　それに迷惑たぁなんだ！」

　そこでようやく振り返った部長は、割と本気で怒った顔をしていた。

「言ったまんまの意味ですよ。こんなことのために、今までの我慢を全部放り投げようとしているおバカさんには似合いの言葉でしょうが」

「こんなこと、だぁ？　そんな簡単なもんじゃねえだろうが！　おめえが怪我させられたんだぞ！　家族に手ぇ出されて平気な顔してられるわきゃあねえだろうが！」

　家族、ね。しばらく前にも聞いた言葉だ。……あの時、俺はこれほど重い意味にはとらえてなかったけど、この人の中では同じなんだろう。

　全部本気なんだ、この人は。

「部長のご意見はわかりました。……けど、やっぱり行かせられません」

「はぁ？　なんでだよ！」

「そもそも、部長がひとりで行ってどうこうできる相手なのか、っていう問題もありますけど……そこは横に置くとしてもですね、部長が地上げ部に乗り込んで、仮に川田さんとヤスのふたりを首しゆ尾びよくしばき倒したとしましょう。で、その後に待ってるのは何だと思いますか？　俺達が正当防衛すらしてこなかったのは、なんででしたっけ？」

　そうとも、そんなことになったら……。

「部長の大事な江戸前寿司部の申請は百％却きやつ下かですよ。それでいいんですか？　部室も部費も全部パーですよ！　それでもいいって言うんですか！」

「あったりめぇだっ！」

　………………は？　今、この人、なんて言った？

「いいかカツオ、さっきも言ったが部活ってなぁ家も同じで、部員はみんな大事なおれっちの家族だ！　その家族が怪我させられたんだぞ！　おれっちは部長、つまりこの江戸前寿司部って家族の家長だ！　家長の仕事は家族を守ることだ！　家長がいつもふんぞり返ってられんなぁな、こういう時に体ぁ張って家と家族を守る義務と責任を負ってるからなんだよ！　それを果たせねえんなら家長は名乗れねえ！　だからおれっちは行かなきゃなんねぇんだよ！　勝つとか負けるとか、それで部がどうこうなるかなんて全く関係ねぇ！　部室も部費も知ったことか！　家族以上に優先すべきことなんか、ひとっつもありゃあしねえんだよ！　わかったかこんにゃろう！」

　……あぁもう、この人は。

「……わかりましたよ。でも……いや、だからこそ、部長は行かせられません」

「だから、なんでだ！　おめえまだおれっちと家族じゃねえとか言う気か！」

「違いますよ。……照れくさいですけど、正直そこまで言われりゃ悪い気はしません。でも、部がどうなろうが知らないっていう部長の言葉には納得いきません。部は家で、部員は家族なんでしょ？」

「おう、そうだ！　だから……」

「だから、家族の一員として、家がなくなられちゃ困るんですよ。……みんなだって、そう思うだろ？」

「……みんな？」

　ずっと俺の方だけ向いていた部長が、俺の視線を追いかけて振り返る。

「……そうだな、この部がなくなるのはあたしも困る」

「ボクだって、みんなと一緒にいられないのは困ります」

「もちろん、僕もカツオくん達と同意見」

　そこには江戸前寿司部の部員一同、いや、家族一同勢ぞろいで、俺の位置からだと見えないが、きっと部長はかなり面白い表情をしていることだろう。

「お、おめえらいつの間に……」

　心底おどろいている部長からは、もうさっきまでの激しい怒りは消えていた。

　畳たたみ掛けるのはここだろうな。

「ほら、みんなもこう言ってますよ。それに、こう言っちゃなんですけど、俺達だってこれまで我慢してきてるんですよ？　それを部長の一存であっさり反ほ故ごにされたら困るんです。いくら家長でも、家族の意見を無視しちゃダメでしょ？」

「そ、そいつぁそうかも、しんねぇが……」

「そうだよ素子。それに、矢や面おもてに立つのが家長の役目だって言うんなら、僕たち家族にはそれを背中から支える役目がある。走り出したら止まらないのが素子の良い所だけど、ひとりで走り疲れたら、僕らに寄りかかってくれたらいいんだよ」

「紫……」

　慈いつくしみ、という言葉がぴったりの笑顔と言葉。それを見ていたら、紫先輩はやっぱり部長のことが心底大事なんだろうとわかった。……うらやましいぜ。

　とはいえ、うらやんでばかりいても始まらない。言いたいことは全部言おう。

「それにですね、部長。仮にも粋な江戸っ子を自称してる部長が、腹を立てて人様に殴りかかるのはいかがなもんですかね？　それ、野暮ってヤツじゃあないんですか？」

「……なにおう？　おれっちが、野暮だぁ？」

　挑発というにはあまりに安い言葉だったけど、部長は反応した。

「へん、言うようになったじゃねえかカツオ！　この粋でいなせな江戸前素子さまが、野暮呼ばわりされたとあっちゃあ、黙っていらんねえや！」

　さきほどまでの、どこか焦あせった怒りの表情はどこへやら、部長の顔には自信に満ちたいつもの得意顔が戻っていた。やっぱり、その顔が一番あんたらしいよ。

「粋と得意に語りはせぬが、野暮と言われちゃ黙っておれぬ！　ってな。……カツオ、紫、ワサビちゃん、タラちゃん、ありがとよ。おめえらのおかげで思い出したぜ、おれっちが目指す本当の江戸前寿司の姿を！　……心を込めて握るなんて、みみっちぃこたぁ言わねえ！　握るおれっちと、食べるお客の心を両方、巻いてまとめて握って繫つなぐ……。見せてやるぜ、おれっちの目指す『心こころ寿ず司し』をよ！」

　部長はごく自然にイスの上に立った。誇ほこらしげに胸を張り、よく通る声で高らかに宣言する部長の表情は、いつも以上に力に満ちていた。いい顔だよ、自分で「いい女」なんて言ってた時なんかより、ずっと魅力的な顔だ。

「つーわけで、おめえら……さっそく今日から準備を始めるぜ！　偉えらそうに家族だからなんて言ったんだ、きっちりおれっちの背中を支えて見せやがれってんだ！」

　部長の言葉に、全員が頷いた。
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　　　　　一




　江え戸ど前まえ寿す司し部ぶの運命が決まる職員会議まで、あと三日。

　その日の放課後、俺達五人は呼び出した彼らが来るのを部室で待っていた。

「ホントに来るんでしょうか？」

　伊い倉くらが不安げな表情で、誰だれにともなく問いかけた。

「……来るさ」

　葵あおいは窓まど際ぎわの壁に寄りかかったまま軽く頷うなずいた。

「僕も同意見。彼らにしてみれば、きっと僕らが降こう参さんしたんだと思っているだろうしね」

　紫むらさき先せん輩ぱいはそう請うけ合あってくれた。

「ですね。あとは待つだけなわけですが……」

　時計を見ると、彼らを呼んだ時間まであと十五分ほどだった。

　俺は部長に視線を向けた。今日の部長は寿司職人の服装に身を包み、ねじり鉢はち巻まきといういつぞやの姿だ。……この間の一件で醬しよう油ゆまみれにされてしまったが、新品の服を用意したところからも部長の気合が見て取れる。そう、これが彼女の本気モードってことなのだろう。

　その本気の部長は俺達に背中を向け、腕組みしたままで視線を窓の外にやっている。

「連中が来る前にみんなに言っとく！　……今日まで悪かった。みんなにゃけっこうな無理をさせちまったな。つまんねぇ思いもさせちまっただろうし、危ねえ目にも遭あわせた。こいつぁ部長のおれっちの不ふ徳とくのいたすところってヤツだ……すまねえ」

　その声はいつになく穏おだやかだった。……しかし、

「らしくないこと言いますね。部長、まるで普通の人みたいですよ」

「あははは、そうだね。僕の素もと子こらしからぬ態度だよ」

　俺と紫先輩の茶々に、みんな軽く笑った。

「へっ、うっせえやい！　こいつぁ話の枕だ！」

　鼻で笑った部長は、ひとつ大きく息を吸い込んだ。

「おれっち達は耐たえ難がたきを耐え、忍しのび難きを忍んできたが……それもここまでだ！　今この時からは、おれっち達の反撃の時間でい！　準備はいいか、おめえらっ！」

　威い勢せいのいい言葉が、部室に響く。俺は最後の確認を、と声を掛けた。

「そっちこそ、準備はできてるんですか部長？」

「おう！　あったりめえよっ！」

　勢いよく振り返った部長の顔には、最初に俺の教室に現れた時から変わらない、過か剰じようなまでに自信満々の、不ふ敵てきな笑みが浮かんでいた。

　……そうでなくっちゃ、江戸前素子じゃないぜ。

「江戸前寿司部の生き様、奴らにしっかと見せつけてやろうじゃねえか！」

「「「「お――――――――――――――っ！」」」」




　　　　　二




「こりゃあ、みなさんお揃そろいで……ここしばらくお顔を見なかったんで、てっきり解散なさったのかと思ったんですがね」

　そして、彼らは現れた。川かわ田ださんとヤス、地じ上あげ部のふたり組は、あいかわらずのふてぶてしい態度で部室に入ってきた。ヤスの野郎、この間は葵にびびって逃げたくせに、川田さんといると気が大きくなるらしいな。

「で？　今日お招まねきいただいたのはどんな理由で？」

「アニキ……オレはてっきり解散の挨あい拶さつでもしてくんのかと思って来たんですがね」

「……どうやら、それは違ったようだな」

　さすがにわかるか。ふたりの前には、部長の屋や台たいを改造した簡かん易い的てきな寿司のカウンターがしつらえられている。そこには仕込みの終わったネタもあり、シャリもきっちり準備済みで、室内には酢す飯めしの香りが漂ただよっている。

　その奥に立つ部長の職人姿からも、連中の想像が裏切られたことはわかるだろう。

「ご期待に添そえなくて申し訳ねぇが……今日来てもらったのは他ほかでもねえ」

　部長は二人を見み据すえて、にやりと笑った。

「お二方に、おれっちの寿司をご賞しよう味みいただこうと思ってね」

「はぁ？」

「…………そりゃまた、どういう風の吹き回しで？」

　突然の申し出に、二人はそれぞれに困こん惑わくしているようだった。ま、そりゃそうだわな。

　今まで散さん々ざん嫌いやがらせした相手から、まさか寿司を振ふる舞まわれるとは思ってないだろ。

　……て言うか、普通高校内で寿司は出てこないし。

「どうもこうも、おれっち達の活動を知ってもらおうと思っただけさ。同じ文化部棟の仲間として、おれっちたちがどんな部活なのか知ってもらった方がいいだろ？」

　淡たん々たんと語る部長の姿に、二人は真意を測はかりかねているようだ。

「なに言ってんだ、部長さんよぉ？　なんでオレ達がシロートの作った寿司なんざ食わされなきゃいけねぇんだ？　あ？　……ね、アニキ」

「……そうだな」

　予想されてたとはいえ、そうそう食べる気にはなってくれないようだ。

「おいおい安やすの字よぉ、こっちはただ飯めし食わしてやろうって言ってんだぜ？　別に毒が入ってるわけでもなし……一口食って不ま味ずけりゃ残せばいい。それだけのこった」

「アニキ……！」

　引き下がりそうにない部長の態度に、ヤスは助けを求めるように川田さんを見た。

「そうは言うがね、江戸前部長さんよ。こっちには御ご馳ち走そうしてもらう理由がねえんだ。悪いが……」

「おや、逃げるのかい？」

　挑発的な部長の言葉に、川田さんはぴくりと反応した。

「逃げる、ってなぁどういう意味だい？　俺がいつ逃げたってんだ？」

「違うのかい？　ずいぶんと腰こしが引けてるもんだから、川田くんはてっきり寿司を食うのが怖いのかと思ったんだけどよ。それとも好き嫌いってやつかい？　へっ、だとしたら面おも白しれぇな。そんなナリして、随ずい分ぶんと子供舌の男がいたもんだぜ！　あっはっは！」

「てんめぇ！　アニキになめた口くち利きくとただじゃおかねえぞ！」

「ヤス、止やめろ！」

　摑つかみかかろうとするヤスを止め、川田さんは部長をにらみつけた。その刺すような視線を、部長は平然と正面から受け止めている。……すげえよ、部長。

「……で、でもアニキ」

「そうやって、安い挑発に乗るんじゃねえよ。それが連中の手だってわからねえのか」

　なるほど、こっちの作戦を挑発だと踏ふんだわけね。たしかに、今のであちらさんが無抵抗なこちらに直接手を出してくれたんだったら、状況が変わる。百％の非が向こうにあるなら、教師も生徒会も放ってはおけなかっただろう。

「えぇ？　手って、なんですかい？」

　わかっていない風のヤスに答えることなく、川田さんはカウンター前に置かれたイスにどかっと座った。

「――わかったよ、部長さん。そこまで言うんだったら、食ってやろうじゃねえか。ヤス、おめえも座れ」

「は、はぁ……アニキがそう言うんだったら」

　何はともあれ、ふたりは席に着いた。着かせられた。……第一段階は成功だ。

「おしぼりをどうぞ」

　伊倉がふたりの前におしぼりを出し、

「はい、お茶です」

　紫先輩が湯ゆ飲のみにお茶を注そそぐ。……う、うらやましい！　俺も先輩に歓かん待たいされたい。

「で？　何を出してもらえるんだい？　こっちが頼んでもいいのかい？」

「悪いが注文は受け付けられねえんだよ。だから、こっちのおまかせにさせてもらうぜ。いわばこいつは、地上げ部おふたりのためのスペシャルコースさ」

　にやりと笑った部長は、最初の寿司に取り掛かった。




「へい、お待ち」

　部長の声に続き、自分の前に差し出された寿司を見て、ふたりは軽く驚いていた。

　皿の上には、きれいなキッツケの白身の寿司。チダイ、とか言ったっけ？

「へぇ、こりゃあおどろいた」

「……思ったより、様になってるじゃねえか」

　そうとも、うちの部長はちゃんと寿司が握れるんだ。少なくとも、今まで俺が食べてきた限りでは見た目も味も、寿司屋で出されるものと遜そん色しよくない。……もっとも、あくまでそれは回っていない寿司屋にさほど縁がない俺の見立てだけどな。

　だけど、このふたりは風ふう体ていはともかくただの高校生だ。自腹で高級寿司をバクバク食える身分でもないだろう。だったら、

「……うまい！」

「ほう……？」

　部長の寿司は十分通用する。




　そろそろ部長の意図はおわかりいただけているだろうか？

　そう、今部長がやろうとしていることは、料理漫画などによくある、「困ったことを料理で解決」という手段だ。

　たしかに料理漫画だったら、主人公は次々現れる嫌な敵かたき役やくに渾こん身しんの料理を食べさせることで問題を解決していく。たいていの場合、食わされた相手は何な故ぜか主人公に負けを認めたり、実力を認めて和解するような筋すじ立だてになっている。いわゆるひとつの王道パターンだ。そういう漫画が大好きな部長からすれば、至し極ごく真っ当な手段なんだろうさ。

　実際、俺と葵を仲直りさせたときだって、回りくどい上に無理矢理寿司を絡からめて説得しようとしていたし、結果的にそれは上う手まくいったのだ。それを川田さんにも、と思ったとしても不思議じゃないだろう。

　……しかし今度の相手は、ただ誤解から仲なか違たがいしていただけの俺や葵とはわけが違う。

　彼らは生徒会長から依頼を受けて、俺達から部活申請を下ろさせるか、問題を起こさせて教師に申請を却きやつ下かさせようとしているような輩やからなのだ。

　仮に部長の出した寿司がうまかったとしても、それで「参まいった」とはいかないだろう。

　けど、部長はそれで行きたいと言ったのだ。部長の信じる心の寿司で、川田くんの心を開きたいと、そう言ったのだ。……俺に止めることなんてできやしない。




「お次はこいつ、アジの酢す締じめだ」

「部長さん……白身の次に光り物出すなんて、案あん外がいわかってるじゃねえか。……いやいや、あの頃の寿司屋かぶれが……たいしたもんだ」

　川田さんが言ったように、特に客から注文がされなかった場合、カウンターで一人前の寿司を出すには順番があるらしい。

　部長曰いわく、基本的には味の薄うすいものから濃こいものへという順番で、たいてい最初は白身、次いで光り物、赤身のマグロ、イカ、貝と続き、トロを出して最後にアナゴ。あとは玉子焼きに巻き物……という流れだそうだ。

　ちなみに、これも部長が虎とらの巻まきとする寿司漫画から得た知識である。

「へっ、おかげさまで……五年も経たつんだ、成長くらいするさ」

　次に取り掛かりながら、部長はそう切り返した。

　そう、昔……最初に川田さんがここに現れた時、部長は彼を昔むかし馴な染じみだと言っていた。小学校時代の同級生だと。

　実はこれが今回の作戦の肝かん心じんな部分。俺が部長の提案に乗った一番大きな要よう因いんだ。

　名付けて『思い出の寿司大作戦』（命名　江戸前素子）。

　……ま、名前はともかく、部長の聞かせてくれた話から、俺はこいつをいけるんじゃないかと踏んだ。伊倉や葵の反応は少々微び妙みようだったが、紫先輩は「おもしろいかもね」と同意してくれたのだ。部長や俺だけの空回りってことはない。




「次は赤身だ。焼やい津づで上がったミナミマグロだぜ」

「これもうまそうっすね、アニキ」

「がっつくな、みっともねえ」

　地上げ部のふたりは、もう部長が差し出す寿司に抵抗がなくなったらしく、なんか普通に食事を楽しむテンションで食ってやがる。

　作戦は順調といったところだな。

「へい、お次は海え老びだ」

「やった、オレ海老大好物なんスよ」

「やれやれ……俺はあんまり得意じゃねえんだけどな」

「マジですか？　うまいっスよ、これ！　アニキがいらないんだったらオレが……」

「だからがっつくんじゃねえ！」

　なんか、微妙にムカつくのはなんでだろ？　……腹減ってるのか、俺？

「おう、安の字！　うれしいこと言ってくれるじゃねえか、もう一貫どうでい」

「お、こりゃどうも部長さん」




　ヤスはバクバク寿司を食い、川田さんは味わうといった違いはあったが、ふたりが部長の寿司を喜んで食べているのは確かだ。

　自分が気合入れて作った物が目の前で、ああも笑顔で食われたら料理人冥みよう利りに尽つきるだろう。今の部長は作戦うんぬんを抜きにして、ただそれを楽しんでいるようだった。

「おいしそうですね……」

　ぽつりと漏もらされた伊倉の声は、たぶん俺達四人共通の感想だ。

「まぁな」

「……あれ、あたしたちの金で仕入れた物なんだけどな」

「まあまあ……それは確かに納得いかないかもしれないけど、お客様においしいお寿司を提供するのも、我々江戸前寿司部の活動のひとつだからね。これはこれでひとつの成功ということだよ」

　なるほど、紫先輩の言う通りかもしれない。別に握っているのは俺じゃないけど、こうやって店側に立ってみると、お客さんが喜ぶ姿っていうのは良いものだ。

　……ま、今回は客が客だから、いろいろと複雑ではあるが。

「さてお待ちかね、お次はトロだぜ！」

「部長さん、大きめに切ってくれよ」

「あいよっ！」

「おいヤス！　おまえは調子に乗るな！」

　マジで調子のんなよ、ヤス……！　それ高かったんだからな！




　そして、最後の寿司がふたりの腹に収まった。

「ふぃ～……ごちそうさん。うまかったぜ、部長さんよ」

「ああ……なかなかどうして、良い腕だよ」

「なぁに、ふたりが喜んでくれたんなら何よりってもんさ」

　満足気に茶をすするふたりの姿に、もしかしたらこれで地上げを止めてくれないか、などと期待してしまったりもするのだが……。

「……とはいえ、部長さんよ。御馳走になっておいてなんだが、これで俺達に何かを期待するのはやめておきな。……あいにくと、それほど俺達はお人ひと好よしじゃねえぞ」

　それほど甘くもない、か。

　釘くぎを刺す川田さんの目からは、馴なれ合あおうという意思は見えなかった。

　……だけど、そのくらいこちらも予想済みだ。

「そんな野や暮ぼを言うつもりはねえよ。ただ、川田くんにちょいと聞きてえんだが、まだ腹に余裕はあるかい？」

「……？　ああ、一貫や二貫なら食えるが」

「そりゃあ良かった。実は、まだひとつ食ってもらいてぇ物があんのさ。……おっと、安の字には悪いが、こいつぁ川田くんにだけだ」

　一瞬目を輝かせたヤスにそう言いつつ、部長は最後の寿司を握り始めた。

「……しかし、なんでまた俺だけになんだい？」

　部長の意図を疑うと言うより、単純に不思議そうしていた。

　それに直接は答えず、部長は最後の一貫をのせた皿を川田さんの前に置いた。

「……こりゃあ……海老、かい？　しかし、海老ならさっきも出したじゃないか」

　川田さんの疑問ももっともだ。今、彼の前に置かれたのはパッと見ただの小ぶりな海老の握りでしかない。

「覚おぼえてねえかい？　こいつはな、おれっちと川田くんとの思い出の寿司さ」

「思い出の寿司？　……はて、なんのことだか」

　川田さんはしみじみ語る部長に訝いぶかしげな目を向けた。おそらく、彼には部長の言葉に思い当たることがないのだろう。

「やれやれ、ホントにつれねえなぁ。けど、おれっちもいちいち口で説明するほど野暮じゃねえ。寿司職人は寿司で語るもんだからな。――幼いあの日に別たれた、遠く離れたふたつの心も、握ってつなぐ心寿司！　……さぁ食いねえ、こいつがあの日と今日、そしておれっちと川田くんをつなぐ思い出の寿司でい！」

　部長お得意の前口上に、川田さんの表情に揺らぎが見えた。そして、部長の勢いに押された訳ではないのだろうが、川田さんは出された握りを手に取り……口に入れた。

　一ひと嚙かみ、二嚙み……そこで、驚きよう愕がくに目を見開いて、彼は止まった。

「こ、これ……は……！　この……風味、は……？　ま……まさか……」

「思い出してくれたかい？　……あの日、おれっちに、寿司が人の心に届くんだってことを教えてくれたのは、川田くん……おめえさんなんだぜ」

「あの日……？　……そうか、五年前の……」

　俺達の期待していた通り、川田さんは思い出した。部長の心寿司は見事に川田さんの心に伝わったのだ。寿司に揺り動かされた彼の心は、今過去へと飛んでいるはずだ。

　そう、部長がこの間語ってくれた、「あの日」へと……。
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　それは今から五年前のこと。

　部長と川田さんは同じ小学校の六年二組の同級生であり、家も近所だったという。

「おれっちの家の辺りは田舎いなかでよ。開けた所はそんなにねえけど、山だとか川だとか、子供が遊ぶ場所には事欠かなかったなぁ」

　その頃にはもう部長は寿司屋を志こころざして修業（？）に励はげみ、今と同じく勘かん違ちがい江戸っ子キャラと化していたようだが、当時の川田くんは今と大分違うキャラだったらしい。

「まぁ、ヤンチャはヤンチャだったけどな。あの頃の川田くんはガキ大将っていう言葉がしっくりくるような、活いきの良い小こ僧ぞうだったぜ。

　……あの頃は山遊び川遊びが得意な奴がヒーロー扱あつかいでよ、川田くんはその中でも飛びぬけてすごい奴だった」

　例えば誰よりも高く木に登れる。例えば誰よりも魚釣りが上手い。

「夏休みともなりゃあ、朝早くに山に入って、でっかいカブトムシだとかクワガタだとかを捕まえてきてな……。

　川田くんはよ、そういうのが集まる場所を見つけるのが、そりゃあ上手かったんだ。しかも捕まえてくるモノがデカイし、ケンカさせると強いってんだ。

　もうクラスどころか、学校中の男子の憧あこがれの的さ」

　そして、川田くんは自分が捕まえてきた生き物を誇ほこりながらも、クラスで共有したりすることに抵抗がなかったそうだ。

「だから、うちのクラスの水すい槽そうにはけっこうな頻ひん度どででっかい生き物が入ってたもんさ。でかい鯉こいだったこともあるし、ブラックバスの時もあったな。

　夏場はカブトムシとクワガタがわんさかだったし……他にも見たこともねえくらいでっかいザリガニとか、変わったところじゃウナギって時もあった。

　……さすがにウシガエルと青大将捕まえてきたときは、女子に総そうすかん食らったりしてたけどな」

　そんなガキ大将川田くんは、実は部長イジメの急きゆう先せん鋒ぽうでもあった。

　男子みんなの憧れ的な川田くんが率先して部長をからかってたから、尻しり馬うまに乗った奴が多数出たのではないか、というのが俺の意見。もしかしたら、部長に平ひら手てや棒ぼう切きれで殴なぐられたのは彼かもしれない。

　そうなると、川田くんは部長が江戸前寿司バカになった元凶かもしれないわけだ。

　……ま、川田少年にしてみれば、はやし言葉を本気にする奴がいるなんて想像の外だっただろうが。




　そしてある時、事件が起きた。

「家庭科の調理実習があったんだよ。あれは……秋ごろ、だったかな？

　小学校の授業だしな、作るもの自体は大した物じゃねえ。班ごとに分かれて、鍋なべとガスコンロで米を炊たいて、味み噌そ汁しると野や菜さい炒いためを作りましょう……ってな。

　まぁ、修業を始めていたおれっちとしたら、目ぇつぶってたってできるような簡単な課題だったよ。で、班決めと食材の分ぶん担たん決めてる時に、つい言っちまったんだよな。

『こんなもん、寿司に比べりゃへでもねえ』ってな。

　そしたらそこに川田くんがこう言って来たんだよな、『おまえホントに寿司なんて作れんのか』ってよ。できるっつったら、『無理に決まってる』ってもんよ。

　そりゃあ腹が立ってな。あとは売り言葉に買い言葉、じゃあ調理実習の時見せてやろうじゃねえか！　ってな。それがクラス中のみんなに知られちまってなぁ……なんだか知らねえが、クラス全員の前で川田くんがおれっちの寿司を美味いか不味いか味見するって話になっちまった」

　かくして、何故か調理実習で寿司をつくることになった素子少女は、食材集めに奔ほん走そうすることになる。

　米はいい。それは実習で炊き上げた物がある。

　調味料類も問題ない。なにせ自宅にはマイ合わせ酢ボトルまである。

　……問題は、ネタだ。

　小学生だった部長のお小こ遣づかいなんて、高が知れている。近所の魚屋や、スーパーで売っているような安い食材を使うのはプライドが許さない（なんでだよ）が、さりとて自分で市場に行けるわけもなく……。

　授業当日までさほど日がない中、幼い部長は考えに考えた。そして――

「見つけたのさ。簡単に手に入って、その上これ以上ないほど新しん鮮せんで珍めずらしい食材をな」

　そして運命の調理実習当日。

　部長はクラス全員の協力の下で教師の目を盗ぬすみつつ、見事一貫の握りを作り上げ、川田くんの前に供きようしてみせた。

「まずはビックリしてたなぁ。おれっちがあの寿司を出したときのあいつの顔は、今でも思い出せるぜ。まだまだ未み熟じゆくだったとはいえ、形にはなってたからな。

　んで、みんなが見守る中、川田くんは寿司をほお張った。一嚙み、二嚙み……そして、また驚いたような顔で一言言ったのさ。『美味い』……ってよ」

　そう、それは即すなわち部長の勝利が決した瞬間だった。素子は握り、川田は認めた。

　部長の好きな料理少年漫画であれば、それは友情成立の瞬間だ。

　だが――そうはならないのが、江戸前素子クオリティ。

　何の気なしに川田くんは、部長がどっからともなく持ってきた、自分を美味いと言わしめた食材がなんだったのかと尋ねた。

「おれっちは答えた。『川田くんの大好きなものさ』ってな」

　川田くんは不思議がった。自分の大好物なら味がわからないはずがない。

　彼の味覚は鋭えい敏びんだった。見た目が海老に似ていたが、いつも食べる海老の握りとは、どこか違った気がしたのだ。では、あれは何だったのか？

　答えを求める川田くんに、部長は得意げに答えを明かした。




　――話は前後するが、この実習の数日前、六年二組でひとつの小さな事件があった。

　教室に設しつらえられた、生徒が共同で世話をしていた水槽の中から、一匹の生き物が忽こつ然ぜんと姿を消したのだ。

　その名は『チャンプ』。

　ギネスものの大きさを誇る、川田くん自慢のアメリカザリガニだった……。




　そして、家庭科室に川田くんの悲鳴が上がった。




　そう、本当に川田くんの味覚は鋭敏だった。それ故ゆえに悲劇は起き――繰くり返かえされた。
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「うわあぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　川田さんは叫さけんだ。喉のどの限りに、叫んだ。絶叫、断だん末まつ魔ま、そんな言葉が良く似合う、心の軋きしみの逬ほとばしりだった。













　今彼は、過去から蘇よみがえった衝撃に、痛みに、悲しみに悶もだえ苦しんでいる。

　ああやって叫ばなければ、多分心がもたないのだろう。

　……わからなくもない。ザリガニは、アウトドア系の小学生男子にとって相あい棒ぼうにも等しい存在だ。奴らと共に、男たちの青春はあるのだ。

　川田少年はヤンチャ小僧だったという。ならば多くのザリガニを捕まえては、共に遊び、泣き、笑って暮らしていたのだろう。その中で最も愛し、誇っていたのがそのチャンプだったはずだ。彼がつけた名前から、それは容よう易いに想像できる。

　自慢のチャンプを突然に失った悲しみ、いかばかりだったか。まして、それを食わされた衝撃は、どれほどだっただろうか？

　それは、今こうして叫ぶ彼を見れば、わかる。彼は幼い心に深く深く傷を負わされたのだ。――無自覚なる、小さな悪あつ鬼きの手によって。

「あ、アニキ！　どうしちまったんですかい、アニキ！　しっかりしてください、アニキ！」

　ヤスは突然半狂乱と化してしまった川田さんに必死で呼びかけていた。

　だが、今の川田さんに答えることなどできないだろう。

「て、てめえアニキに何しやがった！」

　ヤスよ、そりゃあビックリするよね、事情を知らなければ。

「え？　いや、あれ？　おっかしいなぁ～？」

　部長は部長で、変わり果てた川田さんに驚いているようだった。

　……もしかしてわかってないんじゃないか、と思ってたけど、正解だったらしい。




　この思い出の寿司大作戦の目的に関して、部長と俺達部員とは決定的に理解が異ことなっていたようだ。

　おそらくだが、部長の中では思い出の寿司を食った川田くんが、昔の純真さを取り戻して和解、的なストーリーを描えがいていたのだろう。

　だが、俺や他のみんな、少なくとも紫先輩は、作戦目的をこう理解していた。

『川田のトラウマを刺激して撃退する』と。




　そもそも今回の地上げに関して、俺達江戸前寿司部はかなり不利な状態だった。

　理由は単純。俺達の勝利条件は『職員会議まで耐え抜く』しかないのに、敗北条件、裏を返せば、地上げ部の勝利条件はふたつあったのだ。

　ひとつは、俺達が地上げに屈くつして解散する、もしくはひとりでも脱退者を出して部の体てい裁さいを崩すこと。

　もうひとつは、俺達の誰かが挑ちよう発はつに乗って地上げ部に手を出してしまうこと。

　このふたつ目の条件がかなりの曲くせ者ものだった。

　何しろ、地上げ部の背後にいるのは生徒会長だ。基本的に地上げ部の行動は見み過すごされるが、反対にこちらの行動がほんの少しでも暴力的なら、生徒会によって即座に問題にされてしまう。

　加えて、仮にこちらと地上げ部の双方が教師に咎とがめられる状況になったとしても、アウトなのだ。たとえ地上げ部に八割の非があったとしても、創部前に問題を起こした部活など職員会議が認めてくれるわけもない。あっさり却下されて終わりだろう。

　つまり、相手はやりたい放題なのに、こちらは正当防衛さえ許されないのだ。これでは普通に考えて勝ち目がない。

　ところが、部長の考え出したこの『思い出の寿司大作戦』は違う。本人の意図はともかく、これは非常に冴さえたやり方だったのだ。

　この作戦の一番優すぐれたところは、あくまで俺達がしたことは、普通に食べられる食材を好こう意いで出しただけ、という点だ。別に毒を盛ったわけでもないし、食えない物を出したわけでもない。まして暴力などでは断じてない。

　結果的に、彼がその食材によって過去のトラウマを掘り起こされたとして、俺達にどんな責任がある？　……そう、そんな責任問いようがない。

　何しろ、彼が『チャンプの握り事件』にトラウマを負おっていなかったら、あるいは克こく服ふくしていたのなら、今回の事はただのお食事会で終わったのだ。

　……ま、川田さんが過去の事件で相当なトラウマを負ったこと、そしてその記憶を封印していることなど、紫先輩の情報網によって、きっちり裏が取れていたからこその作戦実行だったわけだが。




　こちらは全く手を汚さず、最大の効果を挙げる。江戸っ子風に言うなら、「向むこう脛ずねかっぱらう」妙計だったと言えるだろうか。




「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ……ちゃ、チャンプ……チャンプが……あ、あぁあああああああああああああああああああああああああああ…………」

　川田さんの顔はそりゃあひどいもので、涙や鼻水、よだれで顔がぐちゃぐちゃになっている。親分の威い厳げんなど、もはやどこにも残ってはいない。それどころか、人間の理性が残っているのかさえ怪しいもんだ。

「ひでぇ……」

　ある程度予想済みだったとは言え、思わず呻うめいてしまった。

　今の川田さんは、閉じかけの大きな傷口に手を突っ込まれたようなものだ。時間を掛け、ゆっくりと痛みを忘れていった治りかけの古傷は、今完全に開かれた。

　傷口に塩をすり込むという慣用表現があるが、この場合はトラウマにわさび醬油とでも言えるだろうか。……うむ、ひどさ十倍だ。

　とにもかくにも、部長の『心寿司』は確実に川田さんの心に届いた。

　それも、彼の深層心理の奥深くにまでがっつりと、蓋ふたをされかけていた痛みの記憶を、その重い蓋ごと吹き飛ばす勢いで。部長流に言えば「ふたつの心を握って（片方だけ）潰つぶした」わけだ。部長の心、強つえぇえー。

　その威力はみなさんご覧の通り、屈くつ強きような男を一撃で破壊しましたよ。

　……恐るべし、江戸前素子の必殺・心寿司（略してコロシ）！




「アニキぃ！　しっかりしてください！　あっ、アニキ！　どこ行くんですか！」

「うわああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁ……………」

「待ってください！　アニキ、アニキぃいいいぃぃぃぃぃ…………！」

　呼びかけるヤスの手を振り払い、川田さんは絶叫したまま部室を飛び出し、走り去っていった。

　慌あわてて追いかけるヤスの声もまた遠ざかり、部室には彼らの声の残響だけが残された。

　……へぇ～、悲鳴でもドップラー効果って起きるんだね。




「……ど、どうしちまったんだ？　川田くん……？」

　そして、部室には呆ぼう然ぜんとする部長と、川田さんの冥めい福ふくを祈る四人が残った。

「効果テキメン、だったなぁ……」

　これでこそ、休日返上で巨大ザリガニを探し回った価値があったというものだ。とは言っても、発見の難しさや衛生面（アメリカザリガニはシャレにならない寄生虫持ちらしい）など、諸しよ般はんの事情により天然物は諦あきらめて、食用に売られているものから可能な限り大きなものを選んで使ったわけだけど……。

「……正直、あそこまで効くとは思わなかった」

　さすがの葵も、他人のトラウマを抉えぐったことはないらしいな。俺は葵に肉体的ダメージとトラウマを負わされたけど。

「川田さん、大丈夫なんでしょうか……？」

　普通に心配するあたり、伊倉はホントに優しいんだろう。連中からけっこうひどい目にあわされてたってのに、こいつは本当にいい奴だ。

「大丈夫、あのくらいで人は死んだりしないよ」

　相変わらず、紫先輩は他人のダメージが大好きらしい。いつもより艶つやっぽく微笑ほほえむ姿にはドキドキですが、死ななきゃそれでいいんですか、と思ったりしなくもない。

　……もちろん、そんなことを言ったりはしませんけどね。




「……なぁ、カツオ」

　あ、そういえば部長のこと忘れてたな。

　部長は狐きつねにつままれたような顔で、俺を見ていた。

「はい？　なんですか？」

「なんで、川田くんは走って行っちまったんだ？　なんか、この世の終わりみてえな顔してたけどよ……あの後、昔話のひとつもしようと思ってた、おれっちの立場はどうなんでぇ？　……せっかく色々用意したのに、無む駄だに終わっちまったのか？」

　……あー。なるほど、部長はひとつも状況についてきてなかったわけですね。

「問題ないです。部長の心が川田さんに届いたんですよ！　きっとあれは部長の寿司がうま過ぎて、居ても立ってもいられなくなったんです！」

　結果的になんとかなりそうなんだ、わざわざこの人の夢を壊すこともないさ。

「そ、そうなのか？　とてもそうは見えなかったんだけどよ……」

「いえ、そうです！　ですよね紫先輩？」

「うん、もちろんさ。これで彼も改心してくれたはずさ。やったね、素子」

　あぁ、一瞬でわかってくれるなんて、さすがです先輩！　その最高に素す敵てきな笑顔を、是ぜ非ひ俺にも向けてください！

「そ、そうだったの……か？　……ま、紫が言うんだったら間違いねぇだろ！　よし、じゃあ喜んでいいわけだな！」

「もちろんです、部長」

「おめでとう素子、これで職員会議の結果を待つばかりだよ」

　微妙な表情ながら、葵と伊倉も頷いて賛さん意いを表す。

「そっかそっか！　おれっちの……おれっち達の勝利か！　いや、気分いいじゃねえか！　あっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっは！」

　良くも悪くも、バカだなぁ。




「でも、地上げ部の人たちからの仕返しはないんでしょうか？」

　部長の高笑いの陰で、少し不安げに伊倉は眉まゆをひそめた。

「いや、大丈夫だよ。川田くんがダメージから立ち直るまでは、けっこうな時間が掛かるはずだからね」

「……だけど、他にも部員はいるわけですよね？　ヤスって奴が、また何かしてこないとも言い切れないし……」

「葵くんは意外に心配性だね。君だったら、あんな子が何をしてこようが怖くないだろ？　……あぁ、彼が心配ってことかい？」

「ちっ、違います！　……ただ、あたしは部のことを考えて」

　紫先輩が葵と小声で何か言っているけど、あいにく半分も聞こえてこない。

　……うぅ、先輩、またそうやって俺以外の誰かと親しくなっていくのですね？

「……そうだね、せっかくの作戦成功を喜び切れないのもなんだし、僕からひとつ報告しようかな。地上げ部の状況について、ね」

　紫先輩は形の良い唇くちびるをにやりと歪ゆがめ、話し始めた。

「地上げ部の部員数は、部長の川田くんとお付きの安やす田だくん含めて現在十七人。その内、今回の僕たちへの嫌がらせで動いていたのは九人でしかない。何故かというとね、彼らは今内ない部ぶ抗こう争そうの真っ最中だったんだ」

　な、内部抗争……？　またも学園モノらしからぬ言葉が……。

「地上げ部は学年での上下関係が厳きびしい。なのに、ＯＢである前部長に気に入られていた川田くんが、一足飛びに部長になってしまった。もっとも、それは彼にそれだけの器量があったからだし、三年生の中に彼ほどの人物がいなかったからでもあるけど」

　ここまで聞けば大体分かるな。多分、ヤクザ映画とか時代劇の渡と世せいモノとか……そういうノリで、「若造が！」「時代遅れどもめ」みたいに争いあっているんだろう。

「じゃあ、こっちへの報ほう復ふくがあるとしても、川田さん派の九人だけってことですか？」

「いや、それもないよ。そんな状況なのに、曲がりなりにも部内の統とう制せいが取れていたのは、川田くんがいたからだ。その川田くんは今回の……えぇと、素子のお寿司に感動して、反はん省せいしてしまっただろうから……きっと権力争いから脱だつ落らくする。川田くんがいなくなった川田派は、もう守旧派を抑えらない。勢力は逆転だね。そして、生徒会長から依い頼らいを受けていたのは川田派だ。守旧派にしてみれば、そんな仕事をいちいち引ひき継つぐ理由はないから、当然の帰き結けつとして僕たちへの地上げは中止される、というわけさ」

「……なら、ほぼ可能性はないってことですか」

「ほぼ、じゃなくて確実にないよ。川田くんをなんとかすれば、守旧派が川田派を抑えるっていう段取りは組んであるんだ」

「え？　段取り、ですか？」

「うん。……しばらく、僕が留守にしたことがあったろ？　その間に、ちょっとね」

　いや、先輩、「ちょっと」でできることじゃないと思いますよ？

「あんな時期に部を空あけるのは申し訳ないと思ったけど、みんなだったら耐たえてくれると思ってたよ……ごめんね」

　先輩が頭を下げるなんて、初めて見た。

　……でも、むしろこっちが謝らないといけない。あの時、そんなことなんて知らない俺は、愚おろかにも紫先輩に暴言を吐いたんだから。

「……先輩、あの」

　だが俺の謝罪の言葉は、口から出る前に紫先輩に止められた。美しい指先で俺の唇を押さえ、先輩は微笑みながらひとつウィンクした。

「カツオくん、お互い野暮は言いっこなし……だよ？」

「は、はい……」

　あぁ、やっぱりあなたは俺の女神です。信仰心が深まりました、とても！

「はっ！　何をゴチャゴチャ言ってやがる！」

　無駄に大きな部長の声が、部室に大きく響いた。

「なんだか知らねぇけどよ、もう妨ぼう害がいがないってんならそれでいいじゃねーか！　細けぇこたぁ気にするな！　野暮なことは言いっこなし！　それが江戸っ子ってもんだろうが！」

　……やれやれ。事情を理解してないだろうに、割と本質を突いてくるよね、この人。

「そうですね！　部長の言うとおりですよ、気楽に行きましょう！」

「おう、わかってるじゃねえかカツオ！　果か報ほうは寝て待てだ！　……おっと、そうだそうだ。余ったネタもシャリもあるんだ！　おめえらにもおれっちの寿司を振舞ってやろうじゃねえか！　食いたいものを言いやがれ！」

　部長は威勢良くカウンターに戻り、なんでも来いとふんぞり返った。

「あ、それいいですね！　ボクも食べたいです」

「俺も俺も！　実は連中が食ってるの見てたら腹が減って……」

「そうそう、若いモンはいっぱい食わねえとな！　ワサビちゃんもどうでえ？」

「……いただきます」

「おっし！　じゃあどんどん握ってやるぜ！」

　ふふふふふ。とりあえず、一番高かったトロをひたすら食ってやるぜ！




「ふふ、やっぱり素子はいいな。…………さて、あとは仕上げにもう一仕事……かな」

　およ？　紫先輩、何故に突然サディスティックな表情を？　……ドキドキしますよ？
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　　　　　一




「……では、奴らへの工作は続けられるのか？」

　ハッキリと聞こえたその声は、あまり穏おだやかな内容じゃなかった。

　この声の主は……おそらく生徒会長だ。

「いえ、おそらく継けい続ぞくされる可能性はないでしょう。川かわ田だ部長主導で進められていた今回の行動を、多くの三年生部員は認めていませんでした。川田部長は本日欠席しています。……本日中にも、川田派は一気に切り崩しを受け瓦が解かいし、生徒会長との契約も破は棄きされると推すい測そくされます」

「くそっ、なんとかならないのか！」

　おいおい、なんだか知らないが、いきなり核心的な会話だぞ。生徒会長の会話相手はわからないが、これ録音でもしたら生徒会長を失しつ脚きやくさせられるレベルじゃないか？

「そう申されましても……。我々青あお葉ば学がく園えん諜ちよう報ほう部ぶは、調査機関に過ぎません。情報収集と分ぶん析せきはできても、国家諜報機関のような工作能力は持ち合わせておりませんので」

「どいつもこいつも、役立たずが……！　とにかく、川田が越こし戸どの所で何をされたのか徹底的に調査しろ！　同席していた安やす田だから情報を引き出せば、必ず奴らを排はい除じよする口実が見つかるはずだ！」

「わかりました。では、調査が済み次第報告いたします。……明日までお待ちください」

「それでは遅いっ！　諜報部員を全員投入して、すぐにでも調べ上げろ！　……そうだな、川田の自宅まで出向いて奴から直接聞けばいい。誰だれでもいいから、奴の所へ人をやれ、大至急だ！」

「……それは難しいですね。我々諜報部は、この件だけを追っているわけではありませんし、依頼者もあなただけではありません。それに、学外での諜報活動は人道的に問題があるかと……」

「私は生徒会長だぞ！　つまりこれは生徒会命令だ！　……君たちの活動資金を、誰が配分しているのか忘れたわけではないだろうな」

　どこの世界の会話だ、これ？　まるで二流悪役の台詞せりふじゃないか。

「無理強じいは良くないなぁ、生徒会長」

　その声に、俺の背筋はぞくりとした。聞きなれた、涼すずやかな美しい声ではあるが、今の言葉からは涼やかを通り越した冷気を感じる。

「越戸……紫むらさき…………！　貴様、いつからそこに？」

　てめえ甘あま栗ぐり原はら、なに呼び捨てにしてやがる！

「いつからだろうね？　……それはそうと、僕を呼ぶときは『さん』くらいつけて欲しいな。君から呼び捨てにされるほど、僕は君と親しくなった覚おぼえはないんだけどな」

　おおう、意見が合いましたね先せん輩ぱい！　やっぱり俺達通じ合ってます！　ですが、今あなたの喉のどから漏もれるクツクツという笑い声は、ものすごく怖いです。

「……ま、うちには『さん』を付けられると怒っちゃう、かわいい子もいるんだけど……ひょっとして、君には僕がそんなかわいい子に見えてるのかな？　ねぇ、会長さん？」

「くっ！　……今回のことも……やはり貴様の仕し業わざだったんだな、越戸紫……！」

「……おや？　なんのことかな？」

「とぼけるな！　昨日、貴様らの部室に行った川田が突然連絡を絶たって、今日になって失脚したと報告が入ったんだぞ！　そのうえ本人は欠席している……貴様の仕業としか考えられないだろう！」

「おや、買いかぶられたものだね。申し訳ないけど、川田くんのことに関して僕はそれほど関わっていないよ。……そうだね。僕がしたことなんて、おいしいザリガニの仕入れ方を教えてあげたことくらい、かな？」

　……あぁうぅ、先輩、そのケラケラ笑う声、怖すぎです。……震ふるえが止まりません。

「ふざけるなっ！　……調子に乗るなよ越戸、どうあれ貴様らが川田に何かをしたのは事実なんだ。必ず、それを暴あばき出だして……今度こそ貴様を！」

「ま、調べたいと言うなら好きなだけ調べるといいさ。叩たたかれて出るホコリなんて、こちらにはないからね。……けど、君の方はどうかな？」

「……ふん、私にやましいところがあるとでも？」

　状況証拠は十分だろうが。先輩、言っちゃってくださいよ！

「言っておくが、この場を押さえたことを状況証拠だと言いたいのなら無む駄だだ。私と彼が何を話していたかなど……」

「別にそんなことが言いたいわけじゃないんだけど……そうだね、ひとつ君に忠告しておいてあげるよ。いつぞやのお返しにね」

　忠告？　そう言えば、部長が大おお雪ゆき先生に連行されたとき、そんな話してましたね。

「……忠告だと？」

「そ、忠告。君は、自分の足元が見えていないみたいだからね」

「何が言いたい！　私を挑発して何か聞き出そうとでも言うのか？」

「違う違う、これは純粋に善意だよ。……先まずさ、君は自分が調査依頼している諜報部のことを、どれだけ知っているのかな？　情報を集めるための便利な連中、くらいにしか思ってないんじゃない？　駄目だよ、諜報機関に限らず情報を売り物にしてる連中っていうのはね、調査を依頼する人間もひっくるめて調査対象にしてるものなんだ。自分の情報をそういう輩やからに明かすという対たい価かを支払って、君は誰かの情報を買うんだ。だから、決して彼らが自分を裏切らないという保ほ証しようがなければ、そういう輩には近付いちゃいけないんだよ。だって、『他人の弱みを探っている』という自分に不都合な情報を、彼らに与えてしまうんだから。もし、その情報が別の誰かに渡ったら……その可能性は考えなかったのかな？　それがどういう意味を持つのか、わからないわけじゃないよね？」

「彼らが私の情報を誰かに売るとでも？」

「まさか。我が校の諜報部は、調査で得た情報を外部に漏らしたりはしない。それは僕もよく知ってるよ。……ところで甘栗原くん、君は諜報部の代表者を知っているかい？」

「何をわかりきったことを。ここにいる山やま岡おかくんが諜報部部長、現代表者だ」

「はい、よくできました。……じゃあさ、その前は誰だと思う？」

「……何？　それが今の話とどういう関係が――」

「僕だよ」

　……………………え？

「……な、に？」

　生徒会長は、おそらく俺と同じ顔をしているはずだ。だってこの反応は、全く不意打ちを受けた人間のものだから。

「噓うそじゃないよ。ね？　山岡くん」

「はい、確かです。生徒会長、彼女が噓をついていないことは、私も保証いたします」

「重ねて言えば、僕はまだ諜報部に籍せきを置いてる。兼部になっちゃうから、部長の座は彼に譲ゆずったけどね。……少し調べれば、すぐにわかったと思うんだけどな」

　それは、つまり、生徒会長の情報は、先輩に筒つつ抜ぬけだってこと？

「いや、実は僕も驚いたんだよ？　だって君がしたことは僕に、『自分で自分を監視して、弱みを報告しろ』って言ったのと同じなんだから。……本当に滑こつ稽けいだよ」

「……………………」

　生徒会長は言葉もないようだ。

　川田くんを使ったことだけは正解だけどね、と先輩は笑った。

「彼は、僕の得意な話し合いの通じない子でね？　彼の個人的な事情もあって、非常に厄やつ介かいだった。いや、これだけは君を評価してあげてもいいよ。偶然とはいえ、君はそれなりに僕を苦しめたんだから。この忠告は、そのご褒ほう美びでもあるんだよ」

　まぁそれはそれとして、と先輩は言葉を続けた。

「話を戻そうか。……生徒会長、君は部活関係の資料を把は握あくしていなかったよね？　僕たちが部室の仮使用申請をした時も、部室棟の空き状況すら知らなかった。たしかに千ち佳か子こくんは優秀だけど、雑ざつ務むを全て任せっ放しなのは良くないな。生徒会長なんだから、自分の学校の部活くらいキチンと把握しないとね。……せめて、自分が使う部活のことくらい、二・三代遡さかのぼって調べなきゃ」

　呆あきれを含んだ先輩の声に、生徒会長は何の反応も返さない。

「でも、君はそれを怠おこたった。その結果が今という状況だよ。……だから、忠告。『生徒会長という立場に驕おごらず、小さな仕事も真ま面じ目めにしましょう』ってね」

　誰かが地面に膝ひざを突く音がした。誰か、なんて確認するまでもない。

　おそらく、生徒会長の心は、今彼の膝と共に折れた。

「……私をどうする気だ」

「別に、何も」

「…………どういう、意味だ？」

「安心してくれていいよ。僕は君にも、君が後ご生しよう大事に抱かかえている生徒会長のイスにも、今さら興味ないんだよね。だから、僕らを放っておいてくれればそれでいいんだよ。……そんなこと、僕が君に席を譲ってあげた時点で気づいて欲しかったけど」

「……違う、私は、正当な選挙を経へて……っ！」

「だから、興味ないんだってば。……今日来たのは、一言君に言ってやりたかっただけなんだ。それさえ聞いてくれたら、すぐ帰るよ」

　紫先輩は少し間を作った後、言った。

「もしまた、僕の素もと子こに悲しい思いをさせたら、今度は許さない。…………潰すよ。徹底的に。……君が二度と立ち上がれないほどに、ね」

　そう言って、生徒会長の返事など待たず、先輩は踵きびすを返した。

　…………えらいもの、聞いてもた。

　おかしい、どうしてこうなったんだっけ？

　俺はただ、放課後に紫先輩の後ろ姿を見つけて、つい出来心で後をつけていただけなのに、気づけば背はい徳とくのストーキングが緊迫のスニーキングに早変わりだ。

　さらに悪いことに、聞いてしまった内容も内容だ。

　偶然事件の真相を知ってしまう一般人……これって、死亡フラグじゃね？

　さっそうと校舎の陰から現れた紫先輩は、当然のことながら壁に張り付いていた俺に気づいて、立ち止まった。

「……こら、盗み聞きなんて趣味が悪いぞ」

「め、めめめめっそうもない！　わたくしめはただ、宗教上の理由により壁に張り付いてお祈りをしていただけの、一信徒でございます！　決してあなたさまの後ろをつけていて流れでお話を聞いてしまい、さらに逃げるタイミングを失しつしたなんてことはありません！　ですので、先輩と生徒会長の緊きん迫ぱくしたやり取りなんて全く聞いていません！」

「へぇ～？　そうなんだ」

　全身から冷や汗が噴ふき出だす。紫先輩は、ひざまずいて壁に張り付いたままの俺の横にしゃがみ、じ～っとこちらを見ていらっしゃいます。

　未いまだかつてないほど見つめられてうれしい気持ちと、消されるんじゃないかという恐怖が入り混じって、俺はなんか新しい快感に目覚めてしまうんじゃないか、なんて思ってみたり……あぅあぅあう……！

「……で、どの辺りから聞いてたのかな？」

「『さんをつけろよ、デコ助野郎』の少し前からです」

「微妙に間違って記憶しているみたいだね……」

　まぁいいけど、と紫先輩は立ち上がった。……あれ？　お咎とがめなしですか？

「どうしたんだい？　部室、行くんだろう？」

「は、はい……」

　こ、これは一緒に部室に行こうってことですか？　望んでいた事が実現して狂喜したいのに、心から喜べないのが無む性しように悲しい。

　少し先を歩く紫先輩の背中を追いかけながら、生徒会棟前の薄暗い日陰の中を歩く。

　色々と先輩に聞きたいことが浮かんでは消えていくが、言葉にはならなかった。

「……何も聞かないのかい？」

　紫先輩から切り出されてしまった。……なんと答えたものやら。

「はぁ……正直、何から聞いていいかわかりません」

「そうか……そうかもね」

「……えぇと、とりあえず、ひとつ教えてください。生徒会長が紫先輩を恨うらんでる理由って、なんなんですか？」

　先輩は小さく頷うなずいて、立ち止まった。

「この学校の生徒会室、変な場所にあると思わない？」

「そうですね、それはたしかに思ってました」

　そこで、紫先輩は振り返って、俺と目を合わせた。

「これはね、僕がやったことなんだ」

「……は？」

　ついつい間の抜けた声を上げてしまったが、その反応に先輩は困ったように笑った。

「去年まで、僕は生徒会にいたんだ。最初はお手伝いで、一年の冬からは正式な役員として。現生徒会長の甘栗原くんとは元同どう僚りようで、次期生徒会長を争う競争相手でもあった」

　事前の人気調査では僕が圧倒的優勢だったけどね、と先輩は笑った。

「……でもね、僕には生徒会長になってまでやりたいことなんて、別になかったんだ。生徒会に入ってすぐの頃は、仕事をするのが楽しかったんだけどね。この学校、ホントに生徒会の権限が強くて、決めたことが実現しちゃうから、やり甲が斐いもあった」

　生徒会でバリバリ仕事をしている先輩の姿か。すげえしっくりくる想像だ。

「でも、二年生の夏にはやりたいことも大抵やり終えて、生徒会にも飽あきていてね。暇潰しのつもりで部活を作ってみたり、中庭にあった生徒会用の別館を、その部活の部室にしたり……無茶したよ。今の会長が僕を恨んでるのも、当然だよね」

　……あぁ、なるほど。それで生徒会室がこんな隅すみっこのプレハブになったのか。会長が紫先輩を恨んでるのはそれが原因ってわけか。

「だけど、それだけやっても会長選挙が迫る年末頃には、僕のやる気はすっかりなくなっていたんだ。……でも、生徒会長にはなろうって思ってた。やる気のある人には迷惑な話だったろうけど、周りも僕を推おしていたし、他にやりたいこともなかったから」

　遠くを見るような目でもう一度生徒会のプレハブを見た後、先輩は再び部室に向かって歩き出し、俺も少し距離を置いて後に続いた。

「……そんな時だよ、素子に会ったのは」

　表情は見えなかったけど、先輩の声はそこで弾はずんだように聞こえた。

「初めて会った時は、強烈だったなぁ。生徒会室に入ってくるなり、『富ふ士じの膝ひざ元もと静しず岡おかに、その名も高き江え戸どっ子の……』って、いきなり名乗り口上を始めるんだもん。思わず言葉を失っちゃったよ。……その後の言動も、無茶苦茶でさ」

「……その時の光景が、目に浮かぶようです」

「あっはっはっは！　でしょ？　それね、きっと大きくは外はずれてないと思うよ」

　まだ一年生だった部長は、困惑する紫先輩や当時の生徒会長たち相手にいつもの偽にせ江戸弁でまくしたて、「部活を作らせろ」の一点張りだったらしい。

「一度はなんとか追い返したんだけど、二度、三度と現れてね。いつも最後は大雪先生に連行されていったよ。……最初はただただビックリしたけど、気がついたらあのパワーに引っ張り込まれていた。あの純粋な衝動が、あの頃の、いろんなことにやる気がなくなっていた僕にはとてもまぶしかったんだ。……それで気がついたら、僕は生徒会を抜けて素子と部活を作ってたよ」

「え？　生徒会、そこで辞やめたんですか？　紫先輩だったら、生徒会にいるうちに寿司部を認定してから辞めよう、とか考えそうですけど」

「おや、するどいね。当然、僕もそう考えて素子に提案したんだけどね？　……断られちゃった」

　はぁ？　な、なんで？

「『バカ野郎、野や暮ぼなこと考えるんじゃねえや』って一いつ喝かつさ」

　その後に続けたという台詞は、あまりにも部長らしかった。

「入れ物だけ作ったって意味はねえや！　まずは中身、それから入れ物だ！　考えてみやがれ紫、おめえは中身の入ってねえ寿す司し桶おけだけ貰もらってうれしいのか？」

　本当に、らしい台詞だ。言ってる時のしたり顔まで見えてくるようじゃないか。

　……でも、冷静に考えると寿司を握にぎった後に入れ物探すのは、いわゆる『泥どろ縄なわ』だと思うんだけどなぁ。そもそも、最初に部活作らせろって言ってたのと矛む盾じゆんするし。いや、部長らしいっちゃらしいんだけどさ。

「まぁそんなこんなで、僕は生徒会を抜けた。会長選挙の公こう示じ後だったから、ちょっとした混乱はあったけどね。甘栗原くんにしてみれば、それも僕を恨む要因になってるだろうね。……ちょっとは悪いと思ってるけど、今回のことを許す理由にはならないかな」

　なるほどね。生徒会長から見ると、生徒会室をボロくされた上に、選挙で戦う前にさっさと逃げられたわけだ。生徒会長みたいにプライドの高そうな人間には、さぞかし苦痛だったことだろう。

「あの、紫先輩？」

「なんだい？」

「お話はわかったんですけど、それだけ現会長の考えがわかってたのに、なんで創部申請のとき、あんなに挑発的だったんですか？　……あれがなければ、もしかしたら」

　今回の地上げ騒動はなかったかもしれない。……あくまで可能性の話だけど。

「それについては反省してるよ。でも、理由を聞かれたらこう答えるしかないかな」

「なんですか？」

「せっかく素敵な『中身』が集まったんだよ？　うれしそうな素子のために、少しでも早く部室っていう『入れ物』を用意してあげたかったんだ」

　その時見せた紫先輩の困ったような表情は、やっぱりとても魅力的だった。

「だから、カツオくんには感謝してるんだよ。伊い倉くらくんも葵あおいくんも、君がいてくれたからこそ入部してくれた。君がいたから、江戸前寿司部は成立したんだ。……本当にありがとう」

　…………先輩からの感謝、だと？　どうしよう、泣けてくるほどうれしいぞ。いろいろ言いたいのに、感動し過ぎて言葉にならねえ！　もう抱きつけばいいかな？

「それから、今話したことは素子には内緒だよ」

　そう言って、先輩はウィンクしつつ唇くちびるの前で「しー」のポーズ……うおぉっ！













　そ、それスゴイッス！　非っ常に萌もえます！

「わ、わかりました！　今のお話は俺が墓の中まで持って行きます！　だから……だから先輩、俺と一緒のお墓に入ってください！」

　考えてみたら、紫先輩と二人きりの時にプロポーズするのは初めてだ！　もし今までの拒否が、誰かが近くにいることによる照れが原因だったとしたら、行ける！

　紫先輩は一瞬きょとんとして、にっこりと、大たい輪りんの薔ば薇らのように微笑ほほえんだ。

「うん、断固拒否するよ」
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　そして、運命の日がやってきた。

　あの日以来、多少懸け念ねんされていた地じ上あげ部の嫌いやがらせも一切なくなり、俺達を邪じや魔まするものは何もなかった。

　問題なのは、職員会議がある三日後がとてつもなく長く感じたことくらいだ。

　その間、俺達は部室に集まっても特に何をするでもなく、ただただ時間を潰つぶす日々が続いた。

　……寿す司しはどうしたって？

　ふん、あの日連中に食わすために集めた食材は、全てその日のうちに俺達の腹に収まり、残ったものは満腹感と空からの財さい布ふだけだ。

　次の小こ遣づかいが入るまで、俺達には何もできやしなかった。

　バイトしろって？　待て、そんなことしたら紫むらさき先せん輩ぱいとの時間がなくなってしまうじゃないか、激しく本ほん末まつ転てん倒とうだ！

　どのみち、もうすぐ部費が入るようになるのだ。そう大した額にはならんだろうが、寿司作るたびに小遣い全消費なんていう拷ごう問もんからは解放されるのだ。

　……あぁ、しかし回答はまだだろうか？

　部室を見渡せば、みんなどこか所しよ在ざいなげにしている。

　部長は分かりやすく貧びん乏ぼうゆすりしているし、葵あおいはさっきから立ったり座ったりを繰り返している。紫先輩は……、

「お待たせ」

「あぅぅ……どうして、また……」

　暇ひまにあかして、伊い倉くらをメイドに仕立てていたらしい。今回はストレートブロンドのウィッグ付きだ。かわい……い、なんて、思ってない！　思ってないぞ！

「おう、タラちゃんちょうどいいや、お茶でも入れてくれ」

「あんたもサラッと受け入れるなよ」

「わかりました」

「おまえもあっさり了解するなよ」

　やれやれ、この中で落ち着いているのは俺だけか。さて、暇つぶしの読書を再開しようかな。

「……カツオ、おまえなんで本逆さにしてんだ？」

「ふ、ふん！　ちょっとボケてみただけだもん！」

　葵の視線は疑いに満ちていた。……ほ、ホントなんだからねっ！




　部室の時計を見上げると、そろそろ職員会議の終了予定時刻だ。

　紫先輩の話によれば、会議で承認され次第、先生が来て結果を教えてくれるらしい。

　俺達の目は、時計と部室の扉とを行ったりきたりするようになった。部室前を足音が通り過ぎるたび、みんな露ろ骨こつに反応する。

　まだか……まだか……！

　そして、みんなが扉を注目しだしてから何度目かの足音が近づいてきた。

　それは段々と部室前に近づいてきて、すりガラスのはめ込まれた引き戸に、大おお柄がらな影が映った。

「ち～す……って、うお！」

　扉が開き、部室に現れたでっかい教師大おお雪ゆき先生は、全員の視線に驚いて身を引いた。

「驚かすなよ、おまえら」

「そんなこたぁいいから、大雪！　さっさと結果を教えてやがれってんだ！」

　我が慢まんできずに詰め寄る部長を、大雪先生はため息混じりに見つめた。

「おまえは遠足を待ち望む小学生か……まあ、他ほかの連中も気になってしかたないようだし、もったいぶらずに教えてやるよ」

　否いやが応おうにも、みんなの鼓こ動どうは高まっているだろう。

　待ち望んだ瞬間。多くの困こん難なんを乗り越えて、ようやく得られる求めていた答えに、俺達江え戸ど前まえ寿す司し部員の心は間違いなくひとつだった。

　そんな全員からの視線の中、大雪先生はジャージのポケットから四つ折の紙を取り出して広げ、平へい坦たんな声で読み上げた。




「江戸前寿司部の創部申しん請せいに対し、本日職員会議にて決定された結果を伝える。申請された活動内容に関して審しん議ぎした結果、江戸前寿司部の創部申請は『却きやつ下か』とする。以上だ」

　…………………………………………………………………………パードン？

「そういうわけだから、この部室の仮使用許可も撤てつ回かいされる。別に今日やれとは言わないが、できるだけ早いうちに片付けとけよ。……じゃ、そういうことで解散だ」

　……………………………………………………………………………え、

「えぇええええええええええええええええええええええええぇ――――――――っ!?」

　たっぷり十秒間は溜ためていた俺達の驚きよう愕がくは、誰かの一声をきっかけに一気に噴ふん出しゆつした。

「うわ、ビックリした！　なんだよ急に」

「ふざけんな大雪！　ビックリしたのはこっちだ！　いったいぜんたい、そいつぁどういうことでえ！」

「そうですよ！　なんで俺達の申請却下されたんですか！　悪い冗じよう談だんとかなら、本気で怒りますよ！」

「そうですよ！　先生、理由を聞かせてください、理由を！」

「ホントです！　納得のいく理由を説明してくれなかったら、ボクだって怒ります！」

「……返答次第では、いくら先生でも僕は許しませんよ」

　俺達は口々に怒りやら疑問やらを先生にぶつけた。

　つか、ホントにどういうことだよ！　フリーダムはどこに行ったんだよ？　職員会議は有名無実なんだろ？　なんで、どうして？　答えろ大雪ぃいいいいっ！

「あぁもう、ピーピーうるせえっ！　わかったよ。説明してやるから、まずは黙だまれ」

「……おう、じゃあ説明してもらおうじゃねえか。納得のいく説明をよぉ……」

　部長、あんた顔つき変わってるぞ。……いや、だがこの場合は理解できる。こんな理り不ふ尽じん、黙って受け入れられるかってんだ！

「なんでそんなに偉えらそうなんだよ……？　ま、いいや。じゃあ簡かん潔けつに説明してやるから、よく聞きな」

　くっそ！　まさか生徒会がこのタイミングで横よこ槍やりとか入れたわけじゃねえだろうな？　あいつにまだそんな気力が残ってたのか？　だとしたら許せねえ、あの野郎！

「寿司を作るのが主な活動ってあるけどよ、先生方と協議した結果、校内で生徒に生ものを扱あつかわせるのは危険だという結論に達した。……考えてもみろ。校内には生徒に貸せる冷蔵庫なんてないんだぞ？　今はまだいいけど、夏場の食材保存はどうするつもりだ？　夏場に常温で放置した生魚なんて食ってみろ、一発で食中毒だ」

「ちょっと待ちやがれ、調理実習室にでっけぇ冷蔵庫があるじゃねえかよ！　それにおれっちは知ってんだぞ、家庭科部だって部室に冷蔵庫持ってんだろうがよ！」

「調理実習室のは、全校生徒が家庭科で使うためのものだ。だから、一部活には貸せん。家庭科部のだって同じだ。あれは家庭科部の備び品ひんで、他の部と共有できるほどキャパシティに余裕もない。……どうしても使いたきゃ、家庭科部に入れ」

「だ、だったら、冷蔵庫なんざ使わなくったって、他の方法で保存すりゃいいだろ！」

「他、ねぇ？　言っとくが、氷を詰めたクーラーボックスで、ってのはなしだぞ。気がづかないうちに氷が溶け切ったら大変だからな。それに加えて、握にぎり寿司の大半は食材を加熱処理せず手で握るんだぞ？　病びよう原げん性せいの細さい菌きんに感かん染せんするリスクが大きい。『無む謀ぼう。江戸前寿司部員、食中毒で死亡』、なんて記事に載りたくないだろ？　まして、それを部外の生徒に食べさせたら大変だろうが。……というわけで、保健・衛生面で無視できない問題があり、総合的に考えて子供には任まかせられない、部活動にふさわしくない活動であると判断された。――理由は以上だ。質問は？」

　超・正・論！

「……………………」

　……ぐうの音ねも、出ねえ…………よ……。

　俺達がガックリとうなだれる中、大雪先生は「早く帰れよ」と去っていった。




「……っざけんな」

　大雪先生の足音が聞こえなくなった頃、部長がポツリとつぶやいた。

「え？」

「ふざけんじゃねえええええええええええええええええっ！　何が生ものは危険だ！　衛生面の問題だ！　そんなもん、知ったことかぁぁああああああああああああっ！」

　部長は咆ほえた。腹の底から響くような、理り屈くつなんぞ吹っ飛ばそうとするような声で。

「行くぞ、カツオ！　いつまで床にはいつくばってやがんだ！」

「いや、だけど……ですね」

「だけども火傷やけどもあるか！　抗議だ！　抗議に行くぞ！　寿司ってなぁもともと食品保存法だ！　酢す締じめでも醬しよう油ゆ漬けでも、この際押し寿司でもかまわねえ！　なんでもいいから認めさせるぞ！　ここまで来て、そんな簡単に引き下がれっか！　そうだろうが！」

　……部長、あんたって人は…………！

「わかりました、行きましょう！　食い下がって食い下がって、意い地じでも認めさせてやりましょうよ！　なんだったら、先生方に部長の寿司をお見舞いしてやりましょう！」

　深く人の心を抉えぐる、心こころ寿ず司しをな！

「ようし、よく言ったぜ！　それでこそおれっちの弟だ！　……紫、ワサビちゃん、タラちゃん、おめえらはどうだ！　諦あきらめて引き下がるか、おれっちと一緒に抗議しに行くか、どっちか好きな方を選びやがれ！」

「……やれやれ、そんなこと」

「聞くまでもないじゃないですか」

「はい、行きましょう！」




「よっしゃあ！　江戸前寿司部、全員一いつ致ちだな！　行くぜ野郎ども！　大雪じゃらちが明かねえ！　目指すは本丸、職員室だああああああああああああああああああっ！」

「お―――――――――――――――――――――――――――――――――っ！」




　かくして、俺達江戸前寿司部の一度目の申請が却下され、第一次抗議作戦が始まるわけだが、それはまた別の話。




　青あお葉ば学がく園えん花はな山やま高等学校・江戸前寿司部が本当の意味で誕生するまで、まだ少しの時間が必要なのであった。


SUSHI-BU!　１貫目　了
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　まずは本書を手に取っていただいたことに、心から感謝いたします。

　はじめまして、西せい野の吾ご郎ろうと申します。

　幸運にも拙作は、第13回えんため大賞小説部門にて特別賞という栄誉に与り、今こうして本書は皆様のお目に触れているわけです。私ごときには過分な名誉であり、選考に携たずさわってくださった方々には言い尽くせぬほど感謝しております。

　担当のＧさんには大変お世話になりました。曲りなりにも本書を書き上げる事ができたのは、Ｇさんのお力に拠よるところが大きいです。本当にありがとうございます。改稿以外にも連絡手段の不備等、色々とご迷惑をお掛けしましたが、今後ともよろしくお願いいたします。

　イラストレーターのよう太さんには、たくさんの魅力的なイラストを頂きました。キャラクターの外見等細かい設定を考えておらず、デザイン段階からご苦労をお掛かけしました。大変申し訳ありません。素もと子こやカツオ達を「絵」として見た時の感動、決して忘れません。本当にありがとうございます。

　執筆中の自分を支えてくれた家族、励はげましてくれた友人達、見守ってくださった職場の皆様、そして、今こうして本書を開いてくださっている皆様に、心よりの感謝を申し上げます。本当にありがとうございました。







　……えーと、終わりました。

　終わっちゃいましたけど、全然指定されたページ数が埋まってませんね、どうしましょう？　……これ以上言うべきこともありませんし、余ったページはよう太さんのイラストをお楽しみください、どうぞ！




　――と、いきたかったんですが、担当さんから言下に「無理です」と言われましたので諦あきらめます。まぁ、そうですよね。自分が楽をしたいからって、人様にご迷惑をお掛かけするものではありません。

　改めまして、西野吾郎です。『にしの』じゃないです、『せいの』です。

　発音しなければ特別問題はないので、どちらで覚えてくださってもかまいませんが。

　……いえ、発音は大事です。ページもありますし、その話でもいたしましょう。

　先述しました通り、本作『SUSHI-BU!』は、第13回えんため大賞小説部門特別賞受賞作を改稿したものです。もしかしたらご存知の方もいらっしゃるかもしれませんが、受賞時のタイトルは別でした。

　タイトル・『実じつ録ろく！　江え戸ど前まえ寿す司し部ぶ　誕たん生じよう秘ひ話わ』著者名・セゴロ

　はい、原形が残っていませんね。著者名まで変わっているので、表記上だと受賞時と共通しているのが『！』ひとつという変わりっぷり。こっちがビックリだ。

　さて、改題前の『実録！～』というタイトルは、インパクト重視で付けたものでした。思い付いた当初は、心に引っかかる変なタイトルができたぜ、と自画自賛していたわけです。しかし、本文を書いている内に自分の中では普通になってしまい、応募した後は頭に『実録！』と付けたことさえ忘れていたのですが……。

　昨年八月某日のこと。体調不良で早々に床に入っていた僕は、携帯の着信音で起こされました。時刻は午後八時過ぎ、窓の外には小雨がぱらついています。てっきり母親から「二階の窓閉めて」という連絡だと思い携帯を開くと、見たことのない番号です。

　おそるおそる出たところ、それはファミ通文庫編集部からの電話でした。

　まさかという衝撃と、言い表せぬほどの歓喜が湧き上がってきます。しかし、連絡をくださったＫさんの口から出た次の言葉で、僕は別の衝撃を受けました。

「『じつろくえどまえすしぶたんじょうひわ』が、最終選考に残りましたので――」

　……何言ってんだろ、この人。

　失礼ながら、一瞬本気でそう思いました。そして、それを言わせたのが自分だと気付き、なんつーアホなタイトル付けたんだ！　と身み震ぶるいしました。

　そう、僕が付けたタイトルは、発音するとトンデモなく恥ずかしい代シロ物モノだったのです。

　電話を切った後、なんとも申し訳ない気持ちになりました。

　Ｋさん、人前であんなタイトル読み上げさせてごめんなさい、と。

　しかし、そんな気持ちも時間と共に薄まっていきました。そうさ、過去の受賞作にだっていくつも突とつ飛ぴなタイトルあったし、あのくらい、プロの編集さんには普通だろう、そう思うようになっていきました。

　その後、幸運にも受賞し、十月に行われた授賞式にて、そのＫさんに直接お目にかかりました。挨拶を交わし、名刺を頂いて「あぁ、この方か」と思った直後でした。

　Ｋさん「江戸前寿司部って、どういうことですか？」

　普通じゃなかったみたいです☆




　まぁ、長々と書きましたが、要するに音感は大事だよ、ということが言いたかったわけです。これから小説を書こうという皆様へ、「タイトルは声に出して読み上げてみましょう」というアドバイスをお送りしたいと思います。

　さて、程よくページも埋まりましたので、この辺でお別れしたいと思います。

　最後にもう一度、皆様に心より感謝を。本当にありがとうございました。


二〇一二年一月某日　西野吾郎































　　　　　この作品は、第13回エンターブレインえんため大賞小説部門、特別賞受賞作品「実録！江戸前寿司部　誕生秘話」を改稿・改題したものです。




　　　　　＊この作品はフィクションです。実在の人物、団体および実際の出来事とは一切関係ありません。
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